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B 2区 2面 4号竪穴住居As-B堆積状況 （西から ）ヘルト上庖がAs-Bの一次堆積跨

D 2区 I地点 Hr-FP泥流とHr-FA堆栢状況 （南東から ）



序

群馬県は 『坂東太郎』の異名をとる、流域面積日本一の「利根川」が南北

に流れています。この利根川は今でこそ現在の位置を流れていますが、中世

以前には、遺跡が所在する前橋市石関町を含めた幅約 3km、長さ約30kmに及

ぶ「広瀬川低地帯」を流れていたものと考えられています。

県内にはその他にも数多くの中小河川が網日状に大地を刻み、これら河川

の豊かな水は、昔から県内外の農業や工業を支え、今でも私たちの日常生活

になくてはならないものとなっています。

今回、群馬県教育委員会が県立前橋工業高等学校を移転建設することにな

り、その工事に先立って埋蔵文化財の発掘調査が実施されました。それが石

関西田 II遺跡です。

古墳時代に降り積もった榛名山の火山灰の下からは、当時の人たちが歩い

た道跡が、また平安時代に降った浅間山の火山灰の下からは、同時代の竪穴

住居や水田跡が見つかりました。この他にも平安時代から中・近世にかけて

の畠、溝、土坑、井戸などの遺構も数多く発見され、当時の人々の広瀬川低

地帯での生活を窺い知る貴重な資料が得られたのも大きな成果と言えます。

ここにこの成果を一日も早く公開するために今年度整理事業を実施し、そ

の成果がまとまりましたので、本報告書を刊行する運びとなりました。

最後になりましたが、調査ならびに報告書作成に際してお世話になりまし

た群馬県教育委員会、前橋市教育委員会、地元関係者の方々には種々、ご指

導、ご協力を賜りました。今回報告書を上梓するに際しまして、これら関係

者の皆様に衷心より感謝の意を表し、あわせて本報告書が群馬県の歴史を解

明するための資料の一助として活用されることを頻い序とします。

平成14年 9月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長小野宇三郎





例 言

1.本書は県立前橋工業高等学校移転整備工事に伴う石関西田 II遺跡 （いしぜきにしだ1I、ISIZEKI-NI SID A 

II SAITE)の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.石関西田 1I遺跡は、群馬県前橋市石関町76番地 l、113番地、 137番地 1に所在する。遺跡名は、大字名

に相当する「石関」と小字名に相当する「西田」に因んで「石関西田」と連記し、また、既に試掘調査

が終了し 『平成11年度文化財調奔報告書第30集』の中に記載されている前橋市教育委員会届出の「石

関西田遺跡」とを区別するために便宜的にローマ数字の IIを付した。

3.発掘調査と整理事業は、群馬県教育委員会の委託を受けて（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

4.調査及び整理の実施期間は以下のとおりである 。

発掘調査

整理事業

5.調査面積

平成12年11月15日～平成13年 6月30日

平成14年4月1日～平成14年 9月30日

19,772m'（延べ面積 39,544mり

6. （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団の当時の調査体制は以下のとおりである 。

理

常

常

管

事
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務
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理

理
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事

事

長

調査研究第1部長

小野宇三郎
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赤山容造

公
3窟 務 課 長

調査研究第1課長
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水田

進
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真下高幸

坂口

根岸

本間

小林
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仁

昇

徹

西原和久

笠原秀樹

〔平成12年度 （財）馬県埋蔵文化財調査事業団主幹兼専門員〕

〔平成12• 13年度

〔平成13年度

〔平成13年度

〔平成12年度

須田朋子 大島信夫

同

同

同

同

小山健夫

上

上

上

上

吉田有光

専門員〕

主任調査研究員〕

主任調査研究員〕

調査研究員〕

森下弘美 片岡徳雄

7.本書作成の担当は以下のとおりである。

編 集

本文執筆

遺構写真

遺物写真

遺物観察

根岸

根岸

坂口

根岸

坂口

遺物実測・図版作成

――

――
 

,1

イ

（編者以外の文責は文頭又は文末に記 した）

飯島静男（群馬地質研究会）

根岸 仁 本間 昇 小林

（株）古環境研究所

徹 西原和久

佐藤元彦〔（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団主幹兼係長代理〕

仁 （須恵器・上師器・石類他）〔（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団専門員〕

ー （須恵器 ・土師器）〔（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団主幹兼専門員〕

新井悦子 〔整理嘱託員〕 大塚とし子〔整理補助員〕 萩原鈴代〔同〕

阿部幸恵 〔同〕 武永いち〔同〕

委託関係 空測 ・空中写真＝技研測量株式会社

地上測量＝株式会社横田調査設計

テフラ ・植物珪酸体分析＝（株）古環境研究所

石材鑑定＝飯島静男氏〔群馬地質研究会〕



8.発掘調査及び本書の作成にあたり、下記の諸機関、諸氏に御教示、御協力をいただいた。記して感謝の

意を表したい。また、発掘作業に従事していただいた方々には、敬称を記しませんが感謝いたします。

群馬県教育委員会（管理部管理課・文化財保護課） 前橋市教育委員会 事務補助員 ・作業員各位

9.出土遺物は一括して、群馬県埋蔵文化財調査センターの収蔵庫に保管してある。

凡 例

1. 本報告書に使用した地勢図及び地形図は、国土地理院発行20万分の 1 「宇都宮」「長野」、 5万分の 1

「前橋」、前橋市都市計画区域図 2千 5百分の 1を等倍及び縮小して使用した。

2.挿図中の北方位は座標北を示す。

3. 挿図中の「L=OOm」は、遺構断面図の水糸標高を示す。

4.本調査の記録に使用したグリッドは 5m四方で、南東交点をその呼称としている。

5.本書に記載の榛名山、浅間山を給源とする火山灰、軽石の正式名称、略称、降下年代及び土層断面図で

使用したスクリーントーンは以下のとおりである。

榛名ニツ岳渋川テフラ(Hr-S) =FA+ FPF-I 6世紀初頭（第 1四半期頃）

榛名ニッ岳伊香保テフラ(Hr-I) =FP+ FPF-II 6世紀中葉（第 2四半期頃）

浅間 C軽石 (As-C)= 3世紀終末

浅間B軽石 (As-B)＝天仁元年(1108年）

浅間一粕川テフラ (As-Kk)＝大治 3年(1128年、推定）

浅間A軽石（As-A)=天明 3年 (1783年）

6.調査における遺構確認面と遺構は以下のとおりである。

|: | 

1面 浅間B軽石 (As-B)及びAs-B混土下面（As-B混土下水田・ As-B下水田 ・畠 ・溝・土坑 ．

井戸・旧河道）

2面 浅間C軽石 (As-C)混土下面（古墳時代の踏み分け道・平安時代の竪穴住居 ・畠 ・溝 ・土坑 ．

井戸 ・旧河道）

7.挿図の縮尺は以下のとおりである 。

全体図（付同） ＝1:500 平面図 ・断面図＝1:30 1:40 1:60 1:80 1:120 1:160 1:180 1:400 

8.遺物実測図の縮尺は以下のとおりである 。なお、遺物写真の図版倍率は、実測図の縮尺に準じた。

土器＝ 1: 3 1 : 8 石類（砥石） ＝1 : 3 

9.土層断面及び遺物観察表中の色調は、旧農林水産省農林水産技術会議事務局監修（財）日本色彩研究所色

票監修「新版標準土色帖」を参考にした。

10.住居面積の計算には、1/30平面図において、プラニメータ ー （ローラー極式・レンズ式）に よる 3回

計測平均値を用い、小数点以下第 2位を四捨五入して掲載した。

11.遺構平面図・遺物実測図中で使用したスクリーントーンは以下のとおりである。

焼土・灰 I,9•• 9.̀l 硬化面［口 黒色土器〖〖〖言 施釉 ［ロロロ］
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8. B 1区2面 7号畠全景（東から） 8. A 2区2面 12号土坑全景（北から ）

写真図版21 1. B 2区2面 9号畠全景（上空から） 写真図版28 1. A 2区2面 12号土坑土陪断面（西から）

2. B 2区2面 10号畠全景（北西から ） 2. A 2区2面 13号土坑全景（北から ）

3. B 2区2面 10号畠全最（南西から） 3. A 2区2面 13号土坑土層断面（北から ）

4. C区2面 11号畠全景（南東から） 4. A 2区2面 14号土坑全娯（南から）

5. A 2区2面 32号溝全景（南から ） 5. A 2区2面 14号土坑土層断面（南から）

6. A 2区2面 32号溝土陪断面（北から ） 6. A 2区2面 15号土坑全景（南から ）

7. A 2区2面 33号溝土屑断面（北から ） 7. A 2区2面 15号土坑基本土層（南から）

写真図版22 1. A 3区2面 28号溝全景（南西から） 8. A 2区2面 16号土坑全景（南から ）

2. A 3区2面 28号溝土層断面（南から） 写真図版29 1. A 2区2面 16号土坑土層断面（南から）

3. A 3区2面 29号溝全景（南から） 2. A 2区2面 17号土坑全景（北から ）

4. A 3区2面 29号溝土居断面（南から） 3. A 2区2面 17号土坑土層断面（南から）

5. A 3区2面 30号溝全景（南から ） 4. B 1区2面 1号土坑全景（南から）

6. A 3区2面 30号溝土陪断面（南から） 5. B 1区2面 1号士坑土層断面（南から）

7. B 1区2面 3 号溝全類•土思断面（北から ） 6. D 2区2面 22号土坑全景・土層断面（南から）

8. B 2区2面 22号溝土陪断面（東から ） 7. D 4区2面 18号土坑全景（南東から）

写真図版23 1. B 2区2面 22・23号溝全景（北東から ） 8. D 4区2面 18号土坑土層断面（南東から）

2. B 2区2面 23号溝全景（北西から ） 写真図版30 1. D 4区2面 19号土坑全景（南東から ）

3. B 2区2面 23号溝土層断面（南から） 2. D 4区2面 19号土坑土層断面（南東から ）

4. C区2面 34号溝全景（南から ） 3. D 4区2面 20号土坑全景（南から）

5. C区2而 34号溝土層断面（南から） 4. D 4区2面 20号土坑土層断面（南から）

写真図版24 1. D 2区2面 41号溝全景（南西から） 5. D 4区2面 21号士坑全禁（西から ）

2. D 2区2面 41号溝土居断面（北東から ） 6. D 4区2面 21号土坑土腎断面（西から ）

3. D 4区2面 35号溝全景（東から） 7. A 3区2面 2号井戸土層断面（南西から ）

4. D 4区2面 35号溝土層断面（東から） 8. D 6区2面 4号井戸土層断面（南から）

5. D 4区2面 36号溝全景（東から ） 〈追物写真〉

6. D 4区2面 36号溝土層断面（東から） 写真図版31 4 • 12 • 13 • 21号溝、 1 • 3号井戸、 14• 1号竪

7. D 4区2面 37号溝全景（東から ） 穴住居出土造物

8. D 4区2面 37号溝土陪断面（東から ） 写真図版32 1. 2号竪穴住居出土遺物

写真図版25 1. D 4区2面 38号溝全景（東から ） 写真図版33 2 • 3号竪穴住居出土逍物

2. D 4区2面 38号溝土層断面（東から ） 写真図版34 4 • 5号竪穴住居出土遺物

3. D 4区2面 39号溝全景（東から ） 写真図版35 6 • 7号竪穴住居出土遺物

4. D 4区2面 39号溝士層断面（東から ） 写真図版36 7号竪穴住居出土遺物

5. D 4区2面 40号溝全景（南東から ） 写真図版37 7 • 8 • 9 • 10 • 11号竪穴住居出土遺物

6. D 4区2面 40号溝土層断面（東から ） 写真図版38 11 • 13号竪穴住居出土逍物

7. A 2区2面 3号土坑全景（南から ） 写真図版39 16号竪穴住居、 22号溝、 1 • 22号土坑、逍構外出

8. A 2区2面 3号土坑土附断面（南から） 土逍物（1)

写真図版26 1. A 2区2面 4号土坑全景（北西から ） 写真図版40 遺構外出士遺物（2)

2. A 2区2面 4号土坑土層断面（東から ）

3. A 2区2面 5号土坑全漿（南から ）
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第 1図 石関西田1I遺跡の調査範囲図



第 1章

1. 調査に至る経緯

平成12年 1月6日（木）、群馬県教育委員会文化財

保護課に、群馬県教育委員会事務局管理部管理課よ

り、前橋市石関町76番地 1、113番地、 137番地 1に

所在する群馬県立前橋工業高等学校移転計画予定地

内において、校舎及び付随する施設の移転整備工事

の着工計画に伴う事前協議と、試掘調査の依頼があ

った。

発掘調査の経緯

調査対象地は、地権者と群馬県教育委員会事務局

管理部管理課との間で既に用地に関しての売買契約

が締結され、管理課長の依頼により群馬県教育委員

会文化財保護課埋蔵文化財第 1係が、同年 2月28日

（月）～ 3月24日（金）の約ーヶ 月間をかけて現地での

試掘調査を実施した。

その結果、対象地である75,097対の建設予定地に

41本のトレンチを設定し、重機による掘削をしたと

1.調査に至る経緯

ころ、浅間山を給源（1108年）とする浅間B軽石(As-

B)直下から、平安時代に相当する水田に伴う畦畔、

カマドをもつ竪穴住居跡、平安時代以降の旧河川跡

が確認され、該期以外にも、遺構は伴わないものの

古墳時代に属すると思われる土器がほぽ完形で出土

した。

この試掘結果により対象地は遺跡地と認定され、

移転工事に先立つ埋蔵文化財の記録保存措置が必要

となった。

試掘結果は、同年 3月27日（月）付で文化財保護課

長名で教育委員会事務局管理部管理課側に伝えられ、

同年 4月に、教育委員会事務局管理部管理課、文化

財保護課、県埋蔵文化財調奔事業団の三者合同の打

ち合わせ会議が開催された。この会議の中で、経費

算定をしたところ、調査期間は、同年11月から開始

して翌年 6月末日までの年度をまたいだ 8ヶ月間の

予定で本調査が開始されることになり、地元前橋市

教育委員会の協力を得て、事業団の発掘調査班 l班、

担当者3名が本調査に対応することとなった。
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第1章発掘調査の経緯

2.調査の方法と経過

調査の方法 調査は対象地をA区（道路）． B区（校

舎） • C区（部室） • D区（防球ネット）の 4区画に分割

し、 A・B・D区については、さらに調査区をA1 • 

A 2 • A 3区、 B1 • B 2区、 Dl・D2 ・D3 • 

D4・D5・D6区に細分割した（第 2図参照）。

本調査は第一次調査（平成12年11月15日～平成13

年 3月31日）と第二次調奔（平成13年 4月 1日～平成

13年 6月30日）の二回に分けて実施され、平成12年

度は主として調査面積の大きいB区（16,099mりを中

心にして調査し、平成13年度分についてはA区(1,828

m') • C区(560m')• D区(1,285mりを対象にして調査

した。なお、防球ネットの基礎が打設される D区に

ついては、その設置規格が1.1X 1.1 mで 4m間隔の

ために、現状での調査は危険を伴い不可能なため、

掘削法面を考慮した 2m幅のトレンチ掘りで行っ

た。

調査面は、 1面が浅間B軽石（As-B)及びAs-B

混土下面で、平安時代(As-B）～中・近世に相当し、

2面が浅間C軽石（As-C)混土下面の文化層で、古

墳時代(As-C）～平安時代(As-B)に相当する延べ

面積39,544対の 2面調査である 。

調査にあたっては、概ね以下の方法を踏襲した。

(1)調査グリッドの碁準点測量は、群馬県前橋市

堀ノ下町 4番地先の学校移転整備に伴う工事に先立っ

て、平成 2年に前橋土木部道路維持課が測量した 2

級基準点(22)H =94,75mを基準として、日本測地

系に基づく国家座標系(X=43310.219, Y = -63691.860) 

と平行に設定した。

(2)遺構測量には平板を使用し、水田・畠・住居 ・

溝・土坑 • 井戸・道・遺物 ・ セクション ・ エレベー

ション等は 1/10 • 1 /20 • 1 / 40作図を原則とし

た。また、広範囲に及ぶ測最は業者委託によるバルー

ンによる空中測量としたが、できる限り現場内の手

実測を心掛けた。

(3)遺構の写真撮影には中型カメラによる35mmサ

イズのモノクロ ・リ バーサル写真及びブローニー(6

X7)サイズのモノクロ写真を使用し、撮影対象に応

じて、バルーンによる空中写真を業者委託した。

(4)遺構番号は、各調査面から種別に通し番号を

付し、整理の段階で再度検討を加え、遺構として認

定できないものについては欠番とし、新たな遺構番

号を付した。また、遺物の取り上げは原位置をとど

めるものについては、その都度番号を付し因面上に

記録した。

(5)本遺跡では 2面の文化層を確認しており、各

文化層の確認には、 4種類の指標テフラ (As-B• 

Hr-FP ・Hr-FA・ As-C)を鍵層とした。

(6)特に低地部の調査区法面は、壁面の崩落を防

ぐために傾斜角を設け、排水・埋め戻しを含めた作

業の安全には万全を期した。

調査の経過 調査は平成12年 3月の試掘段階で得

られた土層中の指標テフラ (As-B、Hr-FP、Hr-

FA、As-C)を手掛かりにして、 1面のAs-B及び

As-B混土下面までの表上掘削と 2面のAs-C混土

下面までの掘り下げ作業は（士層中の遺構、遺物に

細心の注意を払いながら）、残厚約10cm程度を残し

て重機を用いて行い、精査を要する遺構確認作業と

個別遺構の掘削等はすべて手作業で行った。

調査及び作業工程の概要は以下のとおりである 。

《平成12年度》

11月第 3週

前遺跡からの調査器材等の搬入及び調資のための

準備作業、調査区の設定、 1面（As-B及びAs-B混

士下面）遺構確認のための重機掘削。

11月 第 4週

A区 1面の遺構確認作業と重機による盛土除去作

業、 B区 1面の盛土除去作業及び表土除去作業。

12月第 1週

B 1区 1面遺構確認作業、調査区名称の決定、 B

1区 1面（As-B及びAs-B混土下面）より溝、畠、

As-B混土下擬似畦を検出。

2
 



12月 第 2• 3週

B 1区北半1面の遺構確認作業及びB1区南半 1

面の重機掘削作業、 As-B下擬似水田調査、 B1区

北半 2面(As-C混土下面）調査、 B1区南半 1面空

測、 B1区北半 2面遺構確認作業及び住居、島調査、

B 2区北半 1面重機掘削及び遺構確認作業(4号溝、

5号溝検出）。

12月第 4• 5週

B 1区 1面 1• 2号溝、 B1区2面 1号住居． 3

号溝実測、 B2区1面 4号溝調査、 B2区2面重機

掘削作業、器材整備及び年末、年始に伴う作業、安

全対策作業。

1月 第 1• 2週

調査再開に向けての準備、 B2区 1面重機掘削作

業、 4号溝調査及び実測、 B1区2面A・B地点に

おける石材鑑定（群馬地質研究会の飯島静雄氏に依

頼）。

1月 第 3週

B 2区 1面重機掘削、 B2区1面4• 5号溝調査、

6・7・8・9・10・11号溝調査及び実測、 2号土

坑実測。

1月第4週

B2区2面22• 23号溝のAs-B除去作業、 B2区

1面調査終了及び空測。

1月第 5週

B 2区2面（As-C混土下面）の重機掘削作業及び

遺構確認作業（埴輪片集中箇所及びHr-FAによっ

て埋没した 3号踏み分け道検出及び精査、 4号住居

調査。

2月第 1週

B2区2面重機掘削及び遺構確認作業（10号畠検

出）、 4号住居実測。

2月第 2• 3週

B 2区 1面 8号溝調査、 B2区2面の重機掘削及

び遺構確認作業、 2・3・4・6・8・9・10号住

居調査、 22• 23号溝調査、 B2区低位部西壁の基本

土層実測、 10号畠調査、 B1区旧河道部の重機掘削、

B 2区2面の重機掘削終了。

2.調査の方法と経過

2月 第 4週

A 1区1面の遺構確認調査（As-B下水田に伴う

24号溝検出）、 B2区2面の 9 • 10号住居実測及び

東半の遺構確認作業。

2月第 5週

B 2区2面の遺構確認作業、 A1区2面の重機掘

削作業、 A3区2面の遺構確認作業(12号住居検出）。

3月第 1週

A2区1面重機掘削及び遺構確認作業、 B2区2

面の10• 11号住居実測、 A1区全景写真撮影。

3月第 1• 2週

A2区1面の重機による盛土除去作業、 C区の重

機による盛土除去作業、 A3区2面の畠調査、 A2

区1面遺構確認作業（溝検出）及び重機掘削作業、 A

2区 1面25• 26 • 27号溝調査及び実測、 B2区2面

空測。

3月第 3• 4 • 5週

B 2区2面住居実測、 A3区 l面 l号井戸、 A3

区2面の 2号井戸調査及び28• 29 • 30号溝実測、 A

1区2面北壁セクション実測、年度末に向けての器

材整備及び安全対策、残務整理。

《平成13年度》

4月第 1• 2週

調査開始に向けての準備及び新年度調査開始、 C

区2面調査及び遺構検出作業、 D区の重機による盛

土除去作業、 A2 区 2 面遺構検出作業（住居・畠•土

坑・溝検出）及び14号住実測。

4月第3週

A2区2面の 3~17号土坑、 14号住居、 32• 33号

溝の実測及び写真撮影、 C区2面より 11号畠検出。

4月第4週

c区2面の溝調査、北壁セクション実測、 D区除

草作業、 D5区 1面人力による表土掘削作業、 D4

区トレンチ設定、 A2区2面． C区2面の空測。

5月第 1• 2週

D区 1• 2 • 3区の重機による盛土除去作業、 D

4区1面及び2面の遺構確認作業、 D5区2面の遺

3
 



第1章発掘調査の経緯

構確認作業、 A区埋め戻し作業、 D5区2面の16号

住居 ・昂・溝の調査、 D4区2面35~41号溝の実測

及び写真撮影。

5月 第3• 4週

D4 区 1 面 3 号井戸、 D4 区 2 面の溝•土坑の調

奔及び実測、 D5区2面の道跡 ・昂 ・16号住居調査

及び実測、 D3区1面の重機による掘削作業及び人

力による遺構確認作業、 D3区2面の遺構確認作業、

D4 ・5区2面の空測、 D2区 1面の遺構確詔作業

(As-B下水田に伴う畦畔を検出）及び実測、D4 • 

5区の埋め戻し作業。

5月第 5週

D 1区 1面の遺構確認作業及び全体図作成、D3

区2面の遺構確認作業、D2区2面の遺構確認作業、

22号土坑の調査及び実測、 D4区1面の 3号井戸実

測。

6月第 1• 2週

D 1区2面の全景写真撮影、 D6区 1• 2面の遺

構確認作業（井戸・旧河道検出）及び実測、 D5区2

面16号住の床面確認調査、D2区2面の22号土坑・

41号溝の実測、 D3区の埋め戻し作業、テフラ分析。

6月 第 3• 4 • 5週

c区埋め戻し作業、 D5区2面の16号住実測、D

5区埋め戻し作業、調査終了及び次調査地に向けて

の器材整備 ・準備、完全撤収に向けての安全対策 ・

引越し作業、調査完了及び調査区の引渡し。

3.基本土層

本遺跡は、旧利根川の氾濫原である広瀬川低地帯

内の、桃ノ木川左岸にあたる自然堤防上に位置して

いる。また、遺跡から東方約100mの地点には寺沢川

が南流し、遺跡はこの両河川のはぽ中間地点に所在

する 。

土層の最下層面は、 B1区中央部の南北を主軸と

する西半を境にして、旧利根川によってもたらされ

た河床礫層と、東半の赤城山麓をi原とする寺沢川に

よってもたらされた河床礫層を基盤としている（両

河川の礫組成については、第 4章 3参照） 。本遺跡

における基本的な微高地部の上層層序は、下位から

上位に向かって暗褐色～黄褐色シルト（地山）、 As-

c混土の黒褐色土、榛名ニッ岳渋川テフラ(Hr-FA)、

黒褐色士(As-CとHr-FAに伴うパミスの混土）、

浅間 B軽石(As-B) 、浅間—粕川テフラ（As-kk) 、

暗褐色土(As-B混土）、 As-Aを含む茶褐色土、現

行水田耕土の暗褐色土の順に堆積している。

また、低地部の土層層序は、上位からAs-Bの一

次堆積層まではほぽ微高地部と土層は同じであるが、

その直下の黒色粘質土(As-B下水田耕土）から下位

は、暗灰色シルト、黒褐色粘質士（黒泥）、黄掲色粘

質上Hr-FAに伴う火山泥流堆積物）、榛名ニツ岳

渋川テフラ (Hr-FA)、黒色泥炭層、灰色シルト、

青灰色砂質土といったように河川の水流の影響を受

けた土質になっているのが特徴である。

なお、青灰色砂質土よりも下位の土層については、

湧水による調査区壁の崩落の危険が生じたために確

認はできていないが、少なくとも重機のバケット 1

つ分以上の深さを掘削しても 、粘質土が堆積したま

まであり砂礫層は確認されていない。

本遺跡において確認された指標テフラについては、

微商地部の黒掲色土の層中に、 3世紀終末に浅間山

を給源として降下堆積した浅間C軽石（As-C)が斑

点状に撹拌され認められ、Hr-FAは主としてHr-

FAに伴う 白色パミスとして土層中に混入している 。

他に榛名ニツ岳伊香保テフラ (Hr-FP)、浅間A軽

石（As-A)などもテフラ分析によって確認されてお

り、本文でその詳細が報告されている（第 4章 1参

照）。

本遺跡における基本土層柱状図は、 Al区低地部

(Bg-58グリッド）、 B2区低位部(Cd-33グリッド）、

D2区低地部(Cb-4グリッド）の 3箇所を代表的な

ものとして抽出した（地点については付図 2参照）。

なお、低地部及び低位部の基本土層は、すべて微高

地部の基本土層をも網羅している 。

各層の説明は次頁のとおりである 。
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3.基本土層

《基本土層》

<AI区低地部＞
L=91.40 

I 暗褐色土

II 茶褐色土

[]] 茶褐色土

w 茶褐色土

表土。現行水田の畦（土地改良後）。

水田耕土（土地改良前）。鉄分沈着痕多数あり 。

客土。やや粘性あり 。

客土。¢1~5 cmの礫を多屈に含む。キャサ

リン台風後の客土。

v 黄褐色洪水砂 キャサリン台風の洪水砂に比定。

VI 褐色土

V11 黄褐色洪水砂 色調の違う黄色ブロソクを混入。しまりあり 。

VIII 茶褐色土

IX 淡黒色粘質土 粒子均ーで緻密。As-Kk上水田耕土。

灰色火山灰。浅間一粕川テフラ (1128年）

上位 2cmが小豆色火山灰、下半は青灰色粗粒

スコリア。下面は 1面の遺構確認面。

XII 黒色粘質土 As-B下水田耕土に比定。

X As-Kk 

XI As-B 

1 ~3 mmの白色・黄褐色パミスを含む。

所々にW層をプロック状に含む。

XI11 黒褐色土 Hr-FAに伴うパミス、 As-Cを多虻に含As-

c混土。やや粘性あり 。下面が 2面の遺構確

認面。

XN 暗褐色～黄褐色シルト 地山。下層が旧寺沢川の河床礫層。

L=90.90 

L=90.40 

第3図 A 1区低地部基本土層柱状図

基本上層写真（A1区低地部北壁）

L=92.50 

m
 

<B2区低位部＞

I 暗掲色土 表土。現行水田耕土（土地改良後）。鉄分沈着層。 L=92 00 

II 暗褐色土 水田耕土（土地改良前）。 I陪の中・上層に色調

が近似。As-Aを少屈含む。
L=91 50 

I11 茶褐色土 ¢ 3 mm程度の白色パミスと As-Aを少屈含む。

鉄分沈着層を上層に残す。II陪水田の床土。

N 暗褐色土 As-B混土。しまりあり 。

V As-B 小豆色火山灰と青灰色粗粒スコリアの混土。下

面が 1面の追構確認面。

VI 黒褐色土 Hr-FAに伴うパミスとAs-Cを混入。

V11 茶褐色土 VI層に土質が類似するが、Hr-FAに伴うパ

ミスがやや少ない。固い。

VllI 灰褐色土 Hr-FAに伴うパミスと As-Cの混士。

IX Hr-FA 固くしまりパミスを含む。

x 黒褐色土 As-C混土。下面が 2面の追構確認面。

vn 

"’ IX 

XI 灰褐色シルト 粒子均ーで上層にAs-C粒を少最含む。

X11 黄褐色シルト 地山。細粒で均ー。 下層が旧利根川河床礫層。

第4図 B 2低位部基本土層柱状図

基本土層写真(B2区低位部西壁）

5
 



第 1章発掘調査の経緯

<D2区低地部＞

暗褐色土 表土。現行水田耕土（土地改良後）。

Il 茶褐色土 現行水田耕土の床土。鉄分沈着痕が多数混入。

Ill 暗褐色土 水田耕土（土地改良前）。As-Aを少址含む。

IV 茶褐色土 m陪水田耕土の1未土。鉄分沈苅培。As-Aを

含む。

v 暗褐色土 As-Aを少屈含む。

VI 暗褐色土 As-B混土。

V11 黒色粘質土 As-Kk上水田耕土に比定。上阿にAs-Kkの

灰色火山灰をプロック状に含む。

¥11I①As-B 小豆色火山灰。

V111②As-B 胄灰色粗粒スコリア。下面が1面の遺構確認面。

IX 黒色粘質士 As-B下水田耕土に比定。

x 暗灰色シルト 粘性が強く粒子均ーで緻密。鉄分沈舒痕あり 。

XI 暗灰色土 粒子均ーでやや砂質。鉄分沈滸痕あり 。

X11 黒褐色粘質土 粘性が強く粒子均ーで緻密。 ¢10cm大の円礫

一つを含む。黒泥。

Xl11①黄褐色粘質土 Hr-FPに伴う火山泥流堆積物。下庖にHr-

FPの火山灰を残す。

Xl11②黄褐色粘質土 Hr-FA 

XIV 黒色泥炭層 粒子均ーで緻密。

w 灰色シルト 粒子均ーで緻密。

X¥1 青灰色砂質土 ¢ 1 mm程度の砂からなる。粒子均ーで緻密。

以下は湧水による壁崩落の危険が生じたため

L=91.00― 

L=90.50 

L=90.00-
渭①

IX 

L=89.50― 

L=89.00-

L=88.50― XII 

第5図 D2区低地部基本土層柱状図

基本土層写真(D2区低地部北壁）

確認不能。
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第 2章

1. 

遺跡の環境

遺跡の立地と環境

遺跡の位置と地形 関東平野の北西部に位置する

群馬県は、中央部に二つの成層火山を有する。東に

赤城山（l,827.6m)、西に榛名山(1,449m)、ともに

活火山に指定されその裾野は長い。この両火山を分

断する形で『坂東太郎』の異名をとる利根川が南流

する。利根川は渋川市と赤城村に架かる大正橋の上

流部付近で、北西方向から流れ込む吾妻川と合流し、

今から遡ること約 2万年前、浅間山の山体崩壊に起

因する火山泥流堆積物（前橋泥流）の流下によって、

扇状地の前橋台地（洪積台地）を形成した。

現在の利根川の流路は、前橋台地のほぼ中央部を

不自然に南下しているが、 15~16世紀頃に現在の位

置に変流したと考えられている。それ以前は、赤城

山の南斜面と前橋台地との中間にある幅約 3km、長

さ約30kmの沖積低地（広瀬川低地帯）が旧流路とされ、

現在でも広瀬川をはじめとして多くの中小河川が網

目状に流下している。この水利を利用して低地部で

1.遺跡の立地と環境

は長閑な田園風景が延々と広がり、 一方微高地部に

は集落が営まれている。

石関西田 II遺跡は、前橋泥流が赤城山麓の末端部

と接し、さらに旧利根川によって浸食されてできた

広瀬川低地帯内を北から南へと流れる桃ノ木川と、

赤城山麓扇状地を南下する寺沢川とに挟まれた広瀬

川低地帯東縁部の微高地上に位置する 。

前橋市街地から東方約 4kmにある本遺跡の標高

は91.200m~92.800mを測り、調査区から北東方向

に位置する榛名山ニッ岳山頂までは、直線距離にし

て約21.3km、また、 As-BやAs-kkを本遺跡にも

たらした浅間山山頂までは、直線距離にして約53.5

kmである 。

榛名山は、今から約35万年前に活動を開始したと

される標高1,449mの複式火山である 。噴出源は明

らかでなく、火山灰の厚さも薄いために通常の路頭

ではほとんど認めることはできないが、 5世紀に白

色軽石混じりの細粒火山灰の榛名有馬火山灰（Hr-

AA)を榛名山の東側一帯に降下させていることが、

子持村黒井峯遺跡、渋川市の有馬条里遺跡、有罵遺

跡、高崎市日高遺跡での発掘調査で確認されている。

Hr-FP> 0 cm 5
 

>O 

.. 

.. 

.. 
長野

ロ

▲
 

▲
 

｀` ‘ `し、

‘‘ 

゜
＼ 

50km As-B> 0 cm ロ

浦和

5
 

戸水

口

゜

‘‘ ヽ

‘‘ ヽ

`̀ -
｀` Hr-FA>Ocm 

（町田

第6図 Hr-FA、Hr-FP、As-Bの降下範囲

洋•新井房夫 「火山灰アトラスー日本列島とその周辺ー 」 1992 一部加除筆）
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第 2章遺跡の環境

国土地理院 1: 200,000「長野」「宇都宮」使用

第 7図遺跡位置図
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2.周辺の遺跡と環境

また、 6世紀には、ニッ岳の形成過程で二度(6世

紀初頭• 6世紀中葉）にわたって火砕流を伴う大爆

発を起こしている 。その驚異を象徴するかのように、

その後の復興に尽力した人々によって、榛名山は「イ

カホ（怒る峰）」と呼ばれた。

その一度目の噴出物は、 Hr-S（榛名ニツ岳渋川

テフラ ）＝FA（ニツ岳アッシュ）＋FPF-I（＝ツ岳

第一軽石流堆積物）と呼ばれ、主として県南東部へ、

二度目の噴出物は、 Hr-I（榛名ニツ岳伊香保テフ

ラ）＝ FP（ニッ岳パミス）＋FPF-Il（ニツ岳第二軽

石流堆積物）と呼ばれ、主として県北東部へ飛散し、

その距離は、 Hr-FAは約240km離れた福島県相馬

市で、Hr-FPは約280km離れた宮城県多賀城市にま

でそれぞれ達していることが、発掘調査によって既

に明らかになっている。なお、 2つのテフラは本遺

跡においてもその降下堆積が確認されている。

Hr-FAとHr-FPの噴火の季節は、 Hr-FAが高

崎市御布呂遺跡、 Hr-FPが渋川市有馬条里遺跡の

埋没水田の状況から、ともに初夏（ 6月頃）と考えら

れており、 Hr-FAとHr-FPの噴火の間隔は、新

井房夫氏による尾瀬ケ原における泥炭層の堆積速度

の分析結果から、約20~30年と算出されている 。

浅間山は、長野県と群馬県の県境にある標高2,568

mの成層火山である。小浅間をはじめとして数個体

の火山体から構成され、比較的新しい火山体は前掛

山(2,524m)と呼ばれる。現在でも内部構造につい

ては不明な部分が多く、今なお噴煙を上げ続けてい

る活火山である。過去において、プリニー式噴火に

伴う大爆発によって大災害を本県にもたらした。天

明3年の大噴火の驚異は、泥流下から屋敷跡が検出

された玉村町「上福島中町遺跡」で知ることができ

る。

新しい方から浅間 A軽石（As-A）＝天明 3年

(1783)、浅問粕川テフラ(As-Kk）＝大治3年(1128、

推定）、浅間B軽石（As-B）＝天仁元年（1108)、浅

間C軽石（As-C)=3世紀終末の 4層の降下火砕堆

積物が確認されており、本遺跡における指標テフラ

となっている。

2.周辺の遺跡と環境

本遺跡周辺地域での発掘調査は、水田地帯が広が

る広瀬川低地帯内ではあまり行われなかったのが実

情である 。しかしながら、近年の開発に伴う用地確

保の点から言えば、人口密度の高い市街地がのる前

橋台地上では既に限界が生じており、特に広大な敷

地面積を必要とする学校関係の施設建設には、郊外

にある低地部の平坦地が必要不可欠のものとなった。

実際に本遺跡に南接する区画域には、いくつかの学

園施設が集中して所在する 。

本遺跡に先立って調査された遺跡には、平成 6年

12月から平成 7年 3月にかけて行われた県立前橋産

業技術専門校建設に伴う事前調査としての「石関西

簗瀬遺跡」と、それに伴って移設する鉄塔部分の調

査である「西片貝源田島遺跡」があり、ともに石関

西簗瀬遺跡調杢会によって調査されている 。その結

果、古墳時代中期から奈良時代にかけての集落の一

部と中世の火葬跡などがそれぞれ検出された。また、

平成11年度に公園整備事業として試掘調査された本

遺跡の西側に隣接する「石関西田遺跡」では、奈良

時代の竪穴住居跡が遺跡調査会によって確認されて

いる 。

広瀬川低地帯内での遺跡数は、大規模な開発が少

ないこともあって決して多いとは言えず、むしろ赤

城山南麓末端部から広瀬川低地帯の東縁部にかけて

の地域に数多くの遺跡が存在する（第 8図周辺の遺

跡参照）。しかしながら、従来遺跡が存在しないも

のと考えられていた広瀬川低地帯内でも調査数は少

ないものの遺跡は皆無ではなく、河川の流路の影響

によってつくられた後背湿地や微高地上には、本遺

跡と同様の集落や天仁元年(1108)年の浅間山の噴火

に伴う浅間B軽石（As-B)によって覆われた平安時

代の水田が展開することが徐々に明らかとなってき

ている。

さらに、 一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う

発掘調査が、国道50号との合流点からの延長部分と

して平成12年度より開始され、荒砥川と寺沢川には

，
 



第 2章 追跡の環境

国土地理院 1: 50,000「前橋」使用

第8図 石関西田 II追跡と周辺の遺跡 （スク リーントー ンは広瀬川低地帯）
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さまれた赤城山麓南端部を北西方向に向かって数多

く調査され、現在でも継続して調査中の路線区があ

る。

本遺跡周辺地域における時代ごとの遺跡の概要は

以下のとおりである 。（（）内の番号は、地図表番号に対応）

旧石器時代 該期の遺跡は希薄であり、ローム台

地がのる飯土井町の飯土井中央遺跡（116)、富田町

の富田高石遺跡（95)、江木町の江木下大日遺跡(98)

で該期の石器集中地点が確認され、他に包含層が確

認された遺跡として今井町の今井道上 II遺跡(88)、

荒砥北三木堂 II遺跡（89)、富田漆田遺跡(96)が挙げ

られる。また、富田町の富田西原遺跡（94)では、 A

s-BP以降のものと思われる土坑状遺構が確認され

ている 。

縄文時代 今井町の今井白山遺跡(10）、ニノ宮町

の荒砥前原遺跡（73)で敷石住居が検出されており、

富田町の宮田遺跡（11)、泉沢町の山崎遺跡(17)で遺

物包含層が、江木町の萱野遺跡（14)、泉沢町の泉沢

谷津遺跡（15)、丸山遺跡(19)、荒口町の荒砥宮田遺

跡(32)、今井町の荒砥北原遺跡(35)、今井道上 II遺

跡(88)、下大屋町の大道遺跡（42)、荒子町の下鶴谷

遺跡(58)、ニノ宮町の荒砥上ノ坊遺跡(66)、ニノ宮

町の荒砥前原遺跡（73)、勝沢町の九料遺跡(80)、小

明神町の小明神遺跡（81)、鳥取町・小坂子町・五代

町の芳賀東部団地遺跡(83)、瑞気町の瑞気遺跡(84)、

富田町の富田遺跡群（87)、富田漆田遺跡(96)、富田

下大日遺跡(97)、江木町の江木下大日遺跡（98)で該

期の竪穴住居がみつかっている。

また、土坑が確認された遺跡として、笠井町の笠

井八日市遺跡（ 9)、泉沢町の前山遺跡(26)、今井町

の荒砥北原遺跡(35)、今井白山遺跡(10)、今井道上

II遺跡(88)、荒子町の川籠皆戸遺跡(54)、柳久保遺

跡(57)、下鶴谷遺跡(58)、荒砥前原遺跡(73)、飯土

井町の飯土井中央遺跡（116)、烏取町 ・小坂子町・

五代町の芳賀東部団地遺跡(83)、富田町の富田宮下

遺跡(93)、富田西原遺跡(94)、富田高石遺跡(95)、

富田漆田遺跡（96)、富田下大日遺跡（97)、江木町の

2.周辺の遺跡と環境

江木下大日遺跡(98)などの数多くの遺跡が挙げられ、

今井町の今井道上 II遺跡（88)、荒砥北三木堂 II遺跡

(89)、富田町の富田宮下遺跡(93)、富田西原遺跡

(94)、富田高石遺跡(95)などでは陥し穴が見つかっ

ていることから、該期の狩猟域との関係が想起される。

弥生時代 赤城山麓を南流する荒砥川流域に該期

の遺跡が多くなり、荒砥川の西と東では様相を異に

する 。特に荒砥川以東では、弥生中期後半の集落が

多い反面、荒砥｝1|以西では稀有である。このことは、

集落の変遷を考える上でとても輿味深い。

土坑が検出された遺跡として、今井町の今井白山

遺跡（10)が挙げられ、竪穴住居が検出された遺跡と

して荒口町 ・荒子町・ ニ之宮町の鶴屋遺跡群(34)、

頭無遺跡(59)、荒砥大日塚遺跡（65)、荒砥上ノ坊遺

跡(66)、荒砥島原遺跡(70)、荒砥前原遺跡(73)、富

田町の富田遺跡群(87)、富田宮下遺跡(93)、富田西

原遺跡（94)などがある 。

古墳時代 古墳時代中期以降、赤城山南麓地域で

の該期の集落が急激に増加し、本遺跡周辺地域でも、

遺跡が数多く見受けられる。本遺跡から北東方向約

600mの赤城山麓末端部に所在する正円寺古墳（ 4)

は6世紀前半～中頃の築造であり、荒砥川の縁辺部

には、 5世紀後半の前方後円墳である今井神社古墳

(39)が所在する。このことは、周辺遺跡での集落が

5世紀代から急激に増加することと密接な関係があ

るものと思われる 。

他に堅穴住居跡が確認されている石関西簗瀬遺跡

(2)、野中町の棗遺跡(5)、野中天神遺跡（ 6)、笠

井町の筑井八日市遺跡(9）、今井町の今井白山遺跡

(10)、今井道上 II遺跡(88)、荒砥北三木堂 II遺跡

(89)、江木町の萱野遺跡（ 14)、泉沢町の泉沢遺跡

(15)、谷津遺跡（16)、東原A遺跡（18)、東前田北遺

跡(21)、東原西遺跡(22)、荒口町の北原遺跡(27)、

諏訪西遺跡(30)、荒砥諏訪西遺跡（31)、荒砥宮田遺

跡(32)、掘立柱建物も伴った荒砥前田 II遺跡（91)、

荒口町 ・荒子町・＝之宮町の鶴谷遺跡群(34）、今井

町の荒砥北原遺跡（35)、荒砥北三木堂遺跡(36)、下

大屋町の大道遺跡(42)、中山A遺跡(43)、中山B遺
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跡(44)、山王遺跡(45)、阿弥陀井戸道上遺跡(46)、

村主遺跡(48)、北田下遺跡(51)、明神山遺跡(52)、

荒子町の大久保遺跡(55)、柳久保遺跡(57)、頭無遺

跡(59)、荒砥下押切 II遺跡（61)、荒砥中屋敷遺跡 I

(62)、荒砥中屋敷II遺跡（63)、方形区画の居館も見

つかった荒砥荒子遺跡（64)、ニノ宮町の荒砥大日塚

遺跡（65)、荒砥宮西遺跡（67)、荒砥洗橋遺跡(68)、

荒砥天之宮遺跡(69)、荒砥島原遺跡(70)、祭祀跡も

見つかっている荒砥前原遺跡（73)、飯土井町の飯土

井中央遺跡（116)、掘立柱建物も確認された九料遺

跡(80)と小明神町の湯気遺跡(82)、小明神町の小明

神遺跡(81)、鳥取町・小坂子町・五代町の芳賀東部

団地遺跡（83)、瑞気町の瑞気遺跡(84)、五代町の桧

嶺遺跡(86)、富田町の富田遺跡群(87)、富田宮下遺

跡(93)、焼失住居の検出をみた富田西原遺跡(94)、

富田高石遺跡(95)、富田漆田遺跡(96)、富田下大日

遺跡(97)、江木町の江木下大日遺跡（98)などの数多

くの遺跡があり、勝沢町の泉沢町の丸山遺跡(19)で

は円形周溝墓、環濠柵列、環濠居館が見つかってい

る。

土坑が検出された遺跡は、石関西簗瀬遺跡(2)、

今井町の今井白山遺跡(10)、荒砥北三木堂 1I遺跡

(89)、泉沢町の東原西遺跡(22)、荒口町の諏訪遺跡

(29)、荒子町の下鶴谷遺跡(58)などであり 、東原B

遺跡(23)では該期の土器棺墓が確認されている。

溝が確認されている遺跡として、野中町の野中天

神遺跡(6)、筑井町の筑井八日市遺跡(9)、今井町

の今井白山遺跡（10)、荒砥北三木堂 1I遺跡(89)、荒

口町の諏訪遺跡(29)、荒砥宮田遺跡(32)、荒砥前田

II遺跡（91)、荒砥中屋敷遺跡 I(62)、富田町の富田

細田遺跡(92)、江木町の萱野 1I遺跡（99)などがある。

この頃から墳墓も数多く出現し、方形周溝墓が確

認された遺跡として、泉沢町の谷津遺跡（16)、新山

遺跡(24)、荒口町の荒砥諏訪遺跡(28)、諏訪遺跡

(29)、荒砥宮田遺跡(32)、今井町の荒砥北原遺跡

(35)、荒砥北三木堂遺跡(36)、下大屋町の中山A遺

跡(43）、ニノ宮町の荒砥島原遺跡(70)、瑞気町の瑞

気遺跡(84)、甕棺墓も検出された富田町の富田高石
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遺跡(95)などがあり 、周溝墓と土器棺墓が確認され

た遺跡として泉沢町の東原B遺跡(23)が挙げられ、

他に周溝墓が確認された堤東遺跡(56)、円形周溝墓

が確認された荒口町の北原遺跡(27)、下大屋町の明

神山遺跡(52)、荒子町の川籠皆戸遺跡(54)などがある。

井戸が確認された遺跡は、泉沢町の寺前遺跡(20)

であり 、ニノ宮町の荒砥天之宮遺跡（69)では、溜井

が見つかっている 。

FA下水田が確認された遺跡は、富田町の富田漆

田遺跡（96)が挙げられ、荒口町の荒砥諏訪西遺跡

(31)、ニノ宮町の荒砥天之宮遺跡(69)では、 As-C

下畠が確認されている 。また、今井町の荒砥北三木

堂II遺跡（89)では、 As-C下水田も検出されている。

古墳では、本遺跡から北東方向約600mに位置する

正円寺古墳(4)、桂萱大塚古墳（12)、木瀬村10号墳

(13）、今井町の今井A号古墳（37）、今井B号古墳

(38）、今井神社古墳(39)、下大屋町の阿久山古墳

(53）、ニノ宮町の伊勢山古墳（76)、勝沢町のオブ塚

古墳(78）、オブ塚西古墳（79)、五代町の五代大日塚

古墳(85)が挙げられる。

奈良•平安時代 奈良時代の竪穴住居が見つかっ

た遺跡として、本遺跡西隣りの石関西田遺跡（ 1）、

石関西簗瀬遺跡(2）、上泉町の茶木田遺跡（ 7)、荒

子町の荒砥下押切 I遺跡(60)、荒砥荒子遺跡(64)、

井戸も見つかっているニノ宮町の荒砥大日塚遺跡

(65)、荒砥上ノ坊遺跡（66)、荒砥島原遺跡(70)、荒

砥青柳遺跡（72)、富田町の富田遺跡群(87)、富田宮

下遺跡(93)などが挙げられる。

奈良 • 平安時代の竪穴住居と掘立柱建物が検出さ

れた遺跡として、小明神町の湯気遺跡(82)、土坑．

井戸・鍛冶遺構・ピットも検出された江木町の江木

下大日遺跡(98)があり、他に、奈良•平安時代の道

状遺構が検出された富田高石遺跡(95)が特筆される。

また、平安時代の掘立柱建物が確認された遺跡とし

て、ニノ宮町のニノ宮宮東遺跡（114)が挙げられ、

本遺跡以外での竪穴住居の検出は、野中町・上長磯

町の野中天神遺跡（6)、伊勢遺跡(8)、今井町の今

井白山遺跡（10)、掘立柱建物もみつかっている荒砥



北原遺跡(35)、富田町の宮田遺跡（11)、荒子町の大

久保遺跡(55)、小鍛冶遺構も検出された堤東遺跡

(56)、製鉄址や掘立柱建物も見つかっている泉沢町

の東原B遺跡(23)、荒口町の荒砥宮田遺跡(32)、鶴

谷遺跡群(34)、下大屋町の大道遺跡(42)、中山A遺

跡(43)、北田下遺跡(51)、明神山遺跡(52)、掘立柱

建物も見つかっている中山B遺跡(44)、荒砥上西原

遺跡(49)、井戸 ・須恵器窯 ・小鍛冶遺構も検出され

た上西原遺跡(50)、山王遺跡(45)、中畑遺跡(47)、

村主遺跡（48)、炭窯も見つかっている下鶴谷遺跡

(58)、荒子町の頭無遺跡(59)、荒砥下押切 1I遺跡

(61)、小鍛冶工房も見つかっている荒砥中屋敷1I遺

跡(63)、荒砥荒子遺跡（64)、ニノ宮町の荒砥大日塚

遺跡(65)、荒砥上ノ坊遺跡(66)、井戸 ・溝 ・土坑も

見つかっている荒砥宮西遺跡(67)、荒砥洗橋遺跡

(68)、荒砥天之宮遺跡（69)、荒砥青柳遺跡(72)、伊

勢山古墳(76)、土城も見つかっている飯土井町の飯

土井中央遺跡（116)、勝沢町の九料遺跡(80)、富田町

の富田宮下遺跡(93)、土坑・溝・窯跡が見つかって

いる富田漆田遺跡（96)、溝状遺構・小鍛冶跡が確認

された富田下大日遺跡(97)、溝が確認された江木町

の萱野1I遺跡(99)などの数多くの遺跡が挙げられる。

平安時代に編纂された 『和名類緊抄」に勢多郡の

郷名として「芳賀」「桂萱」の記載があり、実際に鳥

取町・小坂子町・五代町の芳賀東部団地遺跡(83)で

の調査では、該期の竪穴住居420軒、掘立柱建物200

軒が検出されていることから、現在の芳賀地区が芳

賀郷の中核をなしていた可能性を示唆するものであ

る。

As-B下水田が検出された遺跡では、野中町・上

長磯町の野中天神遺跡（6）、「あずま道」の側溝も見

つかっている筑井町の笠井八日市遺跡（9)、荒口町

の荒砥宮田遺跡(32)、荒子町の荒砥中屋敷 II遺跡

(63）、ニノ宮町の荒砥大日塚遺跡(65)、荒砥天之宮

遺跡（69)、荒砥島原遺跡(70)、9世紀初めの水田も

検出された富田町の富田細田遺跡(92)、富田宮下遺

跡(93)、富田漆田遺跡(96)などがあり、野中町 ・上

長磯町の野中天神遺跡（6)、上泉町の茶木田遺跡

2.周辺の遺跡と環境

(7)、上長磯町の伊勢遺跡（8)、今井町の今井白山

遺跡（10)、荒砥北原遺跡(35)では、土坑も検出され

ている。

中・近世 中世を代表する用水路遺構として女堀

(71)がある 。女堀は赤城山南麓を抜ける全長13km、

幅15~30m、深さ 3~4mの未完成のまま放置され

埋没していった灌概用用水路である 。その 「女堀」

という名の由来は、女が督で一夜にして掘り上げた

とか、推古天皇の時代や尼将軍の異名をとる北条政

子の時代に掘られたなどの伝説によるものである。

しかしながら、以前はそのほとんどが謎に包まれて

いたが、近年の発掘調査によ ってようやく 土木工法

の究明など、謎の解明が明らかとなってきた。本遺

跡でも、北へ約350mの地点で北東ー南東方向に向

かって走る凹状の面影を看取することができ、これ

は、起点～荒砥川に至るルートの一部であり、集落

の中の帯状水田となって今なお残存しているもので

ある。

中・近世の遺構として本遺跡からは井戸・旧河道

が検出されている 。周辺遺跡においても、中世の火

葬墓・集石が確認された西片貝町の西片貝源田島遺

跡(3)、掘立柱建物・屋敷跡が確認された野中町・

上長磯町の野中天神遺跡（6)、井戸 ・溝状遺構・ピッ

トが認められた上泉町の茶木田遺跡（7)、溝が見つ

かった上長磯町の伊勢遺跡 （ 8 ) 、溝 • 井戸が確認さ

れた冨田町の宮田遺跡（11)、墓が検出された荒口

町・荒子町・ ニ之宮町の鶴谷遺跡群(34)、荒砥北三

木堂遺跡 ( 36 ) 、地下式土坑•土坑が見つかった鳥取

町・小坂子町 ・五代町の芳賀東部団地遺跡(83)、中

近世の溝が検出された荒口町の荒砥前田II遺跡（91)、

富田町の富田宮下遺跡(93)、大溝 ・堰が見つかった

富田西原遺跡（94)、掘立柱建物・地下式坑 ・大溝．

方形土坑•井戸がまとまって確認された富田高石遺

跡(95)、富田漆田遺跡(96)、溝状遺構・土坑がみつ

かった富田下大日遺跡(97)などがある 。

く参考文献＞

「前橋市史」第1巻前橋市 1971
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「女堀」群馬県教育委貝会 1979

「群馬県史」通史編 l原始古代 1群馬県 1981

「群馬県史」；紆科編 3 原始古代 3 古瑣群馬県 1981

原田恒弘・能登 健 「火山災害の季節」「群馬県立博物館紀要」

第 5号群馬県立博物館 1984

「女堀J（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団 1984

「火の山はるな火山唄火と黒井峯む らの くらし」群馬県立博物館

1990 

「黒井峯遺跡発掘調査報告書」子持村教育委貝会 1990

「萱野遺跡 ・下田中辿跡・ 矢場辿跡」群馬県企業局 1991

町田 洋 • 新井房夫 「火山灰アトラス ー 日本列島とその周辺 ー 」

東京大学出版会 1992

f梵井八日市追跡」建設省 ・群馬県教育委員会・ （財）群馬県埋蔵

文化財調査事業団 1994

新井房夫蝙 「火山灰考古学」古今書院 1996

「石関西簗瀬追跡・西片貝源田島遺跡」石関西簗瀬遺跡調査会

1996 

「野中天神遺跡」建設省 ・群馬県教育委員会・ （財）群馬煤埋蔵文

化財調査事業団 1996

周辺遺跡一覧

●＝古墳 ▲＝上武道路関連遺跡 ■＝北関東自動車道関連遺跡

No. 遺跡名 ・所在地 時代 主な遺構 文献

＊ 石関西田II遺跡 古墳 踏み分け道 ・旧河道

前橋市石関町76番 平安 竪穴住居 ．As-B下 本報

地1、113番地、 137 水田 ・畠 ・溝 ・土坑 ． 牛FI申百 ． 

番地1 中近世 井戸・旧河逍

1 石関西田遺跡 奈 良 竪穴住居 1 

前橋市石関町

2 石関西簗瀬遺跡 古墳 竪穴住居・ 土坑 2 

前橋市石関町121番 奈良 竪穴住居

地他 不明 畝状遺構・竪穴住居・

掘立柱建物 ・土坑・溝

3 西片貝源田島遺跡 中世 火葬跡 ・集石 2 

前橋市西片貝町417

-4番地

4 正円寺古墳 古 墳 6世紀前半～中頃の前 3 ． 前橋市堀之下町 方後円墳。両袖型石室 10 

をもつ。

5 甜遺跡 古 墳 竪穴住居 4 

前橋市野中町406- 10 

2番地

6 野中天神遺跡 古墳 竪穴住居 ・溝 8 

前橋市野中町・上長 奈 • 平 As-B下水田・竪穴住 10 

磯町 居•土坑

中世 掘立柱建物・屋敷跡

近世 土坑墓・溝

7 茶木田遺跡 奈良 竪穴住居 6 

14 

No. 遺跡名 ・所在地 時代 主な追構 文献

前橋市上泉町141- 平 安 竪穴住居 ・土坑 ．柱穴 10 

3番地他 状ビッ ト・焼土追構

中世 井戸 ・溝状遺構・ ピッ

卜

8 伊勢追跡 平 安 竪穴住居 ・土坑・ ピッ 7 

前橋市上長磯町296 卜 10 

-1番地他 中世～ 溝

近世～ 井戸

， 究井八日市辿跡 縄文 土城 8 

前橋市筑井町字八 古 墳 竪穴住居 ・古墳・ 方形 10 

日市5~53番地、 字 区画溝

長瀞53~86番地、小 平安 As-B下水田・「あづま

島田町字八日市524 道」の 側溝 ・弘仁 ，

番地、字蛭lBl~177 年(818)の地虚に伴う

番地 噴砂

10 今井白山選跡 縄文 敷石住居 ・ 上 坑• 石 8 

前橋市今井町 器・土器の集中出土 10 

弥 生 竪穴住居 ・溝 ・土坑

古墳 竪穴住居 ・土坑・溝 ・

ピット

奈～平 弘仁 9年(818)の地渓

に伴う噴砂

11 宮田遺跡 縄文 遺物包含阿 ， 

前橋市富田町587- 奈 • 平 竪穴住居・掘立柱建物

1・588-1他 中世～ 溝•井戸

近世～ 道 ・井戸．桶埋設土坑

近代

12 桂荘大塚古培 古墳 前方後円墳 71 ． 前橋市東片貝町

13 木瀬村10号坑 古 墳 角閃石安山岩を使用 し 71 ． 前橋市東上野町 た横穴式石室をもつ前

方後円墳

14 荘野遺跡 縄文 竪穴住居 11 

前棉市江木町字中 古 墳 竪穴住居 10 

六所他

15 泉沢谷津遺跡 縄文 竪穴住居 12 

前棉市泉沢町 古墳 竪穴住居 ・古墳

近世 掘立柱建物

16 谷津追跡 縄文 竪穴住居 13 

前橋市泉沢町 古墳 竪穴住居 ・古墳 ・方形 14 

周溝墓

17 山崎遺跡 縄文 遺物包含陪 15 

前橋市泉沢町

18 東原A遺跡 古墳 竪穴住居 46 

前橋市泉沢町

19 丸山遺跡 縄文 竪穴住居 10 

前橋市泉沢町字丸 古墳 竪穴住居 ・円形周溝 17 

山 墓 ・閑滋柵列 ・環濠居 18 

館

20 寺前遺跡 古墳 竪穴住居•井戸 15 

前橋市泉沢町

21 東前田北遺跡 古墳 竪穴住居 15 

前橋市泉沢町

22 東原西遺跡 古墳 竪穴住居 ・土城 15 

前橋市泉沢町

23 東原B遺跡 古墳 竪穴住居 ・周溝墓 ・土 46 

前橋市泉沢町 器棺墓

平安 竪穴住居 ・製鉄址 ．掘

立柱建物

24 新山遺跡 古墳 方形周溝墓・方形周溝 13 



2.周辺の遺跡と環境

No. 逍跡名・所在地 時代 主な遺構 文献 No. 遺跡名・所在地 時代 主な追構 文献

前橘市泉沢町 状遣構・古墳 15 前橋市下大屋町 平安 竪穴住居

25 向原遺跡 古墳 径28mの両袖型石室 14 46 阿弥陀井戸道上遺 古墳 竪穴住居 25 

前橋市泉沢町 をもつ円墳。 跡

26 前山遺跡 縄文 土坑 19 前橋市下大屋町

前橋市泉沢町 古～平 溝 47 47 中畑迎跡 平安 竪穴住居 17 

27 北原遺跡 古墳 竪穴住居 ・円形周溝墓 18 前橋市下大屋町

前橋市荒口町 48 村主遺跡 古墳 竪穴住居 17 

28 荒砥諏訪遺跡 古墳 方形周溝袋 20 前橋市下大屋町 奈•平 竪穴住居

前橋市荒口町 49 荒砥上西原遺跡 奈•平 竪穴住居 ・掘立柱建物 12 

29 諏訪追跡 弥～古 方形周溝墓 ・溝・土 10 前棉市下大屋町

前橋市荒口町字諏 坑・炭窯 21 50 上西原遺跡 奈•平 竪穴住居・掘立柱建 12 

訪 48 前橋市下大屋町 物 ・井戸・須恵器窯．

30 諏訪西遺跡 古培 竪穴住居・古墳 21 小鍛冶造構・基壇建物

前橋市荒口町 51 北田下遺跡 古墳 竪穴住居 17 

31 荒砥諏訪西遺跡 古墳 竪穴住居 ・As ~C 下 20 前橋市下大屋町 平安 竪穴住居

前橋市荒口町 畠 ・古墳 52 明神山遺跡 古墳 竪穴住居 ・円形周溝墓 25 

奈 • 平 竪穴住居． As-B下 前橋市下大屋町 平安 竪穴住居

水田 ・火葬墓・掘立柱
53 阿久山古培 古墳 全長28mの横穴式石 24 

建物
． 前橋市下大屋町 室をもつ前方後円墳。

32 荒砥宮田遺跡 縄文 竪穴住居 20 
54 川籠皆戸辿跡 縄文 土城 21 

前橋市荒口町 古墳 竪穴住居 ・方形周溝
前橋市荒子町 古墳 円形周溝墓 26 

墓 ・溝・古墳
奈 ・平 竪穴住居・掘立柱建物

平安 竪穴住居． As-B下水

田

33 柳久保遺跡（県） 古墳 竪穴住居 ・古墳 21 

前橋市荒口町 平安 竪穴住居

34 鶴谷遺跡群 弥生 竪穴住居 10 

前橋市荒口町・荒子 古培 竪穴住居 31 

町・ニ之宮町 奈•平 竪穴住居

中世 墓

35 荒砥北原追跡 縄文 竪穴住居・土坑 10 

前橋市今井町字北 古墳 竪穴住居 ・方形周溝 22 

原 墓・円墳

55 大久保姐跡 古墳 竪穴住居 26 

前橋市荒子町 奈良 竪穴住居

平安 竪穴住居 ・掘立柱建物

56 堤東追跡 古墳 周溝墓 10 

前橋市荒子町 奈•平 竪穴住居 ・堀立柱建 27 

物・小鍛冶追構

57 柳久保遺跡 （市） 縄文 士牒 28 

前橋市荒子町 古墳 竪穴住居

奈良 竪穴住居

58 下鶴谷遺跡 縄文 竪穴住居 ・土城 29 

前橋市荒子町 古墳 土城

奈•平 竪穴住居 ・炭窯
奈•平 竪穴住居 ・掘立柱建

59 頭無遺跡 弥生 竪穴住居 26 
物・土坑

前橋市荒子町 古墳 竪穴住居
36 荒砥北三木堂遺跡 縄文 竪穴住居 ・土坑 10 

平安 竪穴住居
前橋市今井町字北 古墳 竪穴住居・方形周溝 23 

60 荒砥下押切 I遺跡 奈良 竪穴住居 30 
三木堂、荒口町字前 墓 ・古墳 49 

前橋市荒子町
原 中世 墓 61 荒砥下押切Il遺跡 古墳 竪穴住居・円墳 30 

37 今井A号古坑 古墳 自然石乱石積横穴式石 24 前橋市荒子町 平安 竪穴住居． 前橋市今井町 室をもつ小円墳。 62 荒砥中屋敷遺跡 I 古墳 竪穴住居・溝 30 
38 今井B号古坦 古墳 竪穴式小石榔をもつ円 24 前橋市荒子町． 前橋市今井町 墳。 63 荒砥中屋敷1I遺跡 古墳 竪穴住居 30 

39 今井神社古坑 古墳 6世紀前半の全長71m 10 前橋市荒子町 平安 竪穴住居 ・小鍛冶工房． 前橋市今井町字宮 の竪穴式石室をもった 22 跡・ As-B下水田

原 前方後円墳。 24 64 荒砥荒子追跡 古墳 方形区画の居館 ・竪穴 30 

40 上諏訪山A遺跡 平安 As-B層のある地割れ 46 前橋市荒子町 住居

前橋市下大屋町 奈•平 竪穴住居

41 上諏訪山B遺跡 奈•平 竪穴住居・掘立柱建物 46 65 荒砥大日塚遺跡 弥生 竪穴住居 50 

前橋市下大屋町 前橋市二之宮町 古墳 竪穴住居

42 大道遺跡 縄文 竪穴住居 25 奈良 竪穴住居

前橋市下大屋町 古墳 竪穴住居 平安 竪穴住居 •井戸 •As-B

平安 竪穴住居 下水田

43 中山A遺跡 古項 竪穴住居•前方後方形 46 66 荒砥上ノ坊遺跡 縄文 竪穴住居 30 

前橋市下大屋町 周溝墓 ・方形周溝墓 前橋市二之宮町 弥～古 竪穴住居 ・周溝墓 ．A

平安 竪穴住居 s-C下品

44 中山B遺跡 古墳 竪穴住居 17 奈•平 竪穴住居

前橋市下大屋町 平安 竪穴住居 ・掘立柱建物 67 荒砥宮西遺跡 古墳 竪穴住居 10 

45 山王遺跡 古墳 竪穴住居 25 前橋市二之宮町字 奈良 竪穴住居 32 

15 
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No 追跡名 ・所在地 時代 主な遺構 文献 No. 遺跡名・所在地 時代 主な遺構 文献

中里 平安 竪穴住居 • 井戸 • 土 前橋市瑞気町 古墳 竪穴住居 ・方形周溝墓

坑 ・溝 85 五代大日塚古布 古墳 7世紀前半の横穴式石 24 

68 荒砥洗栢遺跡 古墳 竪穴住居 10 ． 前橘市五代町 室をもつ前方後円墳。

前橋市二之宮町字 奈良 竪穴住居 32 86 桧峯遺跡 古～平 竪穴住居 44 

洗橋 平安 竪穴住居 前橋市五代町

69 荒砥天之宮辿跡 古墳 竪穴住居・溜井 ．As- 10 87 富田追跡群 縄文 竪穴住居 45 

前橋市二之宮町字 c下畠 33 前橋市富田町 弥生 竪穴住居

五分ー 奈良 竪穴住居 古墳 竪穴住居 ・古墳

平安 竪穴住居． As-B下水 奈•平 竪穴住居

田 88 今井道上II遺跡 旧石器 包含陪 54 

70 荒砥島原辿跡 弥生 竪穴住居 10 .... 前橘市今井町 縄文 竪穴住居 ・陥し穴・円

前橋市二之宮町字 古墳 竪穴住居 ・方形周溝蒻 34 形土坑

島原 ・古墳 古瑣 竪穴住居

奈 • 平 竪穴住居 ．As-B下水 不明 掘立柱建物

田 89 荒砥北三木堂Il遺 旧石器 包含陪 53 

不明 掘立柱建物 ・土坑・溝 .... 跡 縄文 陥し穴 54 

状逍構 前橋市今井町 古墳 竪穴住居 ・方形土坑 ．

71 女堀 中世 全長13km、幅15~30 10 溝 ・掘立柱建物 ・As-

前橋市上泉町～荒 m、深さ 3~4mの灌 63 c下水田

口町・ニ之宮町・佐 漑用用水路・ As-B上 69 不明 掘立柱建物 ・竪穴状逍

波郡赤堀町～東村 畠 ・排土運搬用の作 構 · 溝 ・ 土坑 • 井戸・

西国定 栗道 ・掘削痕 ・足跡 ピット

72 荒砥青柳遺跡 奈～平 竪穴住居 22 90 荒砥北原1I遺跡 縄文 土器 ・石器が散在 53 

前橘市二之宮町 不明 竪穴状遺構 ・ 土坑•井 ... 前棉市今井町 不明 溝 ・ 土坑 • 井戸 54 

戸・溝 91 荒砥前田II遺跡 縄文 土器 ・石器が散在 53 

73 荒砥前原追跡 縄文 敷石住居 ・竪穴住居 ・ 10 ▲ 前橋市荒口町 古墳 竪穴住居・掘立柱建 54 

前橋市二之宮町字 土坑 37 物・溝

前原 ・新土塚 弥生 竪穴住居 平安 女堀と盛り 土の一部・

古墳 竪穴住居 ・古墳 ・祭祀 洪水砂陪下の水田 ・水

跡 路

74 小稲荷辿跡 古墳 横穴式石室と戟石切組 25 中近世 溝

前橋市西大室町 積石室をもつ古墳。 36 92 富田細田遺跡 古墳 溝 52 

奈良 竪穴住居 ▲ 前橋市富田町 平安 9世紀初めの水田 ・A

75 水口山辿跡 古墳 古墳。一つは帆立貝 25 s-B下水田

前橋市西大室町 式 ・方形周溝墓 中近世 溝．掘立柱建物

76 伊勢山古れ 古墳 全長67mの横穴式石 25 93 富田宮下遺跡 旧石器 包含層 52 ． 前橋市西大室町 室をもつ前方後円墳。 .... 前橋市富田町 縄文 陥し穴・土坑 53 

平安 竪穴住居 弥生 竪穴住居

77 今井道上遺跡 古墳 竪穴住居 10 古墳 竪穴住居

前橋市今井町 奈 • 平 竪穴住居・掘立柱建 61 奈•平 竪穴住居 ．As-B下水

物 ・方形区画遺構 田

中世 竪穴状遺構 中近世 溝（館堀？）

78 オプ塚古坑 古墳 全長35mの自然石乱 24 不明 掘立柱建物 ・土坑 ・ビ． 前橋市勝沢町 石積袖無型横穴式石室 ット

をもつ前方後円墳。 94 富田西原遺跡 旧石器 包含層． As-BP以降 52 

79 オブ塚西古柑 古墳 墳丘をもたない小型の 24 ..... 前橋市窟田町 の土坑状遺構． 前橋市勝沢町 横穴式石榔。 縄文 陥し穴・円形土坑

80 九料遺跡 縄 文 竪穴住居 38 弥生 竪穴住居

前橋市勝沢町 古墳 竪穴住居 ・掘立柱建物 39 古墳 竪穴住居 ・焼失住居

奈 • 平 竪穴住居 40 平安 As-B下水田 ・溜井大

81 小明神遺跡 縄文 竪穴住居 39 中世～ 溝 ・堰

前橋市小明神町 古墳 竪穴住居 95 富田高石遺跡 旧石器 石器が散在 53 

82 湯気遺跡 古墳 竪穴住居 40 ▲ 前橋市富田町 縄文 陥し穴 ・袋状土坑 54 

前橋市小明神町 奈•平 竪穴住居・掘立柱建物 古培 竪穴住居 ・方形周溝

83 芳賀東部団地遺跡 縄文 竪穴住居 ・土坑 10 墓 ・甕棺墓

前橋市鳥取町・小坂 古墳 竪穴住居 ・古墳 16 奈 • 平 道状遺構

子町 ・五代町 奈•平 竪穴住居 ・掘立柱建物 41 中世～ 掘立柱建物 ・地下式

中世 地下式土坑 ・土坑 42 坑 ・大溝・方形土坑 ．

近世 墓 ・土坑 井戸

84 瑞気遺跡 縄文 竪穴住居 43 96 富田漆田遺跡 旧石器 包含層 53 
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2.周辺の遺跡と環境

NQ 追跡名・所在地 時代 主な遺構 文献 N 辿跡名・所在地 時代 主な遺構 文献

.... 前橋市宮田町 縄文 竪穴住居 ・土坑・ 埋甕 54 立柱建物•井戸・土坑・

古墳 竪穴住居 ・溝状遺構・ 墓

Hr-FA下水田 近現代 土坑

平安 竪穴住居・土坑 ・溝状 108 今井逍上•道下遺跡 旧石器 石器ブロック 65 

遺構・窯跡・ As-B下 .... 前棉市今井町字道 縄文 遺物包含層

水田・溝 上 ・道下 古瑣 竪穴住居

中近世 掘立柱建物・堀跡・溝 奈良 掘立柱建物

状遺構・土坑•井戸 平安 鍛冶逍構・方形区画

97 富田下大H遺跡 縄文 竪穴住居•土坑 53 溝•井戸

▲ 前橋市富田町 古墳 竪穴住居・古墳 中世 掘立柱建物・土堀墓

平安 竪穴住居 ・溝状遣構 ・ ～近世

小鍛冶跡 109 二之宮谷地遺跡 古～平 竪穴住居・掘立柱建 10 

中世 溝状遺構 ・土坑 .... 前橋市二之宮町字 近世 物・溝·土坑•井戸 ・ 62 

98 江木下大日遺跡 旧石器 剥片が散在 54 谷地 溜井・温め施設

.... 前橋市江木町 縄文 竪穴住居 ・土坑 ・ピッ 110 二之宮洗柏遺跡 古～平 竪穴住居． As-B下水 68 

卜 ... 前橋市二之宮町字 田

古墳 竪穴住居 洗橋

奈•平 竪穴住居・掘立柱建物 111 二之宮千足遺跡 縄文 埋甕・ 土坑・陥し穴・ 10 

•土坑•井戸・鍛冶遺 ▲ 前橋市二之宮町千 集石 64 

構・ピソト 足五分ー 古墳 洪水堆積層下水田・水

99 萱野1I遺跡 古墳 溝 54 路・水溜状遺構・溜井

... 前橋市江木町 平安 溝 奈 • 平 竪穴住居・小鍛冶迎

100 上増田島遺跡 中近世 堀•井戸・溝・土坑． 58 構・竪穴遺構． As-B． 前橋市上増田町・下 掘立柱建物 下水田 •Hr-FA 上水

増田町 田

101 下増田常木遺跡 弥～古 竪穴住居 ・Hr-FPを 58 中世 井戸． 前橋市下増田町字 含む洪水陪下水田 近世～ 溜井・溝

常木 奈 •平 As-B下水田・竪穴住 近代

居 •井戸 ・溝 112 二之宮宮下西遺跡 旧石器 土坑 67 

中近世 溝．洪水層下水田 ... 前橋市二之宮町字 古墳 竪穴住居

不明 掘立柱建物 宮下西・字五分ー 奈 • 平 竪穴住居

102 下増田越渡遺跡 古墳 方形周溝墓 ．As-C 56 中世 溝． 前橋市上増田町・下 混水田 •Hr-FA下水 57 近世 溝•井戸・墓坑

増田町・ニ之宮町 田・溝 113 二之宮宮下東遺跡 古墳 包含居・竪穴住居・溝 60 

奈•平 竪穴住居 ．As-B下水 .... 前橋市二之宮町宮 奈•平 竪穴住居 ・水田 ・溝・

田・溝 下東他 溜井・包含層

中近世 井戸 ・溝 中世 堀・竪穴状遺構•井戸・

103 萩原遺跡 縄文 石鏃．凹石 52 土坑 ．墓・ 包含層． 前橋市ニノ宮町・新 古～平 竪穴住居・掘立柱建 56 114 二之宮宮東辿跡 平安 掘立柱建物・小鍛冶． 35 

井町 物・ As-B下水田・ 57 .... 前橋市二之宮町 水路・水田 59 

溝 58 中世 堀・礎石建物・庭園・

近世～ 井戸・土坑・墓坑 井戸

104 新井大lfl関遺跡 古墳 水田・溝 56 近世～ 掘立柱建物•井戸・畠・． 前橋市荒井町 平安 竪穴住居 現代 富士塚・池・墓

105 波志江中野面遺跡 縄文 竪穴住居 55 115 飯土井上組遺跡 縄文 埋甕 70 ． 伊勢崎市波志江町 古墳 竪穴住居 ・掘立柱建 ... 前橋市飯土井町 古墳 竪穴住居

物・方形周溝墓•井戸・ 平安 竪穴住居

溝・土坑 中近世 畠

奈•平 竪穴住居・掘立柱建 近世 墓坑

物・ As-B下水田•井 116 飯土井中央遺跡 旧石器 石器集中地点 10 

戸 ・溝・土坑 .... 前橋市飯土井町 縄文 土城（陥し穴） 35 

中世 土坑墓 古墳 竪穴住居 51 

近世 井戸・溝・土坑 平安 竪穴住居・土城

106 波志r,：西屋敷遺跡 古墳 掘立柱建物 52 117 飯土井二本松遺跡 旧石器 石器包含陪 66 ． 伊勢崎市波志江町 奈 •平 竪穴住居跡 ・溝 56 ▲ 前橋市飯土井町 縄文 遺物包含層・陥し穴

中近世 井戸・溝・土坑 古墳 竪穴住居

107 岡屋敷遺跡 古墳 竪穴住居・ 土坑・溝． 52 奈•平 竪穴住居 ・掘立柱建． 伊勢崎市波志江町 小鍛冶遺構 58 物・土坑

奈 • 平 竪穴住居 中近世 方形区画溝・土坑•井

中近世 屋敷跡・堀・土塁・掘 戸 ・溝
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第2章逍跡の環境
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第 3章 遺跡の概要

1.検出したテフラと調査面

本遺跡で検出されたテフラは 6層である 。上位か

ら浅間山を給源とする浅間A軽石（以下「As-A」

と記述）、同じく浅間山を給源とする浅間一粕川テ

フラ （以下「As-Kk」と記述）、浅間 B軽石（以下

「As-B」と記述）、浅間C軽石（以下「As-C」と

記述）であり、それぞれの降下年代は、 As-Aが天

明3年(1783)、As-Kkが大治 3年(1128、推定）、

As-Bが天仁元年(1108)、As-Cが3世紀終末に比

定されている。各テフラの平均的な層厚は、 As-A

は軽石のみで層厚 0cm、As-Kkは4cm、As-Bは

23cm、As-Cは0cmである 。これらのテフラのうち、

残存状態が良く、しかも一次堆積が確認されたもの

は、 3 層のユニット （灰色火山灰•青灰色粗粒スコリ

ア・小豆色火山灰）まで明瞭に確認できたAs-Bの

みであり、他は撹拌され混土となって確認されたも

のである 。

榛名山を給源とするテフラは、榛名渋川テフラ

(Hr-S)、榛名伊香保テフラ （Hr-I)とこれに伴う

泥流であり、それぞれのテフラの降下年代は、 Hr

-FAが 6世紀第 1四半期頃、 Hr-FPが 6世紀第 2

四半期頃に比定されており、それぞれの平均的な層

厚は、 Hr-FAが 5cm、Hr-FP（泥流）が4cmである。

上記テフラと調査面との関係は、 1面がAs-B及

びAs-B混土下面、 2面がAs-C混土下面である。

テフラののる本遺跡の地形は、大きく次の三つに

区分することができる 。すなわち、①低地部(A1区

北東側、 B1区東側、D1区、 D2区西半部、 D3

区東半部）、②低位部(B2区南西部 ・A3区西側 ・

c区西端部）、③微高地部（①と②を除く大半）であ

る。幸いにも本遺跡において広範囲に地形を把握で

きたのは、校舎建設予定地である B1 • B 2区の調

資面積が最大であったことばかりではなく、部分的

でしかも狭小であったものの、防球ネット建設予定

地が 2m幅のトレンチ掘りで西側の南北、南側の東

1.検出したテフラと調査面 2. 1面の調査

西を縦横にしかも長距離に調査できたためであり、

このことが調査予定地内において地形の分布を網羅

できた大きな要因である。

2. 1面の調査

概要 本調査区での平安時代～中・近世に相当する

遺構確認面は、 1面（As-B及びAs-B混土下面）の

文化層であり、表土下約50cmのところまで重機掘削

をしたところ、 A1区 ．B1区の低地部と B2区の

22 • 23号溝及び竪穴住居の埋没過程の凹みにおいて、

層厚約20~25cmのAs-Bの一次堆積層が確認された。

また、 A1区と D2区の一部では、 As-Bが下位か

ら灰色火山灰、青灰色粗粒スコリア、小豆色火山灰

の3ユニットが明瞭に認められ、 As-Bの上位には

約 1cmの間層を挟んで浅間一粕川テフラ (As-Kk)

の灰色火山灰の一部を明瞭に確認することができた。

それ以外はAs-Bの粗粒スコリアは確認できるもの

の、そのほとんどが上位からの撹拌を受けており、

As-B混土として残存している場合がほとんどであ

る。

1面で検出された遺構をみてみると、 As-B降下

以降のAs-B混土下水田とAs-B下水田跡、それに

畠跡、溝、士坑、井戸であり、出土した遺物から特

定の年代を示すものは極めて少なく、時代が広範囲

に及ぶものがほとんどである 。また、形状が不完全

でしかも途中で先端部分が途切れている溝や遺物を

伴わない多くの土坑などは、遺構そのものの機能的

な詳細が不明な場合が多い。

B 1区から検出されたAs-B混土下水田の擬似畦

畔については、当初これらはAs-B直下の水田と思

われたが、調査の進行に伴ってAs-Bが一次堆積し

ていた部分は全体の一部分に限られていることが判

明し、大半はその後の撹拌により As-B混土となっ

たものである。このことは、 B1区で検出されたA

s-B混土下面の水田の畦畔は、 As-B直下の旧地表

面としての畦畔ではなく、 As-B降下以降の水田耕

作によって生じた畦畔の痕跡（擬似畦畔）と判断でき
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第2章遺跡の環境

る。

また、 As-Bの一次堆積が認められたB1区南側

では、 As-B直下の擬似畦畔はまったく確認するこ

とができなかったことから、この部分はAs-B直下

では水田は存在しなかった可能性が高い。このこと

を裏付けるように、 As-B混土となっていた C地点

と、 As-Bの一次堆積が認められたD地点の 2点で

採取した土壌のプラント・オパール分析の結果では、

As-B混士下面及びAs-B直下の層位からはイネの

プラント・オパールがほとんど検出されておらず、

このことは上記の結論の傍証となるものである（第

4章 自然科学分析参照）。これとは対照的に、 D

2区の西半の低地部と D3区東半の低地部において

As-B直下の明瞭な畦畔が検出され、プラント ・オ

パールの分析結果からも稲作が行われていた可能性

が極めて高いことが証明されている（第 4章 自然

科学分析参照）。

B 1区ではAs-B混土下面から畠の畝間跡(2号

畠）を検出した。これも B1区の 2号As-B混土下

水田の擬似畦畔と同様に、 As-B降下以降の畠耕作

によって生じたいわば「擬似畠」である。この畝間

跡の年代は明らかでないが、畝間跡がAs-B混土で

充填されていることと、この畠の耕作土であるAs-

B混土より出土した土器などからみて、 As-B降下

以降で中世以降と考えられる 。

検出された溝は、 4 • 25 • 26 • 27号溝が溝幅、深

さともに他の溝よりも規模が大きく、北から南に向

けての基幹的な流水があったものと思われる。その

他の小規模な溝は、 4号溝に付随するものや独立し

た位置で検出されたものが多く、溝幅や深さのあま

りない溝に限って言えば、本来は土手状に土を盛り

上げて水流を確保したものと思われるが、上位から

の削平によって溝幅は狭くなり、深さも浅い溝とし

て残存している 。ゆえに、引水構造や溝そのものの

機能的な詳細は不明である 。

寺沢川の現河道は、本遺跡地よりも約100m東の位

置を北から南に流れているが、旧河道はAl区の東

端部から B1区の東半を大きく蛇行しながら、 D1 
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区のほとんどを侵食して南流していたことが確認さ

れた。また、 D1区の深掘りによる確認調査でも、

1面の層位と異なる河道面が、下位(2面）から確認

され、 D1区西端部では、微高地から低地及び旧河

道に移行している旧地表面を確認している 。おそら

＜寺沢川右岸に相当する旧河道の西限域は、微高地

縁辺部の地形的な影響に左右され、 1面、 2面共に

確認された位置とさほど大差はなかったものと思わ

れる 。このことは、本遺跡における河床礫の石材鑑

定の結果と矛盾しない（第 4章 3参照）。

各区、各遺構の調査成果は以下のとおりである。

◇=  1面の遺構 ◆＝ 2面の遺構を表し、 ()mの数値は推定値、

(-)mは計測不能を表す。

(1) 水田

◇Al区 1号As-B下水田

付図 1 第3• 14図 写図 3

被覆層と残存状況 As-Bの一次堆積層が被覆し、

24号溝以外の検出面には畦畔は認められない。

水田域の地形 24号溝の走向を境にして、微高地部

から低地部への転換部にあたる。

畦畔の走向と区画 24号溝に併走する畦畔が北西一

南東に走り、北東方向に向かって緩傾斜する 。畦畔

によって囲まれた区画は認められない。

水田区画の面積 四方を畦畔で囲まれた区画がな

いため計測不能。

取配水の方法 北西から南東方向に傾斜をもつ24

号溝東側畦畔の水口より引水する。

耕作土 黒褐色上

その他の遺構 なし。

水田面からの出土遺物 なし。

調査所見 比較的厚く As-B一次堆積の粗粒ス

コリアが残存していたが、 24号溝とそれに付随する

土手状につくられた畦畔以外の遺構の検出はみられ

ず、区画された水田面は確認されていない。西壁土

層断面より採取した土壌のプラント ・オパールの分

析結果では、 As-B直下層とその下層より密度が



2. I面の調査
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第3章迫跡の概要

5,100~5,900個／ gと高いイネのプラント・オパー

ルが検出されており、稲作が行われていた可能性が

極めて高いことを裏付けている 。なお、擬似畦畔を

伴った 2号As-B混土下水田とは明らかに時期的な

差異があり、むしろAs-Bの一次堆積層によって被

覆されていた 3号As-B下水田と時期を同じくする

ものと考えられる 。（第4章 自然科学分析参照）

◇Bl区 2号As-B混士下水田

付図 1 第9図写図 l

被覆層と残存状況 As-Bの粗粒スコリアが薄く被

覆し、寺沢川の旧河道によって浸食されているもの

の、擬似畦畔が確詔された。

水田域の地形 水田域の東側を、北から南へ蛇行し

て流れる寺沢川の旧河道まではほぼ平坦である 。

畦畔の走向と区画 擬似畦畔はほぱ東西ー南北方向

であり、一部に北東ー南西、北西ー南東方向の擬似

畦畔が認められる。区画は東西ー南北方向の擬似畦

畔によってほぼ長方形の区画が看取できる程度であ

る。

水田区画の面積 四方を畦畔で囲まれた区画がない

ため計測不能。

取配水の方法 1 • 2号溝が水田に伴うものであれ

ば、水田面への引水は可能である 。

耕作土 黒褐色土

その他の遺構 なし。

水田面からの出土遺物 なし。

調査所見 水田面の東側は、寺沢川の旧河道によっ

て浸食されている。調査区の南側でも擬似畦畔は不

明瞭であり、水田面には無数の凹凸が認められる。

その一方で、 B2区での擬似畦畔の検出は皆無であっ

た。なお、 1号As-B下水田と 3号As-B下水田と

は、明らかに時期を異にする 。このことは、水田の

被覆層がAs-Bの一次堆積か、それとも上位からの

撹拌を受けているものかの違いであり、本水田は明

らかに撹拌を受けたAs-Bの粗粒スコリアによって

被覆されたものである 。
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◇D2区 3号As-B下水田

付図 1 第10図写図 2

被覆層と残存状況 As-Bの粗粒スコリアが厚く被

覆するが、調査幅が狭いために広がりは追えない。

水田面の残存状態は、湧水のため不良である 。

水田域の地形 南東側の微高地から北西方向の低地

に向かって、緩傾斜が認められる 。

畦畔の走向と区画 低地内を東南東一西南西に走る

2号畦畔と、微高地縁に北東ー南西に走向する 1号

畦畔が確認された。調査区内での区画は認められな

いが、低地部から台地部への地形の傾斜変換点は確

懃することができた。なお、北壁より採取した土壌

のプラント・オパールの分析結果では、As-B直下

層で密度が3,000個／g以上、 As-Bの下位でも密

度が5,000個／g以上と商いイネの数値が得られて

おり、稲作が行われていたことを裏付けている。ま

た、As-Bよりも上位のAs-A直下層と As-Kk上

層の黒色粘質土、 As-Bよりも下層のHr-FP上層

及びHr-FP混層からも密度が5,000個／g以上と高

いイネの数値が得られていることからみて、この低

---/ 1 

0 ]. • 80 2 m 
し，999999---

第10図 D2区1面 3号As-B下水田、 2号畦平面図



2. 1面の調査

地ではHr-FP降下以降、継続して稲作が行われて

いた可能性が高いと言える（第 4章 自然科学分析

参照）。

水田区画の面積 四方を畦畔で囲まれた区画がない

ため計測不能。

取配水の方法 調査範囲が狭小のため不明。

耕作土 黒色粘質土

その他の遺構 なし。

水田面からの出土遺物 なし。

調査所見 ほぼ東西に設定した調査区の西半分は

低地であり、東半分は台地部分である 。Bm-5、

Bn-45グリッド内で検出された 2号畦畔は、上部

が削平され扁平であるが、畦の両側部にもAs-Bの

粗粒スコリアが入り込んでいる状況からみて、水田

面を流れた水流によってえぐられたものと思われる。

調査区幅が 2mと狭小なために水田域の全容は明ら

かではないが、おそらく微商地と微高地に挟まれた

比較的面積のある低地部に営まれた水田であり、南

方向或いは南西方向に連続して展開しているものと

推測される 。また、本調査区検出の 2号畦畔と D3 

区より検出された 3号畦畔の延長部が交差する走向

を示すことから、 4号As-B下水田と一連の水田と

考えられ、 Al区検出の 1号As-B下水田と時期を

同じくする 。

◇D3区 4号As-B下水田

付図 1 第11図 写図2

被覆層と残存状況 As-Bの粗粒スコリアが比較的

厚く被覆する。水田面の残存状態は、湧水のため不

良である。

水田域の地形 Ct-3グリッドを境にして、東側が

低地部、西側が微高地部と移行する 。

畦畔の走向と区画 ほぽ南北方向に走る畦畔が 1条

検出されたのみである 。

水田区画の面積 四方を畦畔で囲まれた区画がない

ため計測不能。

取配水の方法 調査範囲が狭小のため不明。

耕作土 黒色粘質土

その他の遺構 なし。

水田面からの出土遺物 なし。

調査所見 検出された 3号畦畔は、削平によって上

部が扁平である 。畦の際より炭化物が確認されてい

るが、水田面、畦畔との関係は不明である 。調査区幅

が2m と狭いために水田域の全容は明らかではない

が、 D2区の水田と同様に、おそらく台地と台地に

挟まれた比較的面積のある低地に営まれた水田であ

り、さらに南、或いは南西方向に広がることが推測

される。また、 D2区Cb~Cd-4グリッド内検出の2

号畦畔と本調査区 3号畦畔の延長部が交差する走向

を示すことからみて、 3号As-B下水田と 一連の水

田と考えられる。なお、北壁の土層断面より採取し

た土壌のプラント ・オパール分析の結果では、 As-

B直下層及びAs-Bの下位層で密度が3,000個／g、

As-Bの下層で密度が5,000個／ gと高いイネの数

値がえられており、 D2区の 3号As-B下水田と一

連の稲作が行われていた可能性が高い。
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D 3区(1面） 4 号As -B下水田、 3 号畦 • 土陪断面

I 暗褐色土 現行水田耕土

ll 茶褐色土 現行水田床土（鉄分沈着層）

皿 暗褐色土 As-Aを少屈含む。

w 暗褐色土 m陪に比べ、 As-A、As-Bを斑点状に含む。

v 暗褐色土 As-Bを斑点状に含む。

1 黒褐色土 やや粘質。

2 As-B 小豆色火山灰。

3 As-B 粗粒スコリア。

4 黄褐色土 鉄分沈着層。

5 黒色粘質土 As-B下水田の畦盛土。下部に炭化材小片混入。

6 黒色土 As-Bの小豆色火山灰を多益に含む。

7 黒褐色粘質土 粘性が 6陪に比べ高くなる。

8 黒色粘質土 As-B直下の水田耕土。

第11図 D3区 1面 4号As-B下水田、 3号畦
平面図・土層断面図
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第3章 追跡の概要

(2) 畠
出土遺物

調査所見

なし。

南北の走向をもつ26• 27号溝に挟まれた

◇A2区 1号畠

付図 l

位置

重複

第12図 写図 2

Bq~Br-56 • 57、Bs-57グリッド

26号溝に先行するが、 27号溝との新1日関係は

不明である 。

被覆層と残存状況 畝間にはAs-Bを含む暗褐色土

が単層堆積する。残存状態は不良であり、畝間の耕

作痕列のみの検出である。

畠域の地形

する 。

調査区中央部の平坦な微高地上に位置

畝間の走向と数 南北方向の10条の畝間耕作痕を確

認したが、 26• 27号溝にかかる部分については不明

である。

耕作土 地山は暗褐色シルトであるが、上位からの

撹拌を受けているために不明である 。

ー画より検出された畠である 。東端の畝間の途中が

26号溝によって削平を受けていることから、 26号溝

よりも古いことが窺え、また、 27号溝には畝間の途

中がかかっていないために、溝との新旧関係は不明

である。畝間に関して言えば、畝間列が等間隔な箇

所と密接した箇所が見受けられるが、畝間の走向は

ほぼ南北方向で一致する。また、畝間の長さが長い

箇所と途切れ途切れの短い箇所が混在する 。

A2区l面での遺構の検出は、25• 26号溝と本畠

のみであり比較的希薄であるが、 As-Bの粗粒スコ

リアの堆積が、 A1区の低地部に向かう調査区東側

ほど厚 く、西に行くにしたがってAs-B混土となっ

ていくのが看取できる 。おそらく A1区24号溝の走

向からみて、 A2区の北側に北西から南東方向に向

かう 24号溝が巡り、その北側にA1区に続く低地部

が広がっている可能性が考えられる 。
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◇Bl区 2号畠

付図 l 第13図写図 1• 3 

位置 Bb~Bf-45 • 46グリッド

重複 2号As-B下水田の畦畔よりも新しい。

被覆層と残存状況 As-B • As-Kkの二次堆積物

を多鼠に含んだ茶褐色土が単層堆積する 。畝間は明

瞭に残存するが、畝間の耕作痕列のみの検出である。

畠域の地形 平坦な微高地上に位置する。

畝間の走向と数 南北方向の畝間耕作痕が41条残存。

耕作土 地山は暗褐色シルトであるが不明。

出土遺物 土器片

2. 1面の調査

調査所見 畝間が密集している状況からみて、複数

回の畝の造り替えが窺える 。年代を示す追物を伴わ

ないために年代の特定は明らかではないが、比較的

時期の新しい畠と思われる 。また、上空からの空中

写頁を撮影したところ、地上では確認できなかった

連続した畝間列の続きを確認することができた。そ

れによると、 B1区北半の 2号As-B下水田の畦畔

で囲まれた部分のほとんどに畝間列の耕作痕が詔め

られ、南北方向に延びる畝間列をもつ比較的大規模

な晶域であることが判明した。現行の上地利用は水

田耕作であったが、それ以前は畠作が行われていた。

L=91.80m 

A' 

B 1区(1面） 2 号畠• -1内陪断而

l 茶褐色土 As-B、As-Kkの二次堆栢物を多屈に含む。

゜
1 : 80 2m 

＼十 ＼ー 1 9185 i ¥/’‘□- ¥-/ し/--]王］ ／夏竺 ／ー、~c-47
9 (l ＼ノ＇へ—•I ~-

9 l. 75./ 

Be-45 Bd-45 

十ー／＼、 ＋ 0 1 : 120 4 m ———-9,99,i 
第13図 B 1区 1面 2号畠平面図・土層断面図
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第3章 迫跡の概要

(3) 溝
I
 ／

 /
 ＇ 

◇Al区 24号溝
- - /  | 

付図 l

位置

重複

走向

規模

形状

第14• 123図

Ba~Be-57、Bb~Bf-58グリッド

なし。

北西ー南東方向

調査長20.lm

深さ0.05~0.41m

（傾斜

溝の幅は流水方向に向かって狭まり、緩やかに彎曲

する 。底面は半円形に緩やかに立ち上がる 。

埋没土

出土遺物

調査所見

上層にAs-Kk、As-Bが一次堆積する 。

なし。

As-B直下の溝である 。流水方向は両端

での高低差はあまりないが、北西から南東方向の低

地縁辺を地形の傾斜変換点に沿って巡っているもの

と推測でき 、

写図 3 • 4 

幅1.60~2.45m

北西端91.47m 南東端91.48m)

1号As-B下水田に伴う水路と思われ

る。特に北東側の溝の立ち上がり部分には畦畔が併

走し、その一部に水口と思われる切れ目が確認でき

る。これは用水路から水田面への取水口としての機

能をもつものである 。なお、 As-B直下の黒色粘質

土とAs-B直上の暗褐色粘質土から 、高い数値のプ

ラント ・オパールが検出されており 、As-B降下以

降も水田が営まれたものと思われる 。

A' 

L=91.80m 

゜
I : 40 lm 

Al区(I面）

1 As-Kk 

2 As-B 

2'As-B 

3 黒褐色土

24号溝 • 土附断面

浅間＿粕川テフラの灰色火山灰。

小豆色火山灰。

粗粒スコリア。

As-Bの小豆色火山灰との混土。
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゜
120 4 m 

第14図 A 1区 1面 24号溝平面図 ・土層断面図
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2. 1面の調査

◇A 2区 25号溝

付図 l 第15図写図 4

位置 Bj-56~58グリッド

重複 なし。

走向 北ー南方向

規模 調査長6.00m 幅2.16~2.52m

深さ0.11~0.22m

形状 （傾斜北端91.61Ill 南端91.57m) 

溝幅はほぽ均ーで直線である。底面は幅広で平坦で

あり、法面はテラスをもって緩やかに立ち上がる。

埋没土 As-B • Hr-FAに伴うパミス・ As-Cを

含む暗褐色土が自然堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 狭い調査区内での検出であるが、他の調

査区内において合流が予想される同程度の規模をも

つ溝は見当たらない。途中で溝が途切れている可能

性は溝底面の流水状況からみて低く、おそらくはA

2区と B2区の間で東方向に曲がるか、 B1区と B

2区の中間を抜けていることが考えられる。流水方

向は北から南方向である。

l

9

5

 

]

9

1

 

＼
 

＼
 

l
|
¥
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ー

＼

＼

ヽ

菰

十
Bi 

0 1 :80 2m 
し．99 99●●9 _ 9 9 9 9，d 

二n

◇A2区 26号溝
L=92.20m 

1 : 40 

付因 1 第16図写図 4

位置 Bp • Bq-56 • 57グリッド

重複 4号畠よりも新しい。

走向 北ー南方向

規模 調査長5.78m 幅4.24~4.56m

深さ0.35~0.55m

形状 （傾斜 北端91.34m 南端91.33m)

溝幅はほぼ均ーで直線的に延びる 。底面には凹凸は

あるもののほぼ平坦で幅広である 。法面は、テラス

をもって緩やかに立ち上がる。

埋没土 As-B • Hr-FAに伴うパミスを含む茶褐

色土と暗褐色土・ As-Cを含む黒褐色土・暗褐色土

がレンズ状堆積する。

出土遺物 なし。

A2区(1面）

I II脅褐色七

lJ 茶褐色上

旧 鈍暗褐色土

IV 黄褐色砂質土

v 暗褐色土

VI As--B 

1 暗褐色土

2 暗掲色土

0
¥
 

Jm 

25サ溝 ・1噴陪断IW

表土。

鉄分沈杓肘。現行水田床上。

Hr-FAに伴う軽石と As-Bを少屈含む。硬い。

キャサリン台風の洪水砂／科に比定。

As-Bを斑点状に多批に含むAs-B混土。

浅間B軽石

N層の洪水砂プロックを斑点状に含む。 しま

りあり 。As-B、As-Cも少秘含む。

As-C、Hr-FAに伴うパミス、 As-Bを多

絋に含む混土。 しまりあり 。

第15図 A2区 1面 25号溝平面図 ・土層断面図

調査所見 流水方向は北から南方向であり、 B2区

の4号溝の北端部と走向方向・位置 ・規模等が近似

していることからみて、おそらく合流して同一の溝

となる可能性が嵩い。
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第3章 遺跡の概要
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L=92.20m 

゜
1 : 80 2m 

A2区(1面）

I 暗褐色士

]J 茶梃色土

l11 鈍暗褐色土

l 茶褐色土

2 暗褐色士

26号溝・ l:)杓断而

表土。

鉄分沈i,fl科。現行水田床上。

Hr-FAに伴う軽石と As-Bを少姑含む。硬い。

Hr-FAに伴うパミス。As-B混土。

Hr-FAに伴うパミスを少凪含み、As-Bを斑点

状に混入。

Hr-FAパミス、 As-B、As-Cの混土。

As-Cを斑点状に多屈に含む混土。

黄掲色プロックを少批含む。粒子均ーで細かい。

第16図 A2区 1面 26号溝平面図・上層断面図

A' 

◇A2区

付図 1

位置

重複

走向

規模

形状

第17図

27号溝

写図 4

Bs-56 • 57グリッド

なし。

北ー南方向

調査長5.90m

深さ0.36~0.40m

（傾斜 北端91.51m 

： ：：：：：：二 三三□

L=92.20m 

＇
ー
、
―
'

国

十
B
 

幅2.80~3.10m

南端91.56m)

溝幅はほぼ均ーで直線的に延びる 。底面は中央部で

幅約25cmの一段深い流路を残し、両法面はテラスを

もって緩やかに立ち上がる 。

埋没土 As-B • Hr-FAに伴うパミス・ As-Cを

茶褐色砂質土

黒褐色土

暗掲色シルト

0 1 :80 2m 
し一＿■= ....J

含む茶褐色土・黄暗掲色土 ・黒褐色砂質土・にぶい

黄褐色シルト・茶褐色砂層が自然堆積する 。

出土遺物

調査所見

なし。

狭い調査区内での検出であるが、比較的

大きな溝幅をもつ。B2区の 4号溝の北端部と走向

方向・位置・規模等が同程度なことからみて、おそ

らく同一の溝と思われる。流水方向は若干南端部が

北端部よりもレベルが高いが、南から北方向への流

れは考えられず、北から南方向への流水が妥当と思

われる。

A2区(I面）

I 暗褐色士

11 茶褐色土

IIJ 鈍暗褐色土

w 黄褐色砂質土

v 暗褐色土

VI As-B 

V11 暗褐色士

1 茶褐色士

2 黄褐色土

3 鈍黄褐色砂礫思

4 黒褐色砂質土

5 茶褐色土

6 鈍黄褐色シルト

7 茶褐色砂感

第17図

27号溝 • 土陪断面

表土。

鉄分沈着昂。現行水田床土。

Hr-FAに伴う軽石とAs-Bを少益含む。固い。

キャサリン台風の洪水砂陪に比定。

As-Bを斑点状に多批に含むAs-B混土。

浅間 B軽石のスコリア。

Hr-FAに伴う軽石とAs-C混土。

Hr-FAパミスと As-B、As-Cの混土。

As-Cを少址含む。

f 5 cm程度の礫を混入。

粒子均ーで細かい砂牲土。

As-Bが多菰 Hr-FAパミスが少乱。

粒子均ーで細かい。

黒色砂層をラミナ状に挟む。

A2区 1面 27号溝平面図・ 土層断面図
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◇BI区 1号溝

付図 l 第18図写図 l・ 5 

位置 Bf-47~50グリッド

重複
2号As-B下水田の擬似畦畔よりも新しい。

走向 北ー南西方向

規模 調査長(13.40)m 幅(0.70~1.54)m 

深さ (0.04~0.18)m 

形状 （傾斜北端91.76m 南西端91.81m) 

溝幅は彎曲部分に膨らみをも
つ。底面は幅広でほぼ

平坦であり、両法面は緩やかに立ち上がる。

す埋：。土 As-B • Hr-FAに伴うパミスが単層堆積

出土遺物 なし。

調査所見 As-B下水田の擬似畦畔を切って水

田面を走向していることからみて
、水田耕作に関係

する溝と考えられる 。流水走向は南西端と北端とで

は南西端の方がやや高く
、Al区の調査で明らかに

なっている低地部への流入が考えられるが、現段階

では不明である。

Bl区(1面）

I 暗掲色土

Il 茶衛色土

l 暗術色土

2 II音恕色土

3 暗掲色土

4 黒褐色土

5 黒褐色土

6 黒褐色土

Bl区 (1而）

I 暗褐色ナ

11 茶褐色土

1 暗褐色土

2 黒術色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 暗褐色土

6 黄灰色土

1 号溝 •西壁士陪断面A-A'

非常に固く、ぱさついている

（表土）
。As-Bを少祉含む。

鉄分沈着層。非常に固い。As-Bを少屈含む。

:Sあ—t［と Hr-FAに伴う軽石粒を
少絨含む 。 しま

渇に近似するか、やや色調か灰色味を帯ひる。

1層に近似するが、 As-Cの屈がやや多い。

Hr-FAに伴う軽石と As-Cとの混土。

4層に近似するかAs-Cの塁か多くなる。

二 。が上陪に少屈残り、粒子が細かくなる 。や

1号溝・北壁士府断面B-B'

非常に固くぱさつい

（表土） ている。As-Bを少埜含む。

:::I：：：；□［言°As-Bを少巖含む。

に含む混土。しまりあり 。。 As-Bを斑点状に多麗

Hr-FAに伴う軽石を含み、

混土。 しまりあり 。 As-Cを多絨に含む

As-c混土。

3層に近似するか、 As-Cの最かやや少ない。

上層に少屈As-Cを含む。粒子細かく均一

粒子細かく均ー。やや粘質。 ゜

十 Bg-50

-----_―----

l
l
Hり
卜
十
|

， 

,-f-Bg-49 

2. I面の調査

Bf-50 + 

＼ 、9
＼ 

＼ 

Bf-49 + 
ヽ

u l: 80 2 In 

-------

L=91.90m 

第18図 B1区1面
1号溝平面図・土層断面図
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第3章 迫跡の概要

◇Bl区 2号溝 ◇B2区 4号溝

付図 l

位置

重複

走向

規模

形状

第19図 写図 1• 5 

Ba-49 • 50、Bb-50グリッド

寺沢川の旧河道面に先行する 。

北西ー南東方向

調査長(7.80)m

深さ (0.11~0.29)m 

（傾斜

幅(0.44~0.74)m 

北西端91.67m 南東端91.59m)

溝幅はほぽ均ーで直線的に延びる 。底面は多少の平

坦面を残し、両法面は緩やかに立ち上がる 。

埋没土 As-Bを少量含むブロックと砂層が単

層堆積する。

出土遺物

調査所見

なし。

流水方向は、北西から南東方向とみるこ

とができ、南東部には寺沢川の旧河道によって削ら

れている 。

（ 
＼、一ー

） 
／ 

＼ ／ 

＼ ，＼塁／
ク

＼ ／ 

ヽ、～—ー／

トレンチ

［
＼
一

付困 l

位置

49、Bs-25~27、46• 48グリッド

重複

走向

規模

形状

第20• 21 • 27図 写図 5 • 31 観察表P147 • 154 

埋没土

Bp-32~36、Bq-29~44、Br-26~31• 39~ 

2面の19• 22号溝よりも新しく、

号溝と接続する 。

北ー南西方向

調資長121.7m

深さ0.10~0.60m

（傾斜

溝幅は彎曲する部分では膨らみをもち、下流に向か

うにしたがって先細る 。底面は幅広で平坦であるが

凹凸が激しく、部分的ではあるが、溝中央部に一段

深い流路を残す箇所も認められる 。両法面は緩やか

に立ち上がる 。

As-A・ As-Bを多羅に含む暗褐色土 ・茶

褐色土・灰白色砂層． As-Cを少最含む暗褐色粘質

土が自然堆積し、底面には小円礫が多数散在する。

出土遺物

調査所見

北端91.59m

5 • 6 • 11 

幅1.38~5.25m

南西端90.56m)

B 2区の調査区を北から南西方向に走向し、流水方

向もそれに準じる 。途中、 11• 5 • 6号溝に分水し溝

幅を狭めるが、南西端の延長線上が調査区外で未調

91.85 
-------
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査なため、機能的な詳細は不明である。

磁器鉢 ．砥石

A2区の27号溝と一連の溝と考えられる。

Bl区(1面）

I 暗褐色土

II 茶褐色土

m

l

 

゜第19図

2

3

4

5

6

7

 

暗褐色土

砂愚

砂層

黒褐色土

暗褐色土

暗掲色土

黒褐色土

黄灰色土

2号溝・北壁土附断面

非常に固く、ぱさついている。（表土）

鉄分沈祐層。非常に固い。As-Bを少砒含

む。

As-Bを少巌含む混土。 しまりあり 。

2層をブロック状に少益含む。 ¢1 mm 

の黄・灰・白色砂からなる 。

茶褐色砂陪ブロック 。

Hr-FAに伴う軽石と As-Cとの混土。

Ill陪に近似するが色調がやや暗い。

As-Cを少量含む。

As-C混土。

As-Cを少屈含む。粒子均ーでしまりあり 。

I : 40 lm 

B 1区 1面 2号溝平面固・土層断面図
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2. 1面の調査

A
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L=91.70m 

三 上

B2区(I而） 4 サ溝 • 土附断 l/ij A_A'

I 暗掲色上 As-Bを斑点i．状に多品に含む。As-Cを少椛含む。

しまりあり 。

ll 茶褐色土 As-Bを斑点状に多砒に含む。 しまりあり 。

1 暗褐色士． As-BとAs-Cを斑点状に多孤に含む。砂陪プロッ

クが認められる。しまりあり 。

2 灰白色砂培 ¢ 1 mm程度の砂府。追物片を含む。

3 暗掲色粘質土 As-Cを少拡含む。 しまりあり 。

4 暗褐色粘灯—J-. 3附に近似するが、やや砂質の割合が高い。しま

りあり 。

L=91.20m 

B2区(I而） 4号溝 ・1:)杓断而B-B'

1 暗褐色土 As-Bを多紐に含む混土。 ¢1 cm程度のAs-Aを含む。

固い。

2 暗掲色士 l層に近似するが、 As-Bを少紐含み、青灰色砂を部

分的に含む。同い。

3 暗褐色土 2附に近似するが、 As-Cが少錨混入する。固い。

4 II音褐色土 2 • 3思に近似するが、 As-Cを少孤含む。固い。

0 l : 40 1 ill 
- -—·| 

第20図 B 2区1面 4号溝土陪断面図

D 
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0 1:3 10cm 
1 ,. 99-999999-- —· 
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第21図 B 2区1面 4号溝出土遺物
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第3章 遺跡の概要

◇B2区 5号溝

付図 l

位置

重複

第22図 写図 5

Bo-26~28、Bp-27~32グリッド

北端が4号溝に接続し、 Bp-32グリッド内で

7号溝と接続する 。

走向

規模

形状

北ー南方向

調査長34.76m

深さ0.08~0.24m

（傾斜

幅0.64~1.44m

北端91.12m 南端90.87m)

溝幅はほぼ均ーで僅かに彎曲が認められる 。底面は

ほぽ平坦であり、所々に落ち込みがみられる。法面

は緩やかな傾斜をもって立ち上がる 。

埋没土 As-B. As-Cを含む暗褐色土 • 青灰色砂

層 ・黄褐色土が自然堆積する 。

出土遺物

調査所見

なし。

Bp-32グリッド内で溝の北端が 4号溝

と接続し、Bo-27グリッド内で 7号溝の西端と接

続する。4号溝の接続部分底面の嵩低差は10cmであ

るが、流水方向は 4号溝からの引水を受けて北から

南西方向と思われる 。また、

A' 

L=91.20m 

B 2区(I面）

1 暗褐色土

2 II音褐色土

3 暗褐色土

4 行灰色砂陪

5 黄褐色土

7号溝との接続部分で

の高低差は14cmあり、接続付近で小円礫の集中箇所

が認められるが、流水方向を操作する堰などの施設

の痕跡は確認されておらず、機能的な詳細は他溝と

同様に不明である。

5 号溝 • 土陪断面

粒子細かく均ー。 ややしまりあり 。

As-Bを多誠に含む。 しまりあり 。

2層に近似するが、 As-Cを少屈含む。固い。

籾．5mm程度の砂を多祉に含む。

As-B、As-Cを少益含む。固い。

［こ

+

]

 

1,',1,. 

、1

＼
 

切

＼

ー
，
＇
．
，
＼
＼
ー
1
ー
＼
、
＼
，
，
＇
’
＇
:
+

B
p

溝口一

＼
 

‘ヽ

＼
 

＼
 

¥

¥

 

¥
、
‘

¥
‘
 

＼
 

＼

＼

 

＼

＼

 

/
5

¥

¥

 

名
．

＼

＼

＼

＼

＼

 

＼
 

．

＼

＼

 
＼

＼

 
＼
 

＼

＼

 

¥
¥
,
¥
¥

¥
 

＼
 

¥

'

・
 

＼
 

ぃノ
5
-

り1
-

l

.
 ，
 

溝号6
 J

W
¥
,
1
1
i
J
 

＂

ー

＇

2
8
¥
]
 

ヽ
（
 

91.15 // 
—一ー、一/-----

／ 

¥

I

 

¥
(
¥
,
'
ー

＼
 

[
 

5

¥
 

ノ
ー
｀
．

＼

9

¥
 

0 1 : 160 4 m 
L ,9999999999999999999·~ — 

第22図 B 2区 1面 5号溝平面図・土層断面図
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2. 1面の調査

[、―
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Bq-29 

＋ 
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ク
4号溝

91.25 

q-28 

◇B2区 6号溝

付図 l 第23図写図 5

位置 Bp-26 • 27、Bq-27~29、Br-28• 29グリッド

重複 北西端が4号溝に接続する。

走向 北西ー南方向

規模 調査長17.86m 幅0.50~0.95m

深さ0.02~0.09m

形状 （傾斜 北西端91.11m 南端91.03m) 

溝幅はほぽ均ーであるが下流に向かうにしたがって

彎曲し先細る。底面は平坦であり、両法面の立ち上

がりはほぼ均等である 。

埋没土 As-B • As-Cを含む黄褐色土が単層堆積

する 。

出土遺物 上師器片

調査所見 5号溝と同様にBr-29グリ ッド内で 4

号溝と接続する 。4号溝の接続部分底面の高低差は

22cmであるが、流水方向は傾斜からみて北西から南

方向であり 、4号溝から引水した溝と思われる 。4

号溝との接続部分での堰跡 ・杭跡等の痕跡は認めら

れない。また、近接する 5号溝とは 4号溝から引水

している状況は同じであるが、 5号溝がほぽ直線的

な形状を示しているのに対して、大きく彎曲してい

ることと 、被覆層に含まれる As-Bの粗粒スコリ

アが5号溝に比べて多いという点では違いがみられ

る。

9/  

/ ‘‘  
I 、

／ ＼ 

/ ¥ 
/ .  

／ ＼ 

／ ＼ 
／ ＼ 

//  ¥ 
/ / 
＇ 

i
‘
、

ー，

Bq-27 

＋ 
¥ 91.15 

~ヽ—•一•―`
＼ 

¥、-----

. A l A'・ 
← ー ナ／ーノ→

L=91.20m 

゜
1 : 40 1 m 

゜
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82区(1而） 6 号溝 • 土附断 I面

1 黄褐色土 As-BとAs-Cを含む。

第23図 B 2区1面 6号溝平面図・ 土層断面図
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第3章迫跡の概要

◇B2区 7号溝

付図 1 第24団

位置 Bm-26、Bn-26• 27、Bo-27グリッド

重複 西端が5号溝に接続する 。

走向 西ー南東方向

規模 調脊長12.62m 幅0.58~1.36m

深さ0.05~0.09m

形状 （傾斜西端91.06m 南東端91.09m)

溝幅は 5号溝との接続部分で大きく膨らみをもつが、

それ以外は概して均ーであり僅かに彎曲する 。底面

は幅広で平坦である 。

埋没土 As-B • As-Cを含む暗褐色土・青灰色砂

層 ・黄褐色土が自然堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 Bo-27グリッド内で溝の西端が5号溝と

接続する 。5号溝の接続部分における底面の高低差

は14cmであるが、流水方向は南東端のレベルが西端

のレベルに比べ僅かに高くなっているものの、走向

からみて 5号溝から引水した溝と考えるのが妥当と

思われる 。また、 5号溝との接続部分付近で、 5号

溝の底面に小円礫が集中している箇所が認められる

が、本溝との因果関係やその他施設などの機能的な

詳細は不明である。なお、本溝の東側に位置し南北

の走向をもつ 9号溝南端の延長部と、本溝の南東端

の延長部が接続する可能性が考えられるが、共に延

長部が調査区外であることと、 2つの溝の年代が特

定できないために、同時期に存在し一連の溝と認定

するための確証は得られていない。
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第24図 B 2区1面 7号溝平面図
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2. 1面の調査

◇B2区 8号溝

付図 1 第25図写図 6

位置 Cb-36~42グリッド

重複 なし。

走向 北ー南方向

規模 調査長31.50m 幅0.40~0.46m

深さ0.02~0.14m

形状 （傾斜北端91.61m 南端91.48m)

溝幅はほぽ均ーで僅かに碍曲して残存する 。底面は

半円形に立ち上がる 。

埋没土 As-Bを含む茶褐色土とAs-B• As-Cを

含む暗褐色土が自然堆積する。

出土遺物 なし。

調査所見 流水方向は北から南方向である 。北端が

Cb-42グリッド内で、南端がCb--36グリッド内で

不明瞭となる 。17• 18号溝が北端部の延長線上にあ

るが、機能的な詳細は不明である 。

◇B2区 9号溝

付図 l 第25図 写図 6

位置 Bj-26~28、Bk-27~32、Bl-31~36、Bm-

35~38、Bn-38~46グリッド

重複 21号溝にBn-43・44グリッド内で接続する。

走向 北ー南方向

規模 調査長103.50m 幅0.36~0.86m

深さ0.04~0.13m

形状 （傾斜北端91.81m 南端91.26m) 

溝幅はほぽ均ーであり緩やかな蛇行を繰り返す。底

面は半円形で緩やかに立ち上がる 。

埋没土 As-Bを大量に含む茶褐色土とAs-Cを多

量に含む黒褐色土が自然堆積する。

出土遺物 灰釉陶器片 ・須恵器甕片 ・土師器椀片

調査所見 4号溝と併走する。21号溝にBn-43• 44 

グリッド内で接続し、接続部分での高低差は 3cmで

ある 。流水方向は北から南方向であり 、北端部はB

n-46グリッド内で不明瞭となる 。機能的な詳細は

不明である。

A A' 
・---'-'-- I 2—• 
--、 l

： 
L=91.70m 

B2区(1面） 8 号溝 • 土附断而

1 茶褐色土 As-Bを多屈に含む。しまりあり 。

2 II音褐色土 As-BとAs-Cを含む。 しまりあり 。

A
 

2 

三 ，：
K. 

L=91.50m 

82区(Iilii) 9 号溝 • 土）晋断而

l 茶褐色士 As-Bを多兄に含む。しまりあり 。

2 黒褐色土 As-Cを斑点状に多屈に含む。 しまりあり 。

゜
1 : 40 lm 

第25図 B2区 1面 8 • 9号溝土層断面図

◇B2区 10号溝

付図 l 第26図写図 6

位置 Br~Bt-34グリッド

重複 東端が11号溝に接続する 。

走向 西ー東方向

規模 調査長11.60m 幅0.22~0.58m

深さ0.02~0.09m

形状 （傾斜西端91.38m 東端91.39m)

溝幅はほぼ均ーであり僅かに彎曲が認められる。溝

の断面形はほぽ半円形である 。

埋没土 As-Bを多最に含む暗褐色土が単層堆積す

る。

出土遺物 なし。

調査所見 溝中央部のレベルが高く 、両端共にあま

り高低差はない。Br-34グリッド内で11号溝に接続

し、接続部での高低差は 6cmであることから 、流水

方向は西から東方向と考えられるが、4号溝から11

号溝を通しての引水を考慮すれば不明である 。Bt-

34グリッド内で西端部が途切れる。11号溝が4号溝

と合流していることから、 4号溝に付随した機能を

もった溝と考えられる。11号溝との接続部分での堰

跡、杭跡などの痕跡は確認できない。
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第3章遺跡の概要

◇B2区 11号溝

付図 1 第26図写図 6

位置 Bq-34、Br-33• 34、Bs-32• 33グリッド

重複 10号溝にBr-34グリッド内で接続し、 4号

溝にBq-34グリッド内で接続する 。

走向 東ー南西方向

規模 調査長14.50m 幅0.36~0.73m

深さ0.12~0.18m 続部分での堰跡、杭跡等の痕跡は認められない。

形状 （傾斜東端91.41m 南西端91.33111)
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溝幅はほぽ均ーで4号溝との接続部分で僅かに母曲

する 。底面は半円形に立ち上がる 。

埋没土 As-Bを含む暗褐色土・青灰色砂層 ．As-

B • As-Cを含む暗褐色土がレンズ状堆積をする 。

出土遺物 士師器片

調査所見 4号溝の接続部分底面と東端部との高低

差は34cmであるが、流水方向は 4号溝からの引水を

受けて東から南西方向と考えられる。4号溝との接

＼ ／＇／号 Bs-33

B 2区(1面） 10号溝 ．I:/杓断面

1 暗褐色土 As-Bを多址に含む混土。し まりあり 。 (¥-/― 

B 2区(1而） 11号溝•土附断面 l 

l 暗褐色士 As-Bを多益に含む混土。固い。

2 青灰色砂陪¢ 0.5mm程度の細かい砂秤。

3 暗褐色土 As-BとAs-Cとの混土。しまりあり 。
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第26図 B2区 l面 10 • 11号溝平面図 ・土層断面図

◇B2区 12号溝

付図 l 第27図写図31 観察表P147 

位置 Br-44~49、Bs-46• 48グリッド

重複 4号溝に併走しBr-44グリッド内で合流する。

走向 北ー南方向

規模 調査長26.00m 幅1.20~1.65m

深さ0.12~0.37m

形状 （傾斜北端91.66m 南端91.43m) 

溝幅はほぽ均ーで直線的に延びる 。底面は幅広で平

坦であり、両法面は緩やかに立ち上がる 。底面には

4号溝と同様に小円礫が多数散在する 。
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2. 1面の調査

埋没土 As-B ・ As-Cを含んだ暗褐色土 ・黒褐色

上 ・暗褐色砂質土 ・灰褐色砂質土 ・黒褐色土が自然

堆積する 。

出土遺物

調査所見

灰釉陶器皿 ・土師器甕

4号溝に併走しBr-44グリッド内で合

流することからみて、 A2区で検出された26• 27号

溝の延長部が、それぞれ 4• 12号溝と同一である可

能性も否めない。流水方向は 4号溝同様に北から南

方向であるが、機能的な詳細は不明である 。

との接続部分での堰跡、杭跡等の痕跡は認められない。

I IT ID 1V V 5 5 

・ユし A'-
3 2 3 1 3 
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L=92.00m 

B2区(1面）

I 灰褐色土

11 灰掲色士
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茶褐色土

茶褐色土

暗褐色土

暗褐色砂質土
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黒掲色土

茶褐色土
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4 • 12号溝 • 土／晋断面

粘りのある表土。

I陪よりやや色調が薄くなる。下悟にAs-B
粒を含む。固い。

鉄分沈着痕を多孤に含む。As-B混じり 。し

まりあり 。

[]]培よりも色調が明るい。1百lい。

As-B粒を多砒に含み、鉄分沈着痕が多数認

められる。しまりあり 。

As-B、As-C混じり 。固い。

l陪に近似するが、多批の砂を混入する。し

まりなし。

As-C混土。固い。

粒子均ーで細かい。 'P5~15cm大の礫を含む。

しまりあり 。

粒子細かく均ー。 <f,10cm大の礫を含む。地山。黄褐色シルト

4号溝

l
l
¥
、一 1

1
_
,
1
1
1
1

ーサ，
 

4
 

s
 

B
 

12号溝

ー
＇

9

1
9
9
,
 

9
8
.I
6
 

g
9
.
I
6
 

＋ー
8
 

4
 

s
 |

/

 

B
 

Bs-47叶

g
o
o
.
I
6

1,','‘
ー
ー
，
＇
ー
．
i
ー
・

1
ー

1
・
ー
・
＇

Q 

h,'~III 

--ノ

91.55 

oo
o
 

約
ー
も

¥ I I 
0 1 : so 2 m 
し一=●●J

Ji ,o 

'

、
ー
I

¥

 

.

,

'

,

1

 

’
 
•9
. 

| 

i 4号溝

し

V 

為
も

＇ ／ ／
 

一
ヽ

＼
 

＼
 

`

~ 

l'
l
,
1
1
 

ヽ

11 3
 

゜
1 : 3 10cm 

第27図 B 2区1面 4 • 12号溝平面図 ・土層断面図 ・出土遺物
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第 3章迫跡の概要

◇B2区 13号溝

付図 1 第28図写図 6 • 31 観察表 P147 

位置 Bs~Ce-48グリッド

重複 14号溝とCc・Cd-48グリッド内で接続する 。

走向 西ー東方向

規模 調査長27.lOm 幅0.44~0.92m

深さ0.06~0.14m

形状 （傾斜西端91.82m 東端91.86m)

溝幅はほぼ均ーであるが、 14号溝との接続部分で僅

かに膨らみをもつ。底面は幅広で平坦であり、両法

面は傾斜をもって立ち上がる 。

埋没土 As-Bを多量に含む暗褐色土が自然堆積す

る。

出土遺物 灰釉陶器皿・須恵器甕片・須恵器坑片・

土師器甕片

調査所見 Cc・ Cd-48グリッド内で14号溝と交差

する 。底面の西端と東端の高低差はあまりないが、

流水方向は西から東方向とするのが妥当と考えられ

る。東端部はBs-48グリッド内で途切れるが、機

能的な詳細は不明である。

◇B2区 14号溝

付図 1 第28図写図 6

位置 Bs~Ce-48グリッド

重複 13号溝とCc・Cd-48グリッド内で接続する。

走向 西ー東方向

規模 調査長27.90m 幅0.18~0.50m

深さ0.02~0.08m

形状 （傾斜西端91.86m 東端91.84m)

溝幅は比較的狭く直線的に延びる 。底面は平坦であ

り、両法面は傾斜をもって立ち上がる。

埋没土 As-Bを多量に含む暗褐色土が単層堆積。

出土遺物 須恵器碗片

調査所見 Cc・ Cd-48グリッド内で13号溝と交差

する。底面の西端と東端の高低差はあまりないが、

流水方向は西から東方向とするのが妥当とみられる。

東端部が途切れるが、機能的な詳細は不明である 。
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2. 1面の調査

◇B2区 15号溝 ◇B2区 16号溝

付図

位置

重複

走向

規模

形状

第29図

Cc • Cd -4 7 • 48、Ce-48グリッド

14号溝とCd・ Ce-48グリ ッド内で接続する 。

西ー東方向

調査長7.80m

深さ0.06~0.14m

（傾斜

溝幅は一定ではなく不規則に膨らむ。底面はほぽ平

坦であり、両法面は傾斜をもって立ち上がる 。

埋没土 As-Bの粗粒スコリアと小豆色火山灰を含

む暗褐色土が単層堆積する 。

出土遺物

調査所見

写図 6

幅0.28~0.60m

西端91.89m 東端91.81m) 

士師器甕片

Cc-48グリ ッド内で途切れる 。13• 14 

号溝と併走し、流水方向も同様に西か ら東方向であ

る。確認面から溝底面までの高低差は10cmであり、

途中に 1箇所深く落ち込む凹みが認められる。溝そ

のものの機能的な詳細は不明である 。

付図 l

位置

重複

走向

規模

形状

第29図 写図 6

Cb-46 • 47、Cc~Ce-47グリ ッド

23号溝よ りも新しい。

西ー南東方向

調査長12.62m

深さ0.09~0.19m

埋没土

（傾斜

出土遺物

調査所見

幅0.68~1.22m

西端91.76m 南東端91.76m) 

溝幅はほぼ均ーであり流水方向に向かって先細る 。

底面は幅広で平坦であり、法面は傾斜をもって立ち

上がる。

As-Bと小豆色火山灰を含む暗褐色上が単

層堆積する 。

なし。

Cb~46グリッド内で南東端が途切れる 。

流水方向は西から南東方向である 。南東部の延長線

上に20号溝があり 、北西端との走向方向が一致 し、

埋没土も同じことからみて、本来は同一の溝であっ

た可能性が極めて高い。機能的な詳細は不明である。
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14号溝

＋ 
Cc-48 
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----------

6 8 

L=91.90m 

82区(1面）

1 灰褐色土

2 灰褐色土

3
 

茶褐色土

15 • 1 6号溝•土陪断面
表土。

l層よりやや色調が明るくなる。下層にAs-
Bを含む。固い。

鉄分沈培痕を多最に含む。As-B混じり 。現

行水田耕土。

゜
1 : 40 lm 

4

5

6

7

8

9

 

灰褐色土

暗褐色土

As-B 

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色粘質土

旦溝

＇ 三 / 

- -—· 

As-Bを多塁に含む混土。

As-Bと小豆色火山灰との混土。 しまりあり 。

浅間B軽石のスコリア。

As-C混上。しまりあり 。

5層に近似し、 As-Cが少ない。しまりあり 。

粒子均一て細かい。枯性が強い。

第29図 B 2区1面 15 • 16号溝平面図・土層断面図
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第3章 追跡の概要

◇B2区 17号溝
17号溝の途切れた先が本溝のものである可能性も否

めない。17号溝と同様に機能的な詳細は不明である。

付図 l

位置

重複

走向

規模

形状

第30図

（傾斜

写図 6

Bs~Ca-43、Ca~Cc-44グリッド

なし。

北西ー南東方向

調査長18.24m

深さ0.06~0.09m

幅0.48~0.72111

北西端91.72m 南東端91.71m)

溝幅はほぼ均ーであるが、 Cb-46グリッド内で膨

らみをもつ。底面は半円形に立ち上がる 。

埋没土 As-Bと小豆色火山灰を含む暗褐色土が単

層堆積する 。

出土遺物

調査所見

なし。

Cb-44グリッド内で溝の中央部がやや

幅広で不明瞭となり、 Bs-43グリッド内で南東端

が途切れる。本溝に南接して18号溝が併走するが、

途切れた溝の先が18号溝と接続する可能性も埋没士

が同じことからみて否めない。流水方向は溝の中央

部でやや高くなるが、北西から南東方向と考えるの

が妥当と思われる。また、 18号溝と併走するが、同

ーの溝であったかは不明である 。
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◇B2区 18号溝

付図 l

位置

重複

走向

規模

形状 （傾斜

溝幅はほぼ均ーで直線的に延びる 。底面は半円形に

立ち上がる。

埋没土

第30図 写図 6

Cb • Cc-44グリッド

なし。

北西ー南東方向

調査長3.30m

深さO.llm

幅0.32~0.42m

北西端91.72m 南東端91.72m)

As-Bと小豆色火山灰を含む暗褐色土が単

層堆積する。

出土遺物

調査所見

なし。

Cc-44グリッド内で北西端が、Cb-44

グリッド内で南東端が途切れる。17号溝に併走し、
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82区(1面）

1 暗褐色土

第30図 B 2区l面

゜
l : 40 lm 

17 • 18号溝．」：｝け断而

As-Bと小豆色火山灰との混土。し まりあり 。

17 • 18号溝平面図 ・土層断面図
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2. 1面の調査

◇B2区 19号溝

付図 l

位置

重複

第31図 写図 7

Bs~Ca-47、Bs-48グリッド

2面の22号溝の覆士上位で溝底面が終了して

いることからみて、 22号溝よりも新しく 12号溝に近

接する 。

走向

規模

形状 （傾斜

埋没土

西ー東方向

調査長10.50m

深さ0.10~0.17m

出土遺物

調査所見

幅1.30~1.42m

西端91.76m 東端91.70m)

溝幅は均ーでありほぼ直線的に延びる 。また、 Bs-

47 • 48グリッド内では溝幅が大きく膨らみをもつ。

溝の底面は幅広で平坦であり、法面は傾斜をもって

浅く立ち上がる。

As-Bの粗粒スコリアと小豆色火山灰を含

む暗褐色土が単層堆積する。

なし。

ほぼ直線的に走向し 、流水方向は西から

東と考えるのが近接する溝の走向からみて妥当と思

われる 。Ca-47グリッド内で西端部が突如途切れ、

Bs-48グリッド内で東端部が12号溝と近接する 。

また、 B2区で検出された溝は、計19条であるが本

溝を含めて13• 14 • 15 • 17 • 18 • 20号溝が走向をほ

ぽ同じくして密接している。このことからみて、 こ

れらの溝がすべて同時期に機能していたとは考えら

れず、むしろ13• 14 • 15号溝を含めた溝が、 一つの

12号溝
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 22号溝

溝であった可能性が高い。しかしながら 、溝そのも

のの残存状態は不良であり、僅かな底面からの立ち

上がりを溝として検出したに過ぎず、

ろうし、

このことは、

前述したように溝を掘った残土を溝の両側に盛って

流水を可能にした構造であるならば、さほど深さを

要しなくても溝としての機能は十分に果たせたであ

このことがかえって上位からの撹拌を受け

て、両側の盛り土部分を消滅させ、溝底面だけを残

す結果となったものと思われる。本溝に限らず幅の

B2区(1面）

1 暗褐色土

14号溝

g
8
1
6
 

土

0 1 : so 2 m 

一△ 

文一——-----/
L=92.00m 

0 l : 40 1 m 
し999___1—=■ 99,I 

19サ溝• 土陪断而

As-Bの粗粒スコリアと小豆色火山灰との混土。

しまりあり 。

狭い浅い溝は、

と推測される。

このような状況下で検出されたもの

第31図 B 2区 1面 19号溝平面図・土層断面図

41 



第3章遺跡の概要

◇B2区 20号溝

付図 l 第32図

位置 Bs-44~46、Bt-45• 46、Ca-46グリッド

重複 22号溝よりも新しい。

走向 北西ー南東方向

規模 調査長18.46m 幅0.74~1.44m

深さ0.06~0.18m

形状 （傾斜北西端91.68m 南東端91.69m)

溝幅は一定の箇所もみられるが、流水方向に向かっ

てほぼ直角に曲がって先細る 。底面は幅広で平坦で

あり、法面は傾斜をもって立ち上がる 。

埋没土 As-Bと小豆色火山灰を含む暗褐色土が単

層堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 Bs-45 • 46グリ ッド内で直角に折れ曲

がる 。北西部の延長線上に16号溝があ り、南西端と

の走向方向が一致し、埋没土も同様であることから

みて、本来は同一の溝であった可能性が極めて高い。

確認面から溝底面までの高低差は最大で10cmであり、

両側面の盛土は上位から撹拌によって既に失われて

いるものとおもわれる。溝そのものの機能的な詳細

は不明である 。

◇B2区 21号溝

付図 l 第33図写図31 観察表P147 

位置 Bk-46、B1-45• 46、Bm-44• 45、Bn-43• 

44グリッド

重複 南西端が9号溝に接続する。

走向 北東ー南西方向

規模 調査長17.00m 幅0.66~1.68m

深さ0.02~0.12m

形状 （傾斜北東端91.76m 南西端91.74m)

溝幅は不規則である 。底面は平坦であり、両法面は

緩やかに立ち上がる 。

埋没土 As-Bを含む暗褐色土が自然堆積する 。

出土遺物 陶器播鉢片・須恵器羽釜片•土師器坑片
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第32図 B2区 l面 20号溝平面図
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2. 1面の調査
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 21号溝

さ‘x令

L=91.90m 

0 t : 40 1 m 
し一

82区(1而）

1 暗褐色土

暗褐色土

21号溝 • 土陪断而

As-Bを多く含む。

しまりあり 。

1樟に比ぺ色調がやや

暗い。

0 1 : 80 

— -

調査所見

する 。流水方向は 9号溝の接続部底面と南西端との

高低差が3cmであることからみて、北東から南西方

向と考えられる。

跡等の痕跡は認められず、先端部は上位からの撹拌

による先細りが認められる。

◇B2区

付因 l

位置

重複

走向

規模

形状

写l図17

Bi -38 • 46 • 4 7、Bj-38~46グリッド

なし。

北東ー南東方向

調査長44.35m

深さ0.31~0.42m

埋没土

（傾斜

溝幅は不規則であり小刻みに蛇行する 。底面はほぼ

平坦であり 、両法面は緩やかに立ち上がる。

As-Bを含んだ灰黒色土・灰黄色土が自然

堆積する 。

出土遺物

調査所見

9号溝とBn-43• 44グリ ッド内で接続

9号溝との接続部分での堰跡、杭

31号溝

幅0.29~1.03m

北東端91.46m 南東端91.41m) 

なし。

北東端はBi-48グリッド内で、南東端は
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Bi-38グリッド内で不明瞭となる 。途中、 Bj-43• 

44グリ ッド内でも継続部分が途切れ、小円礫が散在

する 。流水方向は北東から南東方向であり、溝その

もの機能的な詳細は不明である。
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第33図 B 2区 1面 21号溝平面図 ・土層断面図・出土遺物
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第3章遺跡の概要

(4) 土坑 (5) 井戸

◇B2区 2号土坑 ◇A3区 1号井戸

付図 1 第34図 ＇げ図 7

位置 Bo-32 • 33グリッド

重複 なし。

規模 1.55 m X 1.31 m 深さ0.15m

形状 平面形歪んだ楕円形

断面形 凹凸をもつ底面は、東側がやや高く、

法面は緩やかに立ち上がる 。

埋没土 伶5~20cm大の円礫を多最に含んだ暗褐色

土・灰褐色土・黒褐色士が堆積する 。

出土遺物 土師器甕片

調査所見 5 ~20cm大の円礫が底面一面に残存し 、

焼土、炭化物、人骨などの痕跡は認められない。明

らかに人為的な礫の投入が窺え、土城墓などの埋葬

に関係した施設が考えられるが、機能的な詳細は不

明である 。

A
 

A' 

゜

［
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一

I : 40 

L=91.60m 

82区(l而） 2号土坑 ・十陪断面

l 暗褐色土 As-B粒とAs-Bアッシュ、茶褐色土との混土。

¢10~20cmの円礫を多絨に含む。 しまりあり 。

2 灰褐色土 粒子均ーで細かい。As-B粒を多く含む。 ¢10~ 

20cmの円礫を多螢に含む。しまりあり 。

3 黒褐色土 As-C粒を斑点状に含む。 ¢10~20cmの円礫を多

屈に含む。ややしまりあり 。

A3区(1而） 1 号井戸 •土9悧断而

l 暗褐色砂礫陪 ¢ 5~30cm大の円礫を中・下層に多弧に含む。

2 暗褐色砂質土 粒子均ーで細かい。やや砂質。

3 黄褐色砂質土粒子均ーで細かい。

4 砂礫陪 が0~50cm大の円礫に灰色砂／習を含む砂礫思。

旧利根川の河床礫。

第34図 B 2区 1面 2号土坑平面図・土層断面図

付図 l 第35• 36図 写図 7 • 31 観察表P147・154

位置 Cm・ Cn-55 • 56グリッド

重複 なし。

規模 2.64 Ill X 2.40 Ill 深さ1.45m

形状 平面形ほぽ円形

断面形 底面中央部に円形状の最深部をもち

法面は確認面に向かって傾斜をもっ

て立ち上がる 。

埋没土 ¢ 5~30cm大の円礫を多量に含む暗褐色砂

礫層が単層堆積する 。

出土遺物 陶器碗．軟質陶器播鉢片・軟質陶器内耳

鍋片・砥石

lm 

1 'oぷ）こ

こ 0 こ）：9°
らこ）

゜

＝ e〉

こ
L=92.80m 

0 I : 40 1 m 
L_9--'-

第35図 A3区 l面 1号井戸平面図 ・土層断面図
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調査所見 井戸は旧利根川の河床礫層を掘り抜いて

いる 。 3号井戸と形状等が近似していることからみ

2. 1面の調査

て、両者は時期的にも近く 、遺物からみて中世頃と

思われる 。

＼
 

----・・ 

ニエニ～

＼□三ク

□ 

I I 9 

118 

0 1 : 3 10cm 

←- "'__,;曝----―•999999999'’;

第36図 A3区 l面 1号井戸出土遺物

◇D4区 3号井戸

付図 l 第37図写図 7 • 31 観察表P147 

位置 Dh-34 • 35、Di-34• 35グリッド

重複 なし。

規模 2.37mX(-)m 深さ1.27m

形状 平面形 （ほぼ円形）

断面形 底面中央部に円形状の最深部をもち、

法面は確認面に向かって傾斜をも っ

て立ち上がる 。

埋没土 As-B • As-Cを少量含む暗褐色土 ・暗褐

色砂礫層 ・暗褐色土・黄褐色シルト・暗褐色砂礫層 ・

茶褐色砂礫層が自然堆積する 。

出土遺物 青磁碗片

調査所見 井戸は旧利根川の河床礫層を掘り抜いて

いる。 1号井戸と掘り方の形状等が近似しているこ

とからみて、時期的にも極めて近く、出土遺物から

みて共に中世頃と推測される 。また、埋没土の堆積

状況から見て、南側から徐々に埋没していったこと

が窺われる 。東側と西側の一部が調査区外と農業用

用水路にかかっているために、井戸の全形は明らか

ではないが、灌漑に伴った溜井等の施設ではないこ

とは、埋め戻し時点において配水溝がないことを確

言忍済である。
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第3章遺跡の概要

調査区外

盛土

A
 

L=91.40m 

B
 

L=91.40m 

B
 

B' 

B' 

A' 

本遺跡より検出されている井戸は、 A3区 1面の 1

号井戸と D4区 1面の 3号井戸、 2面ではA3区2

号井戸、 D6区4号井戸の 4基である 。これらの井

戸は検出面の違いにより掘方の形状に違いが認めら

れる 。 1面より検出された井戸は、平面形がほぽ円

形であることは 2面検出井戸と共通しているが、掘

方に関して言えば、播鉢状に大きく掘り込まれてい

る。一方 2面検出の井戸は、 2号井戸に代表される

ように掘方の幅があまり大きくなく、ほほ垂直に掘

り込まれている 。このことは、 1面の井戸は、ある

程度幅広に掘り込み、その後で礫を積むか、あるい

は板材を組んだ構造をもっていたものと推測される

が、土層断面の観察では、自然埋没の様相を呈して

おり、またその根拠となる礫列の痕跡や構築物の出

土をみていないことから、詳細は不明である 。青磁

碗片の出土は本井戸のみである。

04区(1而） 3号井戸 ・士附断面A-A'8-8'

I 灰褐色土 現行の水田耕土。

11 茶掲色土 現行の水田床土。（鉄分沈着陪）

[]] 暗褐色土

1 暗褐色土

2 暗褐色砂礫層

3 暗褐色土

As-B混土。

As-B、As-Cを少型含む滉土。

¢ 1~3 cm大の円礫を斑点状に含む。

1層に近似するが、¢ 3 cm程度の円礫を少茄

含む。

4 暗褐色土 暗褐色シルトにAs-Cを少量含む。

5 黄掲色シルト ¢ 1~2 cm大の円礫を含む。

6 暗褐色砂礫層 ¢ 5~40cm大の円礫を多く含む。

7 茶褐色砂礫層 ¢ 3~5 cm大の円礫を多屈に含む。鉄分沈着

痕を残す。

1
1
/
/
 

I 10 

L=91.40m 

0 1 : 40 1 m 
こ—--

゜
1 : 3 10cm 

第37図 D4区 1面 3号井戸平面図・土層断面図・エレベーション図 ・出土遺物

46 



3. 2面の調査

概要 本調査区での古墳時代～平安時代(As-B)

に相当する遺構確認面は、 As-C混土下面であり、

As-Cの降下年代が3世紀終末に位置づけられてい

ることからみて、古墳時代～平安時代(As-B)の遺

構及び遺物が該当する。この層の下位は旧利根川の

河床礫層となり 、溝底面及び竪穴住居の床面の調査

時や掘方の段階で既に多数の円礫が露出している部

分も認められる。

古墳時代の遺構として、A2区の微高地上を南東

から北西方向に向かって延びる 1号踏み分け道、 A

3 ・D5区の微裔地上を南東から北西方向に向かっ

て延びる 2号踏み分け道、 B2区の南側の微高地縁

辺部を、北西から南東方向に緩やかに蛇行しながら

横切る道幅約30cmの3号踏み分け道をそれぞれ検出

し、 2• 3号踏み分け道はおそらく連続した同一の

道と考えられる 。これらの踏み分け道は、 Hr-FA

が踏み分け道の凹部分だけに残存することで削平を

免れ、 Hr-FAを覆土とする踏み分け道として検出

されたものである。なお、該期の集落が確認されて

おらず、踏み分け道が目指す目的地などは残念なが

ら不明であるが、集落と集落、集落と水田や畠 、或

いは集落と水場などを結ぶものであることは明らか

である。また、 Bh-27グリッド内の道の付近では、

6世紀代の円筒埴輪片がまとまって出土したが、周

辺に該期の遺構は確認できず詳細は不明である（付

図 2 写図 9参照）。

B2区では、 As-C混土下面から 3カ所の畠の畝

間跡を検出した。これらも B1区の畝間跡と同様に、

畠の耕作によって生じた「擬似畠」である 。この畠

の年代は明らかではないが、畝間跡を被覆していた

土壌がHr-FAに伴うパミスとAs-Cを含んでいる

ことからみて、少なくともHr-FA降下以降でおそ

らく 6世紀代の遺構に伴う時期か、あるいは本遺跡

の集落の年代である 9• 10世紀代の所産と考えられ、

集落との位置的な関係から 9• 10世紀代の集落に伴

う可能性が高いと 言える 。但し、 B2区南西隅の低

3. 2面の調査

位部で検出した 9号畠の畝間跡は、被覆した土壌に

Hr-FAに伴うパミスを肉眼では確認できないこと

から 、Hr-FA以前の可能性があり、仮にHr-FA

以前であるとすれば6世紀初頭以前の集落が付近に

存在することになる 。

検出された溝や土坑などについては、遺物を伴う

ものが極めて少なく、また、規模の大きい溝以外に

ついては、狭小な調査区のために断片的な形状を確

認したにとどまり 、遺構そのものの機能的な詳細は

不明である 。

D 1区の西端部で、寺沢川の旧河道を確認した。

1面の調査でも旧河道が本調査区を通過しているの

が確認されたが、今回の調査では、微高地から低地

部へと移行する 1面の旧河道下よりさらに古い旧河

道面を検出した。多量の砂礫を含んだ旧河道の走向

は、北西から南東方向へと向いており 、 1面の旧河

道の流路とほぼ同様の位置で、蛇行しながら本調査

区の微高地縁を通過していたものと思われる。

各区、各遺構の調査成果は以下のとおりである 。

(1) 踏み分け道

◆A2区 1号踏み分け道

付図 2 写図 8

位置 Br~Bt-56、Bt• Ca-57グリッド

重複 12号土坑に先行し、 4号昂に近接する。

走向 北西ー南東

規模 調査長17.70m 幅0.25m~0.51m

形状 （傾斜北西端91.88m 南東端91.97m)

極めて緩やかに蛇行し、道幅は均ーではない。上面

からの削平によってHr-FAの残存状態が極めて悪

く、北壁の土層断面の観察でもHr-FAの堆積は認

められない。また、 Hr-FA除去後の道両側縁部の

立ち上がりも確認できない。

埋没土 Hr-FAの一次堆積層。

出土遺物 なし。

調査所見 遺構確認時にHr-FAが帯状に極めて薄

く残存した部分であり、調査当初は溝と思われてい

47 



第3章遺跡の概要

たが、 B2区で同様の状態でHr-FAの硬化面が検

出されたことにより、 Hr-FAの踏み分け道と断定

した。なお、 Hr-FAの遺存状態は不良であり、 Hr-

FA自体も硬化を喪失し、 Hr-FA直下での硬化面

の検出も確認されていない。検出された 3つの道の

走向は、どれも北西から南東方向であると 言う点で

は共通している 。

◆A 3 • D 5区 2号踏み分け道

付図 2 第38図写図 8 • 9 

位置 Cr-54 • 55、Cs-55• 56グリッド

重複 2号井戸、 5号畠に先行する。

走向 北西ー南東

規模 調査長11.70m 幅0.40m~0.75m

形状 （傾斜北西端91.84m 南東端91.81m) 

底面は幅広でほぼ均ーな道幅をもち平坦である 。H

r-FA上面の道とHr-FA直下の道の両側縁部は、

共に凹み状に填圧された道底面から傾斜をもって立

ち上がる 。 1号踏み分け道と同様に、極めて緩やか

な蛇行を呈する 。

埋没土 Hr-FAに伴うパミスを含むHr-FAの一

次堆積層が堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 調査の工程上、 A3区の踏み分け道が最

初に検出され、その後、 D5区の調査段階で延長部

分が検出された。同一の道ではあるが、 D5区の方

が残存状態は極めて良好であり、当初はB2区で検

出された 3号道と同様に、 Hr-FA降下以降の間も

ない頃につくられた道と思われていたが、 D5区の

精査では、硬化したHr-FAを丁寧に除去したとこ

ろ、その直下と東側周辺部で新たな硬化面をもち、

なおかつHr-FAの上位面にトレースされた道が検

出されたことから、 Hr-FA降下以降の間もない頃

につくられた道ではなく、 Hr-FA降下以前につく

られ、 Hr-FA降下以降も継続して使われた道と推

測され、東側の硬化面の広がりは道の分岐を示唆し

ている 。なお、 Hr-FAの上面でのレベルは、北西

端、南東端共に91.84mであり、ほぼ平坦と 言える。
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◆B2区 3号踏み分け道

付図 2 写図 9

位置 Bh-26 • 27、Bi-27、Bl・ Bm-28、Bl~Bo-

29、Bo~Br-30、Br~Bt-31グリッド

重複 なし。

走向 北西ー南東

規模 調査長(63.50)111 幅0.20111~0.60111

形状 （傾斜北西端91.18m 南東端90.95ml

Bh-26グリッド内での道幅はやや広くなるが、そ

れ以外はほぼ均ーな道幅をもち、極めて緩やかに蛇

行を呈する 。底面はほぼ平坦であり 、上面か らの削

平によって道側縁部の立ち上がりは僅かに看取でき

る程度である 。

埋没土 Hr-FAの一次堆積層。

出土遺物 なし。

調査所見 層厚約 3cmのHr-FAによ って被覆され

ている 。調査区西壁での土層断面の観察からは 、A

s-C混土を切り込む溝の立ち上がり部分が全く確

詔できないこと、 Hr-FAの底面が緩やかな凹み状

を呈すること、この部分を除いて周囲にHr-FAの

一次堆積層が認められないこと、 Hr-FA自体が硬

化していることなどからみて、 Hr-FA降下以降の

間もない頃につくられた踏み分け道によって窪めら

れ、この部分だけ残存したものと判断された。また、

B区南側の遺構確詔面からは、明確な遺構は伴わな

いものの 6世紀代の円筒埴輪片がまとまって出土し

ており、道がHr-FA降下から近い年代の所産とす

れば、この両者は極めて近接した時期のものになる

（付図 2 写図 9参照）。 なお、道の北西端の延長部

は、台地縁を廻って西壁の土層断面で確認されたC

d-33グリ ッド内西壁のHr-FA残存部分（標高90.39

m)へと続く 。A3 • D 5区で検出された 2号道と

の接続関係は、両者の検出位置が離れているため不

明である。Hr-FAの降下範囲は、 第 6図でも明 ら

かなように、本遺跡周辺では約 5cmの堆積が確認さ

れており、 Hr-FAの一次堆積層の残存状態が良好

であったために道の検出が可能であった。



3. 2面の調査
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Hr-FA下硬化面

D5区(2而） 2 号踏み分け迫 • 土／雌断而 1 暗褐色土
Hr-FAに伴うバミス、 As-Cが多飢に混入。

I 灰褐色土 表土。現行水田耕土。 2 Hr-FA 
榛名山ニッ岳降下火山灰。Hr-FAに伴うパ

II 茶掲色土
現行水田床土。鉄分沈着痕を多数含む。As-

ミスを含む。上面か非常に固くしまっている。

B、Hr-FAに伴うパミス、 As-Cを多く含む。
3 暗褐色土

地山のVI恕が非常に固く踏み固められている

ill 暗褐色土 As-B混土。As-Cを少屈含む。
部分、色調がやや暗くなる。

W 黄褐色土
As-B、Hr-FAに伴うパミスと As-C混土゜

V 暗掲色土 As-C混土。

VI 暗褐色ンルト 地山。

-゚-＿ニーm

第38図 A3 • D 5区 2面
2 号踏み分け道平面図・土層断面図

•Hr-FA下硬化面平面図
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第3章追跡の概要

(2) 竪穴住居

◆A2区 14号竪穴住居

付図 2 第39• 40図写図10• 31 観察表P147 

位置 Cf・ Cg-56グリッド

方位 N-104° -E 

規模 東西2.28mX南北3.10m

形状 隅丸長方形

面積 (6.6mり

埋没土 As-Cを含む灰黄褐色土・黒褐色土・暗褐

色土・暗灰褐色土が自然堆積するが、残存状態は極

めて不良である 。

重複 なし。

壁高 北壁0.20m 南壁0.04m

貯蔵穴 南東隅に不定形の落ち込みを確認したが、

遺物は伴わない。

柱穴 なし。

Q 

-/  1 

多／

／
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／

二二
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―_
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l
 

l
l
 

一
l

l
 

l]
 

可
ー
＼

A
 

c
 

A' 

．土＿ ④①

L=91.90m 

△ニ

A2区(2面） 14号竪穴住居 ・士陪断面

l 灰黄褐色土 As-Cを含む。

① 黒掲色土 As_Cを含む。オリープ色ブロックを少祉混じ

る。

② 暗 褐 色 土 白色粘土塊少樅、オリープ色ブロック少益、 A

s_Cを僅かに混じる。固くしまる。

③ 暗灰褐色士 シルト質。固い。

④ 暗 褐 色 土 オリーブ色プロックを含む。As-Cを僅かに混

じる。

周溝 なし。

床面 多少の凹凸はみられるものの、概して平坦で

ある 。カマドの焚口周辺が黒く焦げ硬化している 。

掘方 北半に大小様々な凹凸が顕著であり、中央部

分を残してカマド部分から壁際を巡るように掘られ

た痕跡が窺える 。

出土遺物 須恵器坑

カマドの位置 東壁の中央部よりやや南寄りに設置

され、斜方向に延びる東カマド。

規模 焚口部幅0.45m 燃焼部奥行0.80m

燃焼部幅0.40m

調査所見 住居の掘方の段階で、旧利根川の河床礫

が少量認められた。また、南東隅の壁の立ち上がり

付近で、円礫が検出されたが、おそらくカマドの袖

石に使われたものと思われる 。また、 As-Bの降下

時点では、住居の埋没が既に完了していたものと思

われる。住居の年代は、 10世紀前半と推定される 。

--// 1 

゜
1 : 60 2 m 

゜
1 : 3 10cm 

第39図 A2区2面 14号竪穴住居平面図 ・土層断面図．掘方平面図・出土遺物
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3. 2面の調査

゜
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u
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1
T
 

旦-32 I 4 5皇．

＝ 
L=91.90m 

A2区(2面） 14号竪穴住居 ・カマド土附断而

1 灰黄褐色士住居の覆土。

2 橙色土 焼けた粘土。

2'橙色土 2層に近似するが、色調がやや鈍くなる。焼土

3 暗灰色士

4 暗褐色土

5 暗褐色土

プロックを含む。

灰層。焼土粒を混じる。

粘性が強い。焼土粒が混じる。

炭化粒が混じる。 しまりなし。 ゜
1 : 30 1 m 

第40図 A2区2面 14号竪穴住居カマド使用面・掘方平面因

◆A3区 12号竪穴住居

付図 2 第41図写図10

位置 Db・ Dc-55グリッド

方位 (N-92° -E) 

規模 東西2.30mX南北(-)m

形状 一部調査範囲外のため不明。

面積 全形が不明なため計測不能。

埋没土 Hr-FAに伴うパミス・ As-Cを含む黒褐

色土・灰褐色土が自然堆積する 。

重複 なし。

壁高 西壁0.14m 東壁0.18m

貯蔵穴 なし。

柱穴 なし。

周溝 なし。

床面 所々に地山がブロックで混入している 。ほぼ

平坦であり、僅かに締まっている 。

掘方 使用面と掘方との相違は認められない。

出土遺物 なし。

カマドの位置 西壁の中央部よりやや南寄りに設置

され、斜方向に延びる西カマド。

規模 焚口部幅0.55m 燃焼部奥行0.49m

燃焼部幅0.45m

調査所見 住居の北半が調査区外で未調査なことと、

遺物をまった＜伴わないことから年代は不明である。

ただ、西壁にカマドをもつものは本遺跡では本住居

のみであり、他は圧倒的に東カマドである 。また、

土層断面の観察から、 As-Bの降下時点では住居の

埋没が既に完了していたものと思われることから、

住居の年代が9世紀後半の可能性も考えられる 。本

遺跡検出の住居について言えば、年代の不明な本住

居以外は、出土遺物からみて 9世紀後半と 10世紀前

半の 2つに分かれるが、仮に 9世紀後半の住居だと

すると、 B2区で検出された同年代の 2• 6 • 8 • 

9 • 10号竪穴住居とは明らかに位置的に離れてお り、

周辺にも同年代の住居がある可能性が高い。

51 



第 3章辿跡の概要
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A3区(2而） 1 2号竪‘I·(住居 • 土附断面

I 暗掲色土表土。現行水田耕土。

11 茶褐色土 床土。As-Bを多く含む。固い。（鉄分沈約1悦）

旧 暗褐色土 As-C、Hr-FAに伴うパミスが混じる。鉄分を

含む。

N 暗褐色土 As-BとAs-Cが中砒、 Hr-FAに伴うパミスが

少姑混じる 。鉄分は少ない。

1 黒褐色土 As-C、Hr-FAに伴うパミスを少埜含む。

2 灰褐色士 As-C、Hr-FAに伴うパミスを少屈含む。

A3区(2r(ii) ]2サ竪穴住居 ・カマド土）州断面

1 黒褐色土 As-C、Hr-FAに伴うパミス、焼土粒を含む。

第41図 A3区2面 12号竪穴住居平面図・土層断面図 ・カマド使用面平面図

◆Bl区 1号竪穴住居

付図 2 第42図写図10• 11 • 31 • 32 観察表P147 

位置 Bd • Be-44グリッド

方位 N-64° -E 

規模 東西2.50mX南北3.24m

形状 隅丸長方形

面積 8.0m2 

埋没土 Hr-FAに伴うパミス ・As-Cを含む黒色

土 ・黒灰色土 ・パミスを含まない黒灰色土が自然堆

積する 。

重複 なし。

壁高 北壁0.16m 南壁1.80m

貯蔵穴 なし。

柱穴 なし。

周溝 なし。

床面 床下からは旧寺沢川の河床礫の一部が露出す

るが、ほぼ平坦に床を構築している。

掘方 使用面と掘方との相違は認められない。

出土遺物 須恵器塊 ・須恵器羽釜

カマドの位置 東壁の中央部よりやや南寄りに設置

され、斜方向に延びる東カマド。片側のカマドの袖

石とカマドの燃焼部左側に支脚を残す。

規模 焚口部幅0.80m 燃焼部奥行0.77m

燃焼部幅0.29m

調査所見 南壁のやや東寄りで、須恵器坑が出土し

ている 。B1区での住居の検出は1号住居のみであ

り、該期の住居の特徴として離れて 1軒検出される

場合があるが、 B1区と B2区の中間を通る用水路

部分の未調査区域において、未検出の住居がある可

能性も否定できない。また、 As-Bの降下時点では、

既に住居の埋没がほほ完了していたものと思われる。

住居の年代は、3• 11 • 13 • 14号竪穴住居と同様に

10世紀前半と推定される。なお、本遺跡検出住居の

年代は、出土した「コ」の字状口縁甕と灰釉陶器の

共伴関係から、9世紀後半と10世紀前半に分けられる。
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3. 2面の調査
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2 黒灰色土 パミスを含まない。

3 黒褐色七 As-C、Hr-FAに伴うパミスを含む。
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l 黒色土 As-C、Hr-FAに伴うパミスを含む。
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第42図 B 1区2面 1号竪穴住居平面図・土層断面図 ・カマド使用面平面図・出土辿物
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第3章遺跡の概要

◆B2区 2号竪穴住居

付図 2 第43• 44 • 45図写図11• 12 • 32 • 33 観察表P148 

位置 Ca・ Cb-38グリッド

方位 N-97° -E 

規模 東西4.15mX南北3.23m

形状 隅丸長方形

面積 12.8m' 

埋没土 Hr-FAに伴うパミス ・As-Cを含む暗褐

色土が自然堆積する 。As-B降下堆積時点で既に凹

み状を呈する 。

重複 なし。

壁高 北壁0.29m 南壁0.44m

貯蔵穴 なし。

柱穴 なし。

周溝 なし。

床面 旧利根川の河床礫を平らにして床面を構築し、

一 □
¥

E

 

L=91.40m 

一部北西側で露出している 。

掘方 大小様々な凹凸が認められ、特に床中央部で

円形状の浅い据り込み痕が看取できる 。

出土遺物 須恵器坪 ・須恵器椀・灰釉陶器碗．灰釉

陶器皿 • 土師器小型甕・土師器甕

カマドの位置 東壁の中央部よりやや南寄りの東カ

マドと南壁の中央部よりやや東寄りの南カマドが設

置され、両カマド共に斜方向に延びる 。東カマドで

袖石や支脚に使われたと思われる円礫が多数残存する。

規模 （東カマド）

焚口部幅0.37m 燃焼部奥行0.75m

燃焼部幅0.45m

規模 （南カマド）

焚口部幅0.44m 燃焼部奥行0.40m

燃焼部幅0.38m

調査所見 比較的遺物が多く残存する 。東と南にカ

マドがあり付け替えられたものと思われるが、南カ

一
ロげ

c 

82区(2面） 2 号竪穴住居 • 土附断面

1 暗褐色土 Hr-FAに伴うパミスとAs-Cとの混土b しまり

あり 。

2 暗褐色土 As-C混土。しまりあり 。

3 暗褐色土 2陪に近似するが、 As-Cの批が少ない。やや粘

質でしまりあり 。

4 暗褐色土 掘方の埋土。3層よりもAs-Cの盈が少なくなる。

0 1 : 60 2 m 

第43図 B 2区2面 2号竪穴住居平面図 ・土層断面図 ．掘方平面図
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3. 2面の調究

マドは東カマドに比べ燃焼部の奥行が短い。なお、

南にカマドを設置したものは、本遺跡では 2号住居

のみである。また、掘削段階でAs-Bの凹みと して

確認されている 。住居の年代は、 9世紀後半と推定

される。
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B2区(2而） 2号竪穴住居 ・カマド土陪断而

1 暗褐色土 As-C混土。しまりあり 。

2 茶褐色土 1層に焼土ブロックが混入する。

固い。

3 赤褐色土 焼土。

4 暗褐色土 As-Cを極少量含む。

5 暗褐色士 炭化粒、焼土を多屈に含む。

6 暗灰褐色土 地山の暗灰褐色土と 5陪の混上。

゜
1 : 30 1 m 

□ 8 三
/ 1 ¥ 20 

ロー／
〇 1 : 3 10cm 

第44図 B2区2面 2号竪穴住居カマ ド使用面・掘方平面図 ・出土遺物 （1)
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第 3章 追跡の概要
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第45図 B 2区2面 2号竪穴住居出土遺物 （2)

◆B2区 3号竪穴住居
周溝 なし。

床面 利根川の旧河床礫が北西側と南西側で露出し

付図2 第46• 47 • 48図写図12• 13 • 33 観察表P148 • 149 

位置 Bn-31 • 32グリッド

方位 N-102° -E 

規模 東西3.56mX南北4.00m

形状 隅丸方形

面積 撹乱を受けているため計測不能。

埋没土 Hr-FAに伴うパミス ・As-Cを含む黒褐

色土が自然堆積する 。As-B降下堆積時点で既に 凹

み状を呈する 。

重複 7号土坑に先行する。

壁高 北壁0.22m 南壁0.24m

貯蔵穴 北東隅で円形状の落ち込みを検出したが、

遺物は伴わない。

柱穴 なし。

ている 。

掘方 大小様々な凹凸が認められ、集中的に掘 った

痕跡も看取できる。

出土遺物 須恵器坪 ・須恵器塊 ・灰釉陶器碗 ．灰釉

陶器皿 ・土師器甕

カマドの位置 東壁の中央部よりやや南寄りに設置

され、斜方向に延びる東カマド。カマド内には袖石

と支脚に使われたと思われる 円礫が多数残存する 。

規模 焚口部幅0.35m 燃焼部奥行0.45m

燃焼部幅0.54m 

調査所見 既に掘削段階ではAs-Bの凹みとして確

認されている 。カマド内及び周辺部に遺物を多く残

し、遺物量 も比較的多い。住居の年代は、 10世紀前

半と推定される。
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3. 2面の調査
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化粒を極少址含む。

2 黙褐色上 As-Cを極少屈含む。シルト質。

3 県褐色土 7号土坑の埋土。士質は 1培に近似。
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B' B2区(2面） 3サ竪穴住居 ・カマド土層断面

1 焦褐色上 焼土、炭化物をほとんど含まない。地山の灰黄色

土をブロック状に含む。

2 巣褐色土焼土を少砧含む。

3 里褐色上 2陪よりも焼土を多く含む。炭化物を少姑含む。

4 黒褐色土 炭化物を多紐に含み、焼土を少屈含む。掘方埋土。

L=91.20m 

゜
1 : 30 1 Ill 

第46図 B2区2面 3号竪穴住居平面図 ・土層断面図 ．掘方平面図 ・カ マド使用面 ・掘方平面図
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第3章追跡の概要
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第47図 B 2区2面 3号竪穴住居カマド掘方平面図 ・出土遺物 （1)
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3. 2面の調査
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第48図 B 2区2面 3号竪穴住居出土遺物 （2)

◆B2区 4号竪穴住居

巻頭カ ラー付図 2 第49図写図13• 34 観察表P149 

位置 Bp • Bq -39 • 40グリ ッド

方位 N-111° -E 

規模 東西3.30mX南北4.10m

形状 隅丸長方形

面積 12.6m' 

埋没土 上層よりAs-Bのスコリア・青灰色火山灰．

小豆色火山灰を含む茶褐色土と As-KK.As-B. 

暗褐色士・茶褐色土 ・黒褐色土が自然堆積する 。A

s-Bについては一次堆積層であり、 As-B降下堆積

時点で既に凹み状を呈する 。

重複 なし。

壁高 北壁0.38m 南壁0.24m

貯蔵穴 南東隅に円形状の凹みを検出したが、遺物

は伴わず、旧利根川の河床礫が露出している 。

柱穴 なし。

周溝 なし。

床面 所々に浅い凹みが認められるが、概して扁平

である 。

掘方 使用面と掘方との相違は認められない。

出土遺物 土師器甕片・須恵器羽釜片

カマドの位置 東壁の中央部よりやや南寄りに設置

され斜方向に延びる東カマド。肩袖に袖石が残存し、

燃焼部中央に支脚に使ったと思われる礫を立てたピッ

トを残す。

規模 焚口部幅0.45m 燃焼部奥行0.45m

燃焼部幅0.43m

調査所見 3号住居と同様にAs-B埋没過程の凹み

にAs-Bが一次堆積している。As-Bの堆積状態も

極めて良好であり、 As-Bの堆積状況と 9世紀後半

の住居との比較から、この住居が埋没するのに約 2

世紀程度かかったことが看て取れる。住居の年代は、

10世紀前半と推定される 。
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第 3章 追跡の概要
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暗褐色土

黒褐色土

茶褐色土

暗褐色土

暗褐色土

5培に比べ混入パミスの比率が極端に低く、黄褐

色シルトのプロック （地山）を少砒含む。 しまりに

欠ける。

5展に比べAs_Cが少なくなる。ややしまりあり 。

Hr-FAに伴うパミスと As-Cとの混土。しまり

あり 。

As-C混土。 しまりあり 。8思に比べ色調がやや

茶色味を帯びる。

粒子均ーで細かい。As-Cを少砒含む。

10陪に色調が近似するが、 As-Cを全く含まない。
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B2区(2而）

1 赤褐色土

2 II音褐色土

3 暗褐色粘質土

4 暗褐色土

5 黄褐色土
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4号竪穴住居 ・カマド土附断iii
焼土。粒子細かく均ー。

やや粘性あり 。しまりあり 。

粘性が強く、しまりあり 。

Hr-FAに伴うパミスと As-Cとの混土。

粒子均ーで細かい。掘方の埋土。

□42 

n
 

3
 ー

．．
 ー 10cm 

i 

第49図 B 2区2面 4号竪穴住居平面図 ・土層断面図・カマド掘方平面図・出土遺物
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◆B2区 5号竪穴住居

付図 2 第50• 51 • 52図写図14• 34 観察表P149 • 150 

位置 Bo-40、Bo・ Bp-41グリッド

方位 N-105° -E 

規模 東西3.20mX南北4.02m

形状 隅丸長方形

面積 12.9m2 

埋没土 Hr-FAに伴うパミス ・As-Cを含む黒褐

色土が自然堆積する 。As-B降下堆積時点で既に凹

み状を呈する 。

重複 なし。

壁高 北壁0.36m 南壁0.44m

貯蔵穴 南東隅と南西隅の 2箇所で河床礫を掘り込

んだ凹みを確認したが、両者共に遺物を伴わない。

柱穴 なし。

— 
Al -

Ù I 

D' 

」 よ．

] - -三マこコ／一

L=92.30m 

D D' 

＼ 
L=91.30m 

3. 2面の調査

周溝 なし。

床面 地山と暗褐色土を混ぜ込んで床面を構築して

いる。北東隅で旧利根川の河床礫が露出する。

掘方 一定の大きさのしっかりとした凹凸が認めら

れ、集中的に掘り込んだ箇所も看取できる。

出土遺物 須恵器坑 ・ 黒色土器坑 ・ 灰釉陶器皿 •土

師器甕・須恵器甕 ・須恵器羽釜片

カマドの位置 東壁の中央部よりやや南寄りに設置

され、斜方向に延びる東カマド。袖石や支脚に使わ

れたと思われる円礫が多数残存する 。燃焼部中央に

焼士痕を残す。

規模 焚口部幅0.50m 燃焼部奥行0.88m

燃焼部幅0.33m

調査所見 2 • 3 • 4号住居と 同様に、 As-B埋没

過程の凹みにAs-Bが一次堆積している。住居の年

代は、 10世紀前半と推定される。

-

B2区(2而） 5号竪穴住居・ヒ1附断面

1 黒褐色土 As-CとHr-FAに伴うパミスを含む。

2 黒褐色上 As-Cを少紐含む。地山のI火黄色土を少屈含む。

3 黒褐色土 1培より As_Cが少ない。灰黄色土をプロック状

に含む。

B2区(2而） 5号竪穴住居 ・貯蔵穴士附断而

1 黒褐色土 Hr-FAに伴うパミスと As-Cを含む。

2 黒褐色土 パミスを全く含まない。炭化粒を少益含む。地山

の灰黄色土をプロックで含む。

0 1:60 2m 
し99--・l__9-J 

第50図 B2区2面 5号竪穴住居平面因 ・土層断面図 ．掘方平面図
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第3章造跡の概要

、
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叶

B2区(2面） 5号竪穴住居 ・カマド」J杓断而

l 灰白色粘土焼土粒を含む。

2 黒褐色土 As-C、Hr-FAに伴うパミスを含む。

3 灰掲色土 焼土を含まない。

4 白色粘土 上面に焼土を混入。

5 黒色粘質土 白色粘土と黒色土との混土。

6 赤褐色土 焼土。

7 灰褐色士 焼土を少品含む。

8 黒褐色土 地山の灰黄色上をプロックで含む。

E
0
0
0
.
8
6
1
1
T
 

B' 0 1 : 30 1 m 

しー·-—-，＇ ’-一·9 9 99 9 , J 

L=92.80m 

ーニ――_

―̀― ― 43 

口
＼三守弓：

‘‘、~-.--・
・／

、̀

--7 45 

＼
 

ヽ

•I 

，
 

4
 

[
 

-

i

ー

[

]

]

――
 

ロロ
'

l

¥

下
1

]

三―

l

-

f

'

ー

，

＼

ミ

ニ

、

[

口

¥

ノ

y

¥

[

¥

/

¥

]

J

{

[

:

¥

¥

¥

¥

 

〉

l
-

』
ノ
ぐ
ぃ
＼

三
□:

J_
[
¥
Y

」

二

『

ゾ

□‘

ン

」

ミ

＼
 

゜
1 : 3 10cm 

第51図 B 2区2面 5号竪穴住居カマド平面図 ・出土遺物 （1)
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3. 2面の調査

＼
 

I I 

万
0 1 : 3 10cm 

51 ¥- - -―9 9999999···--—l-999999, | 

第52図 B 2区2面 5号竪穴住居出士遺物 （2)

◆B2区 6号竪穴住居

付図2 第53• 54図写図15• 35 観察表P150 

位置 Bm-31 • 32グリッド

方位 N-109° -E 

規模 東西3.10mX南北3.78m

形状 隅丸長方形

面積 10.9m' 

埋没土 Hr-FAに伴うパミス・ As-Cを含む黒褐

色土が自然堆積する 。As-B降下堆積時点で既に凹

み状を呈する 。

重複 なし。

壁高 北壁0.32m 南壁0.36m

貯蔵穴 なし。

柱穴 なし。

周溝 なし。

床面 地山と暗褐色土との混土で平坦な床面を構築

している。

掘方 比較的凹凸が少なく浅いが、集中的に掘り込

んだ箇所も看取できる 。

出土遺物 上師器坑・須恵器坑・黒色上器碗・土師

器甕

カマドの位置 東壁の中央部よりやや南寄りに設置

され、斜方向にのびる東カマド。両袖石と支脚に使

われたと思われる円礫が原位置をとどめて残存する。

規模 焚口部幅0.35m 燃焼部奥行0.50m

燃焼部幅0.35m

調査所見 2 • 3 • 4 • 5号住居と同様に、 As-B

の凹みとして確認されている。カマド燃焼部にある

支脚は、左右 2つが立ったまま検出された。住居の

年代は、 9世紀後半と推定される 。
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第3章追跡の概要

--/ 1 

¥ 
L=91.20m 

`
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吋

82区(2而） 6号竪穴住居 ・上陪断面

1 黒褐色土 As-CとHr_FAに伴うパミスを含む。

2 黒褐色土 As-Cを極少孤含み、黄褐色シルトをブロックで

含む。

3 焦褐色土 l陪に近似するが、 As-Cが少批となる。

0 1:60 2m :- __-

E
0
8
.
I
6
1
1
T
 

B 8 2 ー 5 B ＇ 
B2区(2面）

1 黒色土

2 褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 黒褐色土

6 黒褐色土

6号竪穴住居 ・カマド土陪断面

焼土、炭化物を含む。

焼士を多姫に含む。

Hr-FAに伴うパミスとAs-Cを含む。

焼土、炭化物を含むが、2層よりも少ない。

焼上を少址含む。地山の黄色土をブロックで含む。

焼士、炭化物を全体に含む。5陪よりも地山の黄

c
 

C' 

色土プロックが少ない。

7 黒褐色土焼土を多最に含む。

8 黒褐色土 掘方の埋土。焼土、炭化物を少氣含む。地山の黄

褐色シルトプロックを少屈含む。

□ 
L=91.20m 

゜
1 : 30 1 m 

第53図 B 2区2面 6号竪穴住居平面図 ・土層断面因 ・カマ ド使用面 ・掘方平面図
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3. 2面の調査
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0 1,・3 10cm 

——----— 第54図 B 2区2面 6号竪穴住居出土遺物

◆B2区 7号竪穴住居

付図 2 第55• 56 • 57図写図15• 16 • 35~37 観察表P150・151

位置 Bm • Bn-39 • 40グリッド

方位 N-105° -E 

規模 東西3.66mX南北3.66m

形状 隅丸方形

面積 13.1m2 

埋没土 Hr-FAに伴うパミス ・As-Cを含む黒褐

色土 ・灰褐色土が自然堆積する。

重複 なし。

壁高 北壁0.40m 南壁0.32m

貯蔵穴 南東隅と南西隅で円形状の凹みを検出した

が、遺物は両者共に伴わない。

柱穴 なし。

周溝 なし。

床面 地山と暗褐色土との混土で床面を平らに構築

している。地山部分と暗褐色土部分の色の違いが明

白である。

掘方 大小様々な凹凸が認められ、北西隅で集中的

に掘り込んだ箇所も看取でき、南側では旧利根川の

河床礫が露出する。

出土遺物 須恵器坪 ・須恵器坑・黒色土器坑・墨書

土器片 ・灰釉陶器皿・土師器甕・須恵器羽釜

カマドの位置 東壁のほぽ中央部に設置され、斜方

向に延びる東カマド。片側の袖石が残存し、燃焼部

左側の位置に支脚が残存する。

規模 焚口部幅0.80m 燃焼部奥行0.77m
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第3章 遺跡の概要

燃焼部幅0.48m 完了していたものと思われる 。したがって、住居の

調査所見 As-Bの降下時点では既に住居の埋没が

‘o| 

年代は、出土遺物から10世紀前半と推定される 。

――J/  1 
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L=91.30m 

口
82区(2面）

1 黒褐色土

2 灰褐色上

3 灰褐色土

4 黒褐色土

7 号竪穴住居 •土層断面・貯蔵穴土／悧断面

As-C、Hr-FAに伴うパミスを多屈に含む。

As-C、Hr-FAに伴うパミスを少址含む。

地山の灰黄色土をブロックで含む。

2と3培との混土。

L=91.50m 
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82区(2面）

1 黒褐色土

2

3

4

5

6

7

 

黒褐色土

褐色土

黒褐色士

褐色土

黒褐色土

黒褐色土

7号竪穴住居・カマド土附断面

Hr-FAを伴うパミスとAs-Cを含む。焼土、粘

土を少罹含む。

焼土と粘土を多罷に含む。

焼土を多益に含む。

l層よりも粘土を含まない。

焼土を多址に含む。

炭化物、焼土を多量に含む。掘り方埋土。

地山の灰黄色土をプロックで含む。焼土、炭化材

を少量含む。掘方埋土。

゜
1 : 30 1 m 

第55図 B 2区 2面

L=91.50m 

7号竪穴住居平面図・土層断面図 ．掘方平面図 ・カマド使用面・ 掘方平面図
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3. 2面の調査
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第56図 B 2区2面 7号竪穴住居出土遺物 (1)
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第3章 遺跡の概要
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第57図 B2区2面 7号竪穴住居出土遺物 （2)
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◆B2区 8号竪穴住居

付図 2 第58• 59図万l'J(l16• 17 • 37 観察表 P151 

位置 Bs-46 • 47グリッド

方位 N-80° -E 

規模 東西2.68X南北3.34m

形状 隅丸長方形

面積 8.7m2 

埋没土 Hr-FAに伴うパミス・ As-Cを含む黒褐

色土・黒灰色土が自然堆積する 。

重複 22号溝に先行する 。

壁高 北壁O.llm 南壁0.12m

貯蔵穴 なし。

柱穴 なし。

周溝 なし。

床面 小円礫を多く 含む暗褐色土で床面を構築し、

I° °l -

＼ 
＼ 

＼ 
＼ 

¥ ¥ òI 
22号溝 ＼ 

＼ 

¥ 11 A' 
＼ 
＼ 
＼ 
＼ 
＼ 
＼ 

3. 2面の調査

南側で旧利根川の河床礫が一部露出している。

掘方 使用面と堀方の相違は詔められない。

出土遺物 須恵器椀

カマドの位置 東壁の中央部とその南寄りの 2カ所

に設置され、斜方向に延びる東カマド。カマド周辺

に袖石と思われる円礫が残存する。

規模 焚口部幅0.60m 燃焼部奥行0.35m

燃焼部幅0.43m

調査所見 床面を22号溝に切られていることからみ

て、 22号溝よりは古い。また、カマドは造り替えが

認められ、南寄りのカマド焚口の周辺部に焼土、炭

化物が多いことから 、こちらのカマドの方が北隣り

のカマドよりも新しいと考えられる 。なお、 As-B

の降下時点では、住居の埋没が既に完了していたも

のと思われる。住居の年代は、 9世紀後半と推定さ

れる。

B2区(2l(,i) 8サ竪穴!cWi• 221;•溝 • 土！悧断 1 fii

1 患褐色上 Hr-FAに伴うバミスを少批含み、 As-Cを斑点

状に含む。 しまりあり 。

2 暗褐色ヒ As-Cを多品に斑点状に含む。 1／汁よりも色調が

明るく、鉄分沈沿痕を佃かに残す しまりあり 。

3 暗褐色上 2悟に極めて近似するが、 As-Cの姑が少なくな

る。しまりあり

4 暗褐色上 3 /(}よりもさらにAs-Cの益が少ない

しまりあり 。

5 暗褐色土 4 陪よりもさらにAs-Cの屈が少なく微：，し•に含む。

しまりあり 。

6 暗褐色上 Hr-FAに伴うバミスと As-Cの小粒を斑点状に

多砒に含む。色調がやや茶色味を帝び、しまりあ

り。鉄分沈粁痕が少拡認められる

7 黒灰色上 鉄分沈約痕がプロック状に混入。As-Cも少梵含

まれる。固い。

＼ 
＼ 
＼ 
＼ 
＼ 
＼ 

＼ 

8号住 22号溝 8号住

土三疇麟声三＇

Ii/ 

こ

（

L=91.70m 

゜
1 : 60 2 m 

゜
3
 

．．
 ー 10cm 

第58図 B2区2面 8号竪穴住居平面図・土思断面図・出土追物
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第3章遺跡の概要

r lo Iて） 叫II 
巴

こ B2区(2面） 8号竪穴住居 ・カマド土）晋断llil
ミ l 黄灰白色土 白色 ・黄色 ・灰色土粒からなる。

非常に固い。

2 暗褐色土 As-Cを斑点状に含む。焼士粒、

炭化粒を少祉含む。しまりあり 。

3 赤褐色士 焼土。

4 暗褐色土 焼土粒を少屈含む。

5 暗褐色土 焼土ブロック、焼土粒を多屈に含

む。固い。

Iの、 詞 仁：l
6 暗褐色土 灰色土塊を少屈含む。 しまりあり 。

7 灰暗褐色土焼土、灰を多く含む。

E 8 黒褐色土 炭化物を多屈に含む。焼土を少益含

巨 む。
←一→

9 暗褐色土 炭化物、焼土を少孤含む。B 且． ゜7 4 9 5 II 
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第59図 B 2区2面 8号竪穴住居カマド使用面平面図．掘方平面図

◆B2区 9号竪穴住居

付図 2 第60• 61図 写図17• 37 観察表P151・ 152

位置 Bs • Bt-45グリ ッド

方位 N-96° -E 

規模 東西2.54mX南北2.98m

形状 隅丸方形

面積 7.4m2 

埋没土 Hr-FAに伴うパミス・ As-Cを含む暗褐

色土が自然堆積する。

重複 なし。

壁高 北壁0.04m 南壁0.05m

貯蔵穴 なし。

柱穴 なし。
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周溝 なし。

床面 小円礫を多量に含む暗褐色土で床面を構築し、

旧利根川の河床礫が露出している。

掘方 集中的に掘り込んだいくつかの凹みが看取で

き、特に両カマド周辺で顕著である。

出土遺物 須恵器塊 ・土師器甕

カマドの位置 東壁の中央部よりやや南寄りとやや

北寄 りの 2カ所に設置され、共に斜方向に延びる東

カマド。

規模 （東カマド ・南）

焚口部幅0.70m 燃焼部奥行0.50m

A' 

3. 2面の調査

燃焼部幅0.60m

規模 （東カマド ・北）

焚口部幅0.85m 燃焼部奥行0.85m

燃焼部幅0.60m

調査所見 カマドは造り 替えが認められ、 8号住居

同様に、南寄 りのカマ ド焚口の周辺部に焼土、炭化

物が多いことから、こちらのカマドの方が北隣りの

カマドよりも新しいと考えられる 。また、 As-Bの

降下時点では、住居の埋没が既に完了していたもの

と思われる 。住居の年代は、 9世紀後半と推定され

る。

B2区(2面） 9 号竪穴住居 • 土附断而A -A'

1 暗褐色土 Hr-FAに伴うパミスと As-Cを所々斑点状に含

む。層中に¢ 5 cm程度の円礫を含む。 ¢1 cmの炭

化物も認められる。しまりあり 。

B2区(2而） 9号竪穴住居 ・カマド （南）」汎り断面

D-D'E-E' 
1 灰黄色土 炭化物、焼土を少量含む。シルト質。

2 灰贅色土 シルト 、焼土を多益に含む。

3 灰黄色土 シルトを多岱に含み、焼土を極少楚含む。

4 黒褐色土焼土を少益含む。

5 黒褐色土 炭化物、焼上を殆ど含まない。

6 灰黒色土 灰を多埜に含む。

7 灰黒色土 灰陪、焼土、炭化物を多く含む。掘 り方埋土。

8 黒褐色土 焼土、炭化物を少量含む。掘 り方埋土。

B2区(2面） 9号竪穴住居 ・カマド （北）土附断面

B-B'C-C' 
1 黒褐色土 As-C混土。 As-Cを多星に含む。焼土極少餓。

2 黒褐色土 As-Cを含まない。

8 黒褐色土 焼土、炭化物を少屈含む。掘り方埋土。

L=91.60m 

゜
1 : 60 2 m 
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第60図 B 2区 2面 9号竪穴住居平面図 ・上層断面図 ．掘方平面図・カマド使用面平面図
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第3章追跡の概要
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第61図 B 2区2面 9号竪穴住居掘方平面図 ・カマド掘方平面図 ・出土遺物
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3. 2面の調査

◆B2区

付図 2

位置

方位

規模

形状

面積

重複

壁高

Bs • B t ~44グリッド

東西4.08mX南北(-)m

南壁部分が撹乱を受けているため不明。

撹乱を受けているため計測不能。

埋没土 Hr-FAに伴うパミス・ As-Cを含む黒褐

色土・暗灰褐色土が自然堆積する 。

なし。

西壁0.25m

貯蔵穴

は出土していない。

柱穴

周溝

床面

僅かに北壁と西壁に沿って溝状に落ち込む。

掘方

第62• 63図

(N ~95° 

10号竪穴住居

写図17• 18 • 37 

-E) 

観察表P152 

東壁0.20m

南西隅で円形状の土坑を検出したが、遺物

なし。

なし。

小円礫を含む暗褐色土によって床面を構築し、

河床礫の量が増えるが、使用面と掘方との相

出土遺物

カマドの位置

され、共に斜方向に延びる東カマド。カマド周辺部

には、袖石と支脚に使われたと思われる円礫が多数

残存し、南側のカマドには両袖石が残存し、焚□前

には火床構築に関係したと思われる凹面が残る 。

規模

焚口部幅(0.48)m 

燃焼部幅(0.45)m 

規模

調査所見

灰釉陶器碗・土師器甕片

東壁の中央部に隣接して 2カ所設置

（東カマド・南）

燃焼部奥行0.50m

（東カマド ・北）

焚口部幅(0.50)m 

燃焼部幅(0.40)m 

燃焼部奥行0.70m

住居の北側カマドから南側の壁立ち上が

りにかけて、長方形の比較的新しい時期の撹乱を受

けている 。カマドは造り替えが認められ、南寄りの

カマド焚口の周辺部に炭化物が多いことや両袖石が

原位置をとどめていることからみて、 こちらのカマ

違はほとんど認められない。

ドの方が北隣りのカマドよりも新しいと考えられる。

また、 As-Bの降下時点では、住居の埋没が既に完

了していたものと思われることや、住居に伴って出

土した遺物などからみて、住居
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の年代は、同調査区で検出され

た2 • 6 • 8 • 9号竪穴住居と

同様に 9世紀後半と推定される。

B2区(2面）

1 暗褐色土

3
 

4
 

暗褐色土

里掲色土

暗灰褐色士
U
I
O
9
.
I
6
1
1
T
 

1 0号竪穴住居 • 土陪断面

Hr-FAに伴うパミスと A

s-Cを多品に斑点状に含

む。しまりあり 。

1層に近似するが、色調が

やや暗くなる。炭化材を所

々に含む。しまりあり 。

As-Cの割合が 1• 2 wiに

比べ少なくなる。しまりあ

り。

掘方埋土。As-Cを極少梵

含む。

0 1 : GO 2 m -__ 
第62図 B 2区2面 10号竪穴住居平面図 ・土層断面図
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B2区(2面）

l 暗褐色土

‘
¢
 

マ

[
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言

／

B
 

IO 

ド

10号竪穴住居 ・貯蔵穴土附断而
Hr-FAに伴うパミスと As-Cを含む。

゜
1 : 60 2 m 

叫

゜~吋
｀ 

B' 
5 4 7-

、
G

可

L=91.60m 

,
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゜
3
 

10cm 

10号竪穴住居・カマド土附断面
As-C混土。焼土、炭化物を殆ど含まない。

As-Cを含まない。

As-C混土。焼土、炭化物を多く含む。

シルト質。焼土を多く含む。

焼土を多絨に含む。

焼土、灰を多絨に含む。

黄色の粘土を少益含む。

焼土、炭化物を多く含む。

As-Cを極少筵含む。

゜
30 

82区(2面）

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黄褐色土

5 褐色土

6 黒褐色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土

9 暗灰褐色土

1 m 

第63図 B 2区2面 10号竪穴住居掘方平面図 ・出土遺物・カマド使用面・掘方平面図
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◆B2区 11号竪穴住居

付図 2 第64• 65図写図18• 19 • 38 観察表P152 

位置 B1-35 • 36グリッド

方位 N-95° -E 

規模 東西2.85mX南北3.76m

形状 隅丸長方形

面積 10.7m' 

埋没土 Hr-FAに伴うパミス・ As-Cを含む黒褐

色土・灰黒色土が自然堆積する 。

重複 なし。

壁高 北壁0.18m 南壁0.25m

貯蔵穴 北東隅と南西隅に円形状の浅い落ち込みが

認められる 。

柱穴 なし。

周溝 なし。

----/ l― 

叫

c
 

3. 2面の調査

床面 地山と暗褐色土との混土によって、床面を構

築し、床面中央部に僅かな凹みが看取できる。

掘方 大小様々な凹凸が看取でき、部分的に凹凸が

目立つ箇所が認められ、所々に旧利根川の河床礫が

露出している 。

出土遺物 須恵器坪 ・ 須恵器坑 • 土師器甕片 ・ 須恵

器羽釜片

カマドの位置 東壁の中央部に設置され、斜方向に

延びる東カマド。焼土、炭化物を多く含むカマド周

辺部に、袖石と支脚に使われたと思われる円礫や遺

物が多数残存する。

規模 焚口部幅0.75m 燃焼部奥行0.61m

燃焼部幅0.52m

調査所見 As-B降下時点では、既に住居の埋没が

完了していたものと思われる。住居の年代は、 10世

紀前半と推定される 。

c 

A
 

2
 

A' 

L=91.50m 

D D' 

B2区(2面） 11号竪穴住居 • 土／竹断面

黒褐色土 Hr-FAを伴うパミスと As-Cを含む。

2 黒褐色土 As-Cを極少益含む。

3 I火黒色土 炭化物、灰を多く含む。焼上粒を少饉

含む。

B2区(2面） 11号竪穴住居 ・貯蔵穴土陪断面

1 黒褐色土 Hr-FAを伴うパミスと As-C

を含む。

L=91.40m 

゜
I : 60 2 m 

第64図 B 2区2面 11号竪穴住居平面図 ・土層断面図 ．掘方平面図
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第3章遺跡の概要

Q̀ ` Q I 

主＿ 5

蕊：

B' 口
0 1 : 30 1 m 

L=91,40 m 

B 2区(2面） 11サ竪穴住居 ・カ マド上／州断l面

1 黒褐色:t_ Hr-FAに伴うパミスと As-Cを含む。焼土を極

少紐含む。

2 II；竹褐色土 カマドの粘土を多く含む。焼土、炭化物を多く含む。

3 灰里色土 2附よりも焼土を多く含む。

4 黒色土 焼土、炭化物を含まない。

5 黒色士 焼士、炭化物を少祉含む。

6 灰焦色土 粘土を多く含む。焼土、炭化物を少埜含む。

7 黒褐色土 炭化物、灰を多砧に含む。焼土も少飴含む。掘り

方埋土。

8 黒掲色土 粘土の焼土化したものを含む。炭化物は 7)啓より

も少ない。掘方埋士。

¥ ¥/  

口
l
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゜
1 : 3 ]Ocm 

第65図 B 2区2面 11号竪穴住居カマド使用面・ 掘方平面図 ・出土遺物
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3. 2面の調査

◆B2区 13号竪穴住居

付図 2 第66• 67図写図19• 38 観察表P152 

位置 Bl-39グリッド

方位 N-125° -E 

規模 東西2.86mX南北3.15m

形状 隅丸方形

面積 8.6m' 

埋没土 Hr-FAに伴うパミス ・As-Cを含む黒褐

色土が自然堆積する 。

重複 なし。

壁高 北壁0.22m 南壁0.18m

貯蔵穴 なし。

柱穴 なし。

周溝 なし。

床面 地山と暗褐色土との混土によって、床面が構

築されている 。

掘方 大小様々な凹凸が床一面に残存する。

出土遺物 土師器境・須恵器壌 ・上師器甕 ・須恵器

羽釜・須恵器杯片

カマドの位置 東壁の中央部よりやや南寄りに設置

され、斜方向に延びる東カマド。袖石と燃焼部中央

に支脚が残存し、遺物も多く出土する 。

規模 焚口部幅0.65111 燃焼部奥行0.40111

燃焼部幅0.39111

調査所見 As-B降下時点では既に住居か埋没して

いたものと思われる 。住居の年代は、 10世紀前半と

推定される 。

----9  / 1 

［
l
 ヽ

言3
3

一ーJ/1 

3 2 _£ 

L=91.30m 

92叫 Q̀ | 

叶 叶

82区(2面） 13号竪穴住居 ・上陪断面

1 黒褐色土 Hr-FAを伴うパミスと As-Cを含む。

2 黒褐色土 Hr-FAを伴うパミスとAs-Cを少屈含む。

3 黒褐色土 地山の灰黄色土をプロノクで含む。 2層よりも A

s-Cの閲が少なくなる。掘り方埋土。

゜
1 : 60 2 m 

u
0
8
.
I
6
1
1
1
 

B
 

B' 
4 」 L=9130m 

゜

82区(2面） 13サ竪穴住居 ・カマド土｝州断面

1 黒褐色土 Hr-FAに伴うパミスと As-Cを含む。

2 黒褐色土 i陪よりも色調かやや明るい。焼土、炭化物が少

絨。

1 : 30 

3 患褐色土焼土を少屈含む。

4 閣褐色土 パミスを含まない。地山の灰黄色土を含む。

1 m 
5 黒褐色土 焼土、炭化物を多く含む。揺方埋土。

第66図 B 2区2面 13号竪穴住居平面図 ・土層断面図 ．掘方平面図・カマド使用面・掘方平面図

77 



第3章追跡の概要
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◆D5区 16号竪穴住居

付図 2 第68• 69 • 70図写図19• 20 • 39 観察表P152 • 153 

位置 Cl・ Cm-54 • 55グリッド

方位 N-83° -E 

規模 東西2.84mX南北3.90m

形状 隅丸長方形

面積 10.9m' 

埋没土 暗褐色土． As-B • Hr -FA • As -Cを含

んだ褐灰色土 ・黒褐色土 ・灰褐色土 ・白色粘土 ・黒

灰色土が自然堆積する 。

重複 5号畠に先行する 。
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第67図 B2区2面 13号竪穴住居出士遺物

壁高 北壁0.40m 南壁0.50m

貯蔵穴 南東隅に円形状の落ち込みを検出したが、

遺物は出土していない。

柱穴 なし。

周溝 なし。

床面 地山と暗褐色土との混士によって床面を構築

し、 一部白色の粘土塊が混入する 。

掘方 大小様々な凹凸が認められる。特に壁際に集

中的に掘り込んだ痕跡を残し、住居南側中央部から

は円形状の床下土坑が確認された。

出土遺物 須恵器椀 ・須恵器羽釜

カマドの位置 東壁の中央部よりやや南寄りに設置

され、斜方向に延びる東カマド。カマド先端部に扁

平な円礫を残す。

規模 焚口部幅0.45m 燃焼部奥行0.35m

燃焼部幅0.80m

調査所見 検出された住居の中では比較的大きな規

模をもつ。床面以外の付近の確認面で、硬化した箇
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L=92.20m 
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3. 2面の調査

所が認められ、当初、時期を異にした

住居の重複が予想されたが、調査区内

において他の住居の検出は確認されて

いない。また、 As-B降下時点では既

に住居の埋没が完了していたものと思

われる 。住居の年代は、出土した遺物

からみて、 A3区14号竪穴住居、 B1 

区 1号竪穴住居、 B2区3 • 4 • 5 • 

7 • 11 • 13号竪穴住居と同様に、 10世

紀前半と推定される 。
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D5区(2面） 16サ竪穴住居• ::l濁断面

1 暗褐色土 As-B混土。

2 褐灰色土 As-B、Hr-FA、As-Cの混土。

3 褐灰色土 Hr-FAの混土。

3'褐灰色土 キメが細かく粘性が強い。

4 黒褐色土 As-C混土。

5 褐灰色土 31界に近似するが、焼土粒、粘土粒、炭化物、灰

を含む。

5'褐灰色土 51愕に近似するが、焼土粒、粘土粒、炭化物、灰

を多く含む。

6 褐灰色土 5培に近似するが、焼土、粘土が¢ 2~5 cmの塊

で含まれる。

7 褐灰色土 黒色の灰を主体とし、炭化物粒、粘土粒を含む。

8 褐灰色土 5膀と同系の土に、 4層の塊が混入する。

① 灰 褐 色 上 白色粘土を多虻に含む。貼り床。固い。

② 暗褐色土 地山の黄色土塊と暗褐色土が混じり合う 。貯蔵穴

の6陪に近似。

③ 白色粘土 床下土坑の縁から底まで全体に貼られている。

④ 暗褐色土 ②陪に近似するが、地山土塊の一つ一つが大きく

はっきりと判別できる。

D5区(2面） 16号竪穴住居 ・貯蔵穴士陪断而

1 黄褐色土地山。

2 暗褐色土 黄褐色の地山土塊が若干混じる。

3 黒灰色土 炭化物を主体に、白色粘土粒も混じる。

4 白色粘土粒子均ーで細かい。

5 暗灰褐色粘質土 混入物なし。

6 暗褐色土 地山土塊が多く混じる。

D5区(2面） 16号竪穴住居 ・床下士坑上陪断面

1 暗灰褐色粘質土 混入物なし。

2 暗褐色土 地山土塊が多く混じる。

3 白色粘土粒子均ーで細かい。

ここ
H 3 1 H' 

｀ ゜
1 : 60 2 m 

L=91.60m 
L=92.40m 

第68図 D5区2面 16号竪穴住居平面図 ・土層断面図 ．掘方平面図
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第3章 逍跡の概要
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褐灰色士

褐灰色土

褐灰色土

16号竪穴住居 ・カマド十J悧断而

3層に近似するが、焼土粒、粘土粒、炭化物、灰

を含む。

51習に近似するが、焼士、粘土が¢ 2~5 cmの塊

で含まれる。

2層に近似するが、白色粘土の割合が多い。

焼土塊。

白色粘士プロック、焼土ブロックを含む。

5陪に近似するが、 黒灰、炭化物を多く含む。

5 • 6陪に近似するが、焼土ブロッ ク、 炭化物、

灰が少ない。

3思に極めて近似する。
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第69図 D5区2面 16号竪穴住居カマド使用面 ・掘方平面図
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3. 2面の調資
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第70図 D5区2面 16号竪穴住居出士遺物

◆D6区 15号竪穴住居

付 1~12 第71図写図20

位置 Cf-52グリッド

方位 (N-93° -E) 

規模 東西(-)mX南北(-)m

形状 不明。

面積 カマドのみの検出のため計測不能。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土が自然堆積する 。

重複 なし。

壁高 南壁0.18m 北壁(-)m

貯蔵穴 不明。

柱穴 なし。

周溝 なし。

床面 不明。

掘方 不明。

出土遺物 なし。

カマドの位置 東壁の斜方向に延びる東カマド。

規模 焚口部幅(-)m 燃焼部奥行(-)m

燃焼部幅0.40m

調査所見 カマド燃焼部以外のほとんどが調査区外

の未調査部分にあたるため住居の全形は不明であり、

出土遺物をまった＜伴わないために住居の年代も特

定することができない。おそらくは14号竪穴住居と

位置的にも近いことから、 一連の住居とみることが

でき、周辺の未調査部分にも同年代の住居がある可

能性が考えられる 。また、土層断面の観察では 、A

s-B降下時点では既に住居の埋没が完了していた

ものと思われることから、年代の判明している 2.

6 • 8 • 9 • 10号住居と同年代の 9世紀後半の住居

とみることができる 。なお、 D6区4号井戸と住居

との関係は、本住居同様に井戸からの出土遺物がな

いために不明である 。
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第3章追跡の概要
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D6区(2而） 15号竪穴住居 ・西壁士／曽断面

I 暗褐色土 表土。現行水田耕土。As_Aを含む。

II 茶褐色土 現行水田床土。鉄分沈着層。As-Aを含む。

Ill 茶褐色土 Il庖に色調が近似する 。As-A、As_Bの

混土。鉄分沈着痕を多数残す。Hr-FAに伴

うパミスが少屈混入。

w 黒褐色土 As-C混土。

1 黒褐色土 As-C混土であるが、 As_Cの混入が多い。

2 As-C 浅間C軽石の一次堆積。

3 暗褐色シルト 地山に'P5~10cm大の円礫を混入する。

4 砂礫陪

5 砂礫陪

6 黒色砂礫I邑

7 黒褐色土

8 黙褐色土

9 赤褐色土

10 黒褐色土

11 黒褐色土

¢ 1~10cm大の円礫を多歴に含む。

¢ 20~50cm大の円礫を多砒に含む。

砂層に礫が多屈に混入。

As-Cを微最に含む。

As-Cと焼土プロックを少姑含む。

15号住のカマドの焼上。

8層に近似するが、焼土ブロックが細かく分散

して混入。

地山シルトにAs-Cを少ht含む。
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D6区(2面） 15号竪穴住居・カマド士府断面

1 赤褐色土焼土。

2 黒褐色土 地山シルトに焼土ブロックを少最含む。

L=91.80m 

0 l : 30 

1 -こー・・-―--
.i l m 

第71図 D6区2面 15号竪穴住居カマ ド位置図 ・土層断面図・ カマ ド使用面平面図
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(3) 

3. 2面の調査

畠
i

◆A2区 3号畠

付図 2

位置

グリツ ド

重複 BJ崎7• 58グリッド内で、

面によって一部削平を受けていることから、明らか
1面の25号溝の底

に25号溝に先行する。

被覆層と残存状況

ミス •As-Cを含んだ暗褐
畝間耕作痕にHr-FAに伴うパ

間の残存状況は良好であるが、畝間の耕作痕列のみ
色土が単層堆積する。畝

の検出である。

畠域の地形

する。

4号畠と同様に平坦な微高地上に位置

畝間の走向と数

南東の畝間が6条残存する。

北東ー南西の畝間が15条、北西一

耕作土
地山は暗褐色シルトであるが、上位からの

撹拌を受けているために不明である。

出土遺物

調査所見

第72図

Bh • Bi-57. 58、Bj~Bl-56~58、Bm-57

なし。

写図20

北東ー南西方向と北西ー南東方向のそれ

ぞれ走向を異にする畝間耕作痕があり、お互いに重

複していないことからみて、同時期に方向を異にす

る畠があった可能性が考えられる。また、畝間がほ

ぼ等間隔であることから畝のつくり変えは行われな

かったものと思われる。同調査区から検出された 4

号畠と走向を共にする畝間耕作痕があることから、

調査区域外北側でつながる同時期でしかも一連の畠

が存在する可能性が高いものと思われる。なお、 A

2区1面の 1号畠の所見でも記述したが、調査区の

北側域は、 Al区24号溝の北西端の続きが微高地縁

辺部を走り、そこを境にして北側が低地部になる可

能性が極めて高く、本畠は 4号畠と同様に、地形的

には低地部に移行する間の平坦部に営まれた畠と考

えられる。他にA2区と B2区との調査区域外にも

畠もしくはそれに伴った時期の住居がある可能性が

高い
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第72図 A2区2面 3号畠平面図

83 



第3章遥跡の概要

◆A2区 4号畠

付図 2 第73図

位置 Bp-57、Bq• Br-56 • 57グリッド

重複 l面の26号溝によって、畝間耕作痕列が削平

されている。また、 1号踏み分け道に近接する 。

被覆層と残存状況 畝間耕作痕にHr-FAに伴うパ

ミス ・As-Cを含んだ暗褐色土が単層堆積する 。畝

間の残存状況は良好であるが、畝間の耕作痕列のみ

の検出である 。

畠域の地形 3号畠と同様に平坦な微高地上に位置

する 。

畝間の走向と数 北東ー南西の畝間耕作痕が 7条残

存する。

耕作土 地山は暗褐色シルトであるが、上位からの

撹拌を受けているため不明である 。

出土遺物 なし。

調査所見 3号畠と同様の北東ー南西の走向をもっ

畝間耕作痕があることからみて、同時期でしかも 一

連の畠と考えられる 。また、畝間がほぼ等間隔で並

んでいることからみて、畝のつくり変えは行われな

かったものと思われる 。また、 3号畠と同様に調査

区域外北側でつながる同時期でしかも 一連の昂が存

在する可能性が高いものと思われ、広い昂域が想定

される。なお、畠の営まれた区域は、地形的には 3

号畠を含めた微高地部から低地部に移行する間の平

坦部に営まれた畠と考えられ、他にA2区と B2区

との未調査部分にも畠もしくはそれに伴った時期の

住居跡がある可能性が高い。

畠の営まれた時期は、この地点でのプラント ・オ

パール分析を実施していないので明らかではないが、

A 3 • D 5区2面5号畠のB地点（付図 2参照）で行っ

たプラント ・オパール分析の結果では、イネは検出

されていないことが報告されている 。このことから

みて、5号畠と覆土が極めて近似し、同一のテフラ

を含んでいる本畠と近接する 3号畠も同様の結果で

あることが予想でき 、このことからも 3 • 4 • 5号

昂は時期を同じくする一連の畠であった可能性が高

いと考えられる 。なお、本遺跡においてイネが検出

された畠は、 C区2面の11号畠だけである（第 4章

自然科学分析参照）。

畠からイネが検出されたことについて言及すれば、

他遺跡からも調査例が報告されており、低地部での

水田土壌からのイネの検出は因果関係が認められる

が、畠からのイネの検出はやはり陸稲とみることが

自然と思われる 。このことは、当時は畠でも頻繁に

イネを栽培していたということであり、イネの栽培

が低地部の水田に限ったことではないことを窺わせ

るものである。
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♦A 3 • D 5区 5号畠

付図 2 第74図写図20

3. 2面の調査

位置 Cl-55 • 56、Cm~Cs-54~56グリッド

重複 28号溝に先行し
、2号踏み分け道より新しい。

被覆層と残存状況 畝間耕作痕にHr-FAに伴うパ

ミス ・As-Cを含んだ黒褐色土が単層堆積する。畝

間の残存状況は良好であり

である。

、耕作痕列の凹凸が明瞭

畠域の地形 平坦な微高地上に位置する。

畝間の走向と数 ほぼ北東ー南東の畝間耕作痕が40

条残存する。

耕作土 地山は暗褐色シルトであるが不明。

出土遺物 なし。

調査所見 畝間耕作痕の方向は、ほぼ北東ー南東で

共通しているが、畝間が近接及び密接している箇所

が認められることから、畝の造り替えが行われたこ

とが窺える。本調査区からは12号竪穴住居が検出さ

れており 、畠の耕作時期はこの住居に比較的近いと

思われる。また、 A3区の畝間の覆土から採取した

土壌のプラント・オパ
ール分析の結果ではイネは検

出されなかった（第4章 自然科学分析参照）
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D5区(2面） 5 号畠 • 土）憚断面

I 灰褐色土 表土。現行水田耕土。

II 茶褐色土 現行水田床土。鉄分沈着痕

Hr-FAに伴うパミス を多数含む。As-B、

ill 暗褐色土 As-B混土 、As-Cを多く含む。

W 暗褐色土 。As-Cを少屈含む。

V 黄褐色土 HArs口］［贔り：ミFAに伴うパミス混しり 。

VI 暗褐色土 As-C混土。 、スとAs-C混土。

I'll① 暗褐色シルト 地山
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第74図 A 3 • D 5区2面 5号畠平面図 ・土層断面図 ゜~m 
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第 3章遺跡の概要

♦A3 区 6号畠
と思われる。

付図 2 第75図

位置 Df~Dh-54 • 55、Di-54グリッド

重複 なし。

被覆層と残存状況 畝間耕作痕にHr-FAに伴うパ

ミス・ As-Cを含んだ黒褐色土が単層堆積する。畝

間の残存状況は極めて不良であり、畝間の耕作痕列

のみの検出である。

畠域の地形 調査区のDd-55グリ
ッド付近から微

高地か西方向に向かって緩やかに傾斜し、低位部を

挟んで再び立ち上がる東向き斜面上に位置する。

畝間の走向と数 北東ー南西の畝間耕作痕が6条残

存する。

耕作土 地山は暗褐色シルトであるが不明。

出土遺物 なし。

調査所見 C区11号畠と同様の緩斜面につくられた

畠である 。本調査区からは12号竪穴住居が検出され

ており、畠の耕作時期はこの住居に比較的近いもの

♦Bl 区 7号畠

付図 2 第75図写図20

位置 Ar-49 ・ 50、As・

ド

At-50、Ba-49・ 50グリッ

重複 なし。

被覆層と残存状況 畝間耕作痕にHr-FAに伴うパ

ミス・ As-Cを含んだ黒褐色土が単層堆積する。畝

間の残存状況は極めて不良であり、畝間の耕作痕列

のみの検出である 。

畠域の地形 平坦な微高地上に位置する。

畝間の走向と敬 ほぼ南北方向の畝間耕作痕が12条

残存する。

耕作土 地山は暗褐色シルトであるが、上位からの

撹拌を受けているために不明である 。

出土遺物 なし。

調査所見 残存状態が極めて不良なために、時期的

な詳細は不明である。
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第75図 A3区2面 6号畠、 B1区2面 7号畠平面図
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3. 2面の調査

◆B2区 8号畠

付図 2 第76図

位置 Cd • Ce-48 • 49グリッド

重複 なし。

被覆層と残存状況 畝間耕作痕にHr-FAに伴うパ

ミス・ As-Cを含んだ黒褐色士が単層堆積する。畝

間の残存状況は比較的良好であるが、畝間の耕作痕

列のみの検出である。

畠域の地形 平坦な微高地上に位置する 。

畝間の走向と数 北東ー南西方向の畝間耕作痕が3

条残存する 。

耕作土 地山は暗褐色シルトであるが不明。

出土遺物 なし。

◆B2区 9号畠

付図 2 第77区写図21

位置 Br~Bt-32 • 33グリッド

重複 なし。

被覆層と残存状況 畝間耕作痕にHr-FAに伴うパ

ミス・ As-Cを含んだ黒褐色士が単層堆積する 。畝

間の残存状況は比較的良好であるが、畝間の耕作痕

列のみの検出である。

畠域の地形 南西方向に向かって緩やかに傾斜する

微高地上に位置し、耕作面はほぽ平坦である。

畝間の走向と数 北東ー南の畝間耕作痕が 7条残存

する。

耕作土 地山は暗褐色シルト土であるが不明。

出土遺物 なし。

調査所見 本調査区における微高地上の畝間痕は 8

号畠に続いて 2箇所目である 。畝間耕作痕の間隔が

均ーでしかも重複していない状況からみて、畝のつ

くり変えはされていないことが窺える 。なお、本調

査区検出の竪穴住居と時期的には近接しているもの

と思われる 。また、畝間の覆士から採取した土壌の

プラント ・オパール分析の結果ではイネは検出され

なかった（第 4章 自然科学分析参照）。

ー
、
＿

第76図 B 2区2面 8号畠平面図

調査所見 畝間耕作痕の検出範囲が極めて狭いため

詳細は不明であるが、本調査区検出の竪穴住居と時

期的には近接しているものと思われる。また、畝間

の覆土から採取した上壌のプラント・オパール分析

の結果ではイネは検出されなかった（第 4章 自然

科学分析参照）。
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B2区(2面） 9号畠・士附断面（中央部）

1 黒褐色土 Hr-FAに伴うパミスと As-Cとの混土。

第77図 B 2区2面 9号畠平面図 ・土層断面図

◆B2区 10号畠

付図 2 第78図写図21

位置 Bt-26、Ca-26~28、Cb-25~29、Cc-26

~30グリ ッド

重複 なし。
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第3章造跡の概要

被覆層と残存状況 畝間耕作痕にHr-FAに伴うパ

ミス・ As-Cを含んだ黒褐色土が単層堆積する。畝

間の残存状態は比較的良好であるが、畝間の耕作痕

列のみの検出である 。

畠域の地形 微高地縁辺部から南西方向に向かって

緩やかに傾斜し、低地を挟んで再び緩やかに微高地

に移行する平坦面に位置する。

畝間の走向と数 北東ー南西の畝間耕作痕が26条残

存する。

耕作土 地山は黄褐色シルトであるが不明。

出土遺物 なし。

調査所見 畝間耕作痕の間隔が均ーでしかも重複し
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ていない状況からみて、畝のつくり変えはされてい

ないことが窺える 。なお、本調査区検出の竪穴住居

と時期的には近接しているものと思われる 。
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第78図 B 2区2面 10号畠平面図

0 1 : 120 4 Ill 

第79図 C区2面 11号畠平面困

◆c区 11号畠

付図 2 第79図写図21

位置 Df-29 • 30、Dg-30• 31グリッド

重複 なし。

被覆層と残存状況 畝間耕作痕にHr-FAに伴うパ

ミス・ As-Cを含んだ黒褐色土が単層堆積する 。畝

間の残存状況は比較的良好であるが、畝間の耕作痕

列のみの検出である 。

畠域の地形 微高地上から南西方向に向かって落ち

込む緩傾斜面に位置する。

畝間の走向と数 畝間耕作痕が10条残存する 。

耕作土 地山は暗褐色シルトであるが不明。

出土遺物 なし。

調査所見 A3区の 6号畠と同様に、緩傾斜面の等

高線に平行して営まれた畠である 。畝間耕作痕が近

接している状況からみて、畝の造り替えが窺われる。

時期的な詳細は不明であるが、畝間の覆土より採取

した土壌のプラント ・オパール分析の結果では、密

度が3,000個／gと比較的高いイネの数値が得られて

おり、陸稲が作られていた可能性が高い（第 4章 1)。
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3. 2面の調査

(4) 溝 ◆A2区 33号溝

◆A2区

付図 2

位置

重複

走向

規模

形状

第80図

32号溝

写図21

Ce-56 • 57グリッド

13号土坑に近接するが不明。

北ー南方向

調査長5.84m

深さ0.22~0.33m

付図 2

（傾斜

幅1.56~1.90m

北端91.62111

位置

重複

走向

規模

形状

第81図 写図21

Cf-55 • 56グリッド

なし。

北東ー南方向

調査長3.94m

深さ0.15~0.21m

（傾斜

幅1.04~1.34m

北東端91.68m 南端91.67m) 

南端91.58m) 

溝幅はほぽ均ーであり直線的に延びる 。底面は大小

の凹凸をもつがほぼ平坦であり、溝底面から法面に

かけて小円礫が散在する。両法面は緩やかに立ち上

がる。

埋没土 As-B • As-Cを含む暗褐色士・黒色土・

オリーブ色上が自然堆積する 。

出土遺物

調査所見

土師器片

狭い調査区内での検出であるが、流水方

向は北から南方向である 。溝の南端延長部が他の調

査区にあるどの溝に接合するかは明らかではないが、

近接する D6区の調査では、溝の延長部は検出され

ておらず、おそらくはD6区以東に延長部があるも

のと思われる 。

L=92.00m 

0 1:so 2m -―9●●99....- -99999 9.....J 

A2区(2面） 32号溝 • 土附断面

I 黒灰～暗灰色シルト 表土。現行水田耕土。

II 暗褐灰色土 表土。現行水田床土。（鉄分沈着層）

m 暗灰褐色土 As_B、As_C、Hr-FAが混じ り合う 。鉄

分を含む。

As-Bを含む。As-Cも少屈混じる。

As-Cが少砒、 19層の地山ブロ ックが混入。

シルト 質で粘性、'P2~5 cmの礫を／少絨含む。

地山と 3層の混土。底面に小円礫を多数混入。

暗褐色土

暗褐色土

黒色土

オリープ色土

溝幅は不規則であり Cf-56グリッド内で途切れる 。

底面は平坦であり、両法面ともに立ち上がりは不明

瞭である 。

埋没土 As-Cを少量含む暗褐色土・黒褐色土がレ

ンズ状に堆積する 。

出土遺物

調査所見

5坑

なし。

北東部と南端部の高低差はあまりなく、

Cf-56グリッド内で北東部が途切れていることや、

南端の延長部にあたる D6区で同様の溝が検出され

ていない状況からみて、溝としての機能的な詳細は

不明であり、隅丸長方形状の土坑である可能性も否

めない。
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第3章 遺跡の概要

14住

＼／＼口 7 [ 

＼＼ 念／＼ 33号溝
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A2区(2面） 33号溝 • 土附断而

1 黒灰～暗灰色シルト 表土。現行水田耕土。

2 暗褐灰色土 現行水田床土。（鉄分沈着恩）

3 暗灰褐色土 As-B、As-C、Hr-FAが混じり合う 。

鉄分を含む。

Hr-FA、As-Cを含み、As-Bも少屈含む。

As-Cを含む。Hr-FAを少盤含む。

As-Cを多く含む。

As-Cを少量含む。粘性あり 。

As-Cを僅かに含む。粘性が強いシルト質。

4

5

6

7

8

 
A
 

一

暗黄褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

゜
1 : 40 lm 

゜
1 : 80 2m 

第81図

◆A3 

付図 2

位置

重複

みて、

走向

規模

• D 5区

第82図 写図22

28号溝

A2区2面

Cm-54~56、Cn-54グリッド

5号畠の畝間耕作痕を削平していることから

5号畠よりも時期的に新しい。

北東ー南西方向

33号溝平面図・土層断面図

調査長10.60m

深さ0.09~0.18m
1 

ー
、
―

幅0.48~0.80m

L=92.20m 
0 1:40 lm 
一·-—J

m
l
V
V
V
I
V
I
I
珊

ー

A3 • D 5区(2面） 28号溝• 土屈断面

I 暗褐色土表土。

II 茶褐色土 As-Bを多最に含む。As-Cが少最滉じる。鉄分

沈着層。固い。

As-B混土。固い。

浅間B軽石粗粒のスコリア。

As-Bを少畳と Hr-FAに伴うパミスとの混土。

Hr-FAに伴うパミスと As-Cとの混土。

v陪よりもやや色調がII音くなる。As-C混上。

粒子均ーで細かい。パミスを全く含まない。

VI思に比べ色調がやや暗く、 As-Cを少斌含む。

しまりあり 。

暗褐色士

As-B 

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

茶褐色土

黒褐色土

第82図 A 3 • D 5区2面

28号溝
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形状 （傾斜北東端91.87m 南西端91.61m) 

溝幅はほぽ均ーであるが流水方向に向かって先細り、

僅かに彎曲する。底面は幅広で平坦であり、両法面

は傾斜をもって立ち上がる。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土が自然堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 A3区で検出された溝の延長部が、 D5

区においても同一の溝として検出されたものである。

流水方向は、溝底面のレベルの高低差から北東から

南西方向とみることができる 。また、 D5区の南西

端の延長部が調査区外で未調査なために、他のどの

溝に接続するのかなどの詳細は不明であるが、明ら

かに同調査区検出の29• 30号溝とは引水方向が異な

る。なお、規模や走向などからみて、同調査区検出

の29号溝と調査区南側域で接続する可能性も考えら

れる 。

◆A 3 • D 5区 29号溝

付図 2 第83図写図22

位置 Cs-54~56グリッド

重複 D5区のCs-54グリッド内において、 5号

畠の一部耕作痕の北西端が溝に近接するが、溝が耕

作痕を削平していたのかはA3区と D5区の調査範

囲外にかかるため不明である 。

走向 北ー南方向

規模 調査長9.56m 幅0.82~1.22m

深さ0.15~0.24m

形状 （傾斜 北端91.70m 南端91.67m) 

溝幅はほぽ均ーであり直線的に延びる 。底面は半円

形で、両法面は傾斜をもって緩やかに立ち上がる 。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土が自然堆積する 。

出土遺物 土師器片

調査所見 28号溝と同様に、 A3区で検出された溝

の延長部が、 D5区においても同一の溝として検出

されたものである 。流水方向は、溝底面のレベルの

高低差から30号溝と同じ北から南方向とみることが

でき、明らかに同調査区検出の28号溝とは引水方向

が異なる 。また、南端の延長部が調査区外で未調査

3. 2面の調査

なために、他の調査区のどの溝に接続するのかなど

の詳細は不明である 。なお、覆土より土師器片が一

点出土しているが、年代を特定するまでには至って

いない。A3区で検出された溝は28• 29 • 30溝の 3

条であるが、近接して併走する30号溝とは異なり、

上位覆土にAs-Bの一次堆積層が認められることで

ある 。その堆積層中には小豆色火山灰の堆積も明瞭

に認められ、本調査区においてAs-Bの一次堆積層

が明瞭に残存しているのは本溝の上位のみであり、

他はAs-B混土層となっている 。本溝の上位にAs-

Bが良好に残存していたのは、溝が埋没していく過

程で凹みが生じ、その凹みにAs-Bが堆積したもの

である。このことは、 B2区の 4号竪穴住居や22• 

23号溝などの凹みの埋没過程と同様であり、特に22• 

23号溝と本溝とは、 年代的に極めて近いことが窺える。

◆A 3•D5 区 30号溝

付図 2 第83図 写図22

位置 Cs-54 • 55、Ct-54~56グリ ッド

重複 なし。

走向 北ー南方向

規模 調査長9.47m 幅2.26~2.84m

深さ0.40~0.61m

形状 （傾斜北端91.46m 南端91.27m)

溝幅はほぽ均ーであり直線的に延びる 。底面中央部

に一段低い流路を残し、両法面はテラスをもって緩

やかに立ち上がる。

埋没土 Hr-FAに伴うパミス・ As-Cを含む黒褐

色上・暗褐色砂質土が自然堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 28 • 29号溝と同様に、 A3区で検出され

た溝の延長部が、 D5区においても同一の溝として

検出されたものである。流水方向は、溝底面のレベ

ルの高低差から29号溝と同じ北から南方向とみるこ

とができ、同調査区検出の28号溝とは溝の走向から

みて引水方向が異なり、 28• 29号溝とは明らかに規

模を異にする 。また、溝底面に残る小円礫や砂質土

の残存状況や流水の影響と思われる溝底面の凹みの
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第3章遺跡の概要

A 状況などからみて、かなりの流水のあった こと

i 
を窺う ことができる。なお、南西端の延長部が

調査区域外で未調査なために、他の調査区から

検出されたどの溝に接続するのかなどの詳細は

令
令／ 明らかではないが、溝の規模や走向などから推
／ 

（ 

測して、B1 • 2区3号溝、B2区22号溝、C
I 
＼ 

I 区34号溝との一連の溝であった可能性も否定で

I 
＼ 

きない。このことは、それぞれの溝が機能して
＼ 

＼ 

いた時期を特定できる遺物が遺構確認を入れる
｝ 

／ 

＼ 

面より出土していないために確定する ことがで
＼ 

J 
（ 

きず、他溝との接合関係については推測の域を
＼ 

＼ 

出ないのが実情である。

30号溝 29号溝
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29号溝
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誓 →
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＼ 
L=92.20m 

30号溝

A 3 • D 5区(2面） 29号溝・ 士／暉断面

I II音褐色土表土。

Il 茶褐色土 As-Bを多屈に含む。As-Cが少址混しる。鉄分

沈着層。固い。

ill 暗褐色土 As-B混土。固い。

N As-B 浅間B軽石。

V 暗褐色土 As-Bを少最とHr-FAに伴うパミスとの混土。

VI 黒褐色土 Hr-FAに伴うパミスと As-Cとの混土。

: :::: 疇よりもやや色調か暗くなる。As-C混土。

粒子均ーで細かい。パミスを全く含まない。

1 黒褐色土 As-Cを斑点状に含む。

2 黒褐色土 粒子の細かい黄色砂を多巖に含む。

トレ ンチ

に ーニ m

=A_ m
 

___p;_ -

L=92.20m 0 I : 10 1 m 

99●--- 9-,i - -—ー

A 3 • D 5区(2面） 30号溝 ・士陪断面

I 暗褐色土 表土。

[1 茶褐色土 As-Bを多紐に含む。As-Cが少是混じる。

鉄分沈許層。固い。

As-B混土。固い。

浅間B軽石。

As-Bを少屈とHr-FAに伴うパミスの混土。

Hr-FAに伴うパミスと As-Cとの混土。

V層よりもやや色調が暗くなる。As-C混土。

粒子均ーで細かい。パミスを全く含まない。

As-CとHr-FAに伴うパミスを少量含む混

土。 しまりあり 。

2 暗褐色砂質土 As-Cを上庖に少屈含む砂質土。

ill 暗褐色土

N As-B 

V 暗褐色土

VI 黒掲色土

Vil 黒褐色土

V!11 茶褐色土

1 黒掲色土

第83図 A 3 • D 5区2面 29 • 30号溝平面図 ・土層断面図
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3. 2面の調査

◆Bl ． 2区 3号溝 ◆B2区 22号溝

付図 2

位置

第84図 写図22

Bd-26~28 • 50、Be-27~29• 48~50、Bf-

31 • 32 • 46~49、Bg-31~34• 43~45、Bh-33~

45グリッド

付図 2

位置

第85柊I 写図22• 23 • 39 観察表P153 

Bn~Bq-49、Bp~Br-48、Br~Bt-47、

Bs~Cc-46、Ca~Cc-45、Cc・ Cd-44、Cd-43

グリッド

重複

走向

規模

形状

なし。

北東ー南東方向

調奔長（157.44)m

深さ (0.10~0.26)m 

（傾斜

埋没土

北東端91.19m

幅(0.98~2.44)m 

南東端90.42m)

底面は凹凸をもつがやや中央部が低く、両法面は緩

やかに立ち上がる 。

上層にはAs-Bを含む暗褐色土・ As-Bの

一次堆積層が乗り、覆土としてHr-FAに伴うパミ

ス・ As-Cを含む黒褐色士・灰黄色土 ・灰白色砂層

が自然堆積する。

出土遺物

調査所見

なし。

B 1区から B2区にかけて、彎曲しなが

ら南北に抜ける溝である 。22• 23号溝の覆上と類似

していることからみて、同時期に存在した可能性が

高い。流水方向は両端の溝底面での高低差からみて、

北東から南東方向と考えられるが、機能的な詳細は

不明である 。なお、 D2区のBi・ Bj-5グリッド内

において、砂礫層を覆土とする河道が南北方向に走

向しているのが確認されており、

2区22号溝、

3号溝南東端部の

延長部分になる可能性も否めず、位置的にみて、 B

c区34号溝、 A3 • D 5区30号溝との

一連の溝である可能性も否めない。

重複

る。

8号竪穴住居よりも新しく、 23号溝と交差す

12 

走向

規模

北東一南西方向

調査長57.20m

深さ0.24~0.45m

形状

埋没土

As-Cを多量に含む暗褐色上 ・黄褐色砂質土が自然

堆積する 。

出土遺物

調査所見

われやや凹み状に形状を残していた 。 Cb~45 • 46 

グリッド内で23号溝と交差する。両端部底面の高低

差からみて、流水方向は北東から南西方向とみられ

るが、機能的な詳細は不明である。なお、位置的関

係からみて、 A3 • D 5区30号溝、

溝、 C区34号溝との一連の溝であった可能性も否定

できない。

B 1 • 2区(2面） 3号溝 ・南壁土附断面

l 暗褐色土 表土。非常に固くぱさついている。As-Bを少贔

含む。

鉄分沈沼倍。非常に固い。As-Bを含む。

As-Bを多祉に含む混土。固い。

3陪に近似するが、鉄分沈着痕を多巖に含む。固い。

3層に近似するが、 As-Bを多量に含む。固い。

As-Bを斑点状に含み、所々に小豆色火山灰のブロッ

クを含む。固い。

As-B、小豆色火山灰と暗褐色土の混土。固い。

スコリアと小豆色火山灰からなる。

Hr-FAに伴うパミスと As-Cとの滉土。 しまりあ

り。

As-C混土。

やや砂質で粒子細かく均ー。 しまりあり 。

ゅ0.5mm程度の細礫を含む。灰白色砂附。しまりなし。

2

3

4

5

6

 

茶掲色土

暗褐色土

茶掲色土

暗褐色土

暗褐色士

._A_ K . 

L=91.30m 

第84図 B 1 • 2区2面

7

8

9

 

10 

1 1 

12 

（傾斜

Hr-FAに伴うパミスを少輩含む黒褐色土・

灰釉陶器碗 ・上師器坑片・上師器小皿片

遺構確認時では、溝はAs-Bによって覆

黒褐色土

As-B 

黒褐色士

黒褐色土

灰黄色土

砂屠

幅0.88~2.20m

北東端91.23m 南西端91.lOm)

B 1 • 2区3号

3号溝士層断面図
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第3章 遺跡の概要

XII 

L=91.80m 

B2区(2面）

I 暗褐色土

II II音褐色土

m 茶褐色土

w 暗褐色土

V As-B 

VI 茶褐色土

VII 茶褐色土

VIII 茶褐色土

IX Hr-FA 

x 黒褐色土

XI 灰褐色シルト

X11 黄掲色シルト

1 黒褐色土

2 暗褐色土

3 黄褐色砂陪

22号溝 • 土附断而

表土。

I昂に近似。As-Aを少焚含む。

¢ 3 mm程度の白色パミスを少屈含む。

As-B滉土。

浅間 B軽石。

Hr-FAに伴うパミスとAs-Cとの混土。

VI悟に近似するが、Hr-FAに伴うパミス少湿。

Hr-FAとAs-Cとの混土。

榛名山ニッ岳降下火山灰。

As-C混土。

上恩にAs-Cを少屈含む。

粒子均ーで細かい。

少絨のHr-FAに伴うパミスを滉入する。固い。

As-Cを多砒に含む。

¢ 0.1mm程度の砂を多屈に含む。一部、As-

Cが混入する。しまりあり 。

0 1 : 40 
|9 99-・9.__  

1
1
 

第85図 B 2区2面 22号溝土層断面図・出土遺物

＼で二□三：：
、0

一

3
 

10cm 

合

名

）

+: 
22号溝

◆B2区 23号溝

゜
1 : 120 

付図 2

位置

リッド

重複

走向

規模

第86図 写図23

Bt~Cb -45、Cb~Cd-46、Cc・ Cd-47グ

22号溝にCb-45• 46グリ ッド内で交差する 。

北西ー南東方向

壱

＼

一

多・
¥

／

＼

 
I
¥
 

調査長25.20m

深さ0.08~0.24m

幅0.60~1.72m

形状 （傾斜

溝幅は不規則であり大きく 彎曲する 。底面はほぽ平

坦であり、両法面は傾斜をも って立ち上がる 。

埋没土 As-Cを含んだ灰黒色土・灰黄色土が自然

堆積する。

出土遺物

調査所見

北西端91.46m 東端91.41m) 

灰釉陶器片・ 須恵器境片・土師器羽釜片

Cd-47グリ ッド内で北西端が、 Bt-44• 

45グリ ッド内で東端が不明瞭となる 。Cb-45• 46 

グリ ッド内で22号溝と 交差するが、 22号溝同様に機

能的な詳細は不明である 。流水方向は北西か ら東方

向である。

23号溝

第86図

A
 

L=92.30m 

B2区(2面）

1 灰黒色土

2 灰黒色土

3 灰黄色土

B 2区2面

A' 

0 1:40 lm 
-..J  

23号溝・士陪断面

As-C混土。

As-Cを含まない。

砂質。鉄分沈着痕を／少麓含む。

23号溝平面図 ・土層断面図
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3. 2面の調森

◆C区 34号溝

付図 2 第87図写図23

位置 Cs・ Ct-30 • 31グリッド

重複 なし。

走向 北ー南方向

規模 調査長7.00m 幅3.94~4.82m

深さ0.50~0.67m /eo!/ 、I Ii I ¥l ¥J I :¥ / 1: r,,'01 I ¥ ¥ 〈34号溝

/,

l

|

¥

―
 

／
 

形状 （傾斜北端90.45m 南端90.41m) 

溝幅はほぽ均ーであり直線的に延びる。底面中央部

に一段低い平坦な流路をもち、東側法面は西側法面

に比べやや緩やかにテラスをもって立ち上がる。

埋没土 Hr-FAに伴うパミス・ As-Cを含む暗褐

色土 ・灰褐色砂層 ・茶掲色砂層が自然堆積する。

出土遺物 須恵器片 ・土師器片

調査所見 A 3 • D 5区内で検出された30号溝と走

向位置が近似し、他の調査区内で同程度の溝が見当

たらないことから、同一の溝である可能性が高い。

また、 B1 • 2区3号溝、 B2区22号溝との一連の

溝である可能性も否めない。流水方向は北から南方

向である 。

◆D2区 41号溝

付図 2 第88図写図24

位置 Bm-5、Bn-4 • 5グリッド

重複 なし。

走向 北東ー南西方向

凸

-
¥
¥
l
l
 

Ill 

土――--
皿

-A 言「—-A’一
・-- -シ V

シ-I 
こー』

――~ v 
こー 1"

3 

゜

+

]

 

1 : so 2 m 

L=91.30m 

D2区(2面）

I 暗褐色土

II 茶褐色土

I11 暗掲色土

w 茶褐色土

v 暗褐色士

VI 黒色粘質土

Vil①As-B 

Vil②As-B 

V111 黒色粘質土

IX 黒褐色土

1 暗褐色粘質土

2 暗褐色粘質土

3 黄褐色シルト

4 青灰色シルト

゜
1 : 80 

C区(2面） 34サ溝 ・上陪断面

1 灰褐色土 表上。現行水田の耕土。

2 茶掲色土 現行水田床土。鉄分沈着層。

3 鈍褐色土 As-B混土。Hr-FAに伴うパミスを少晟含む。

4 茶褐色土 水田耕土の鉄分沈祐庖。

5 黒褐色土 As-CにHr-FAに伴うパミスを斑点状に含む。

6 暗褐色土 5陪に比べて色調がやや明るくなる 。As-Cに

Hr-FAに伴うパミスを少甍含む。

7 暗褐色土 6屑と色調が近似するが、 As-CとHr-FAに

伴うパミスの址が激減する。固い。

8 灰褐色砂層 ¢ 0.5mm程度の砂層。

9 茶褐色砂層 粒子が均ーで細かい灰色砂培。固い。

第87図 C区2面 34号溝平面図 ・士層断面図

41号溝 ・士陪断面

表土。現行水田耕土。As-Aを含む。

現行水田床土。 鉄分沈着層。As-Aを含む。

As-Aを斑点状に含む。

As-Aを含み、鉄分沈着痕を多数残す。

やや灰色を呈す。As-B混土。

As-B上の水田耕土に比定。

浅間B軽石の小豆色火山灰。

浅間B軽石のスコリア。

As-B直下の水田耕土に比定。

As-C混土。

As-Cを少屈含む。鉄分沈着痕あり 。

1陪に近似するが、色調がやや明るい。

地山。

3層直下の粒子均ーで細かい砂陪。

L=90.40m 第88医 D2区2面 41号溝平面図 • 土層断面図
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第3章遺跡の概要

規模 調査長4.08m 幅0.54~0.76m

深さ0.12~0.19m

形状 （傾斜北東端89.68m 南西端89.57ml

溝幅はほぽ均ーであり僅かに彎曲する。底面は幅広

で平坦であり、両法面は傾斜をもって立ち上がる。

埋没土 As-Cを含む暗褐色粘質土が自然堆積する。

出土遺物 なし。

調査所見 地山を掘りぬいて微高地から低地部に移

行する縁部分につくられた溝である 。流水方向は傾

斜からみて北東から南西方向であるが、狭い調査区

内での検出のため、溝そのものの機能的な詳細は不

明である 。

◆D4区 35号溝

付図 2 第89図写図24

位置 Di-47、Dj-47グリッド

重複 なし。

走向 南西ー北東方向

規模 調査長2.00m 幅0.60~0.82m

深さ0.10~0.14m

形状 （傾斜南西端91.75m 北東端91.74m)

溝幅は不規則である 。底面はほぼ平坦であり、両法

゜
1 : 80 2m 

面は緩やかに立ち上がる 。

埋没土 As-B • As-Cを含む暗掲色土が自然堆積

する 。

出土遺物 なし。

調査所見 流水方向は南西から北東方向とみること

ができ、 36号溝と近接して併走するが、機能的な詳

細は不明である。

◆D4区 36号溝

付図 2 第89図写図24

位置 Di-46グリッド

重複 なし。

走向 南西ー東方向

規模 調査長1.90m 幅1.08~1.38m

深さ0.32~0.40m

形状 （傾斜南西端91.40m 東端91.38m)

溝幅は不規則である。底面中央部から両法面下部に

かけて緩やかに立ち上がり、両法面は傾斜をもって

立ち上がる 。

埋没土 As-B • Hr-FAに伴うパミスを含む暗褐

色土・暗褐色シルトが自然堆積する。

出土遺物 なし。

D4区(2而） 35号溝 ・士｝揺面

I灰褐色土 表土。現行水田耕土。

[1茶褐色土 現行水田床土。鉄分沈着痕を多数残す。As-

Ill暗褐色土

w暗樹色土

v黄褐色土

VI暗褐色土

VII①暗褐色シルト

VII②黄褐色シルト

B、Hr-FAに伴うパミスを多く含む。

As_B混土。As-Cを少批含む。

As-BとAs-Cとの混じり 。

Hr-FAに伴うパミスと As_Cとの混土。

As-C混土。

地山。

地山。

35号溝

盛土

一撹乱
A
 

L=92.10m 

0 1 : 40 lm 

04区(2面） 36号溝•土附断面

I灰褐色土 表土。現行水田耕土。

11茶褐色土 現行水田床土。 鉄分沈着痕を多数残す。 As~

Ill暗褐色土

w暗褐色土

B、Hr-FAに伴うパミスを多く含む。

As-B混土。As-Cを少屈含む。

As-BとAs-Cとの混じり 。

L=92.10m 

v黄褐色土 Hr-FAに伴うパミスと As-Cとの混土。

VI暗褐色土 As-C滉土。

VII①暗褐色シルト 地山。

VII②黄褐色シルト 地山。

1暗褐色土 As-Bを少歴含む。

2暗褐色土 1 ~ に近似するが、 Hr-FAに伴うパミスを

含まず。

3暗褐色シルト 地山に少凪の砂が混入する。

第89図 D4区2面 35 • 36号溝平面図 ・土層断面図
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3. 2面の調査

調査所見 流水方向は西から東方向とみることがで

き、 35号溝と近接して併走するが、機能的な詳細は

不明である。

◆D4区 37号溝

付図 2 第90図 写図24

位置 Di-43グリッド

重複 なし。

走向 南西ー北東方向

規模 調査長1.82m 幅0.46~0.74m

深さ0.19~0.26m

形状 （傾斜南西端91.14m 北東端91.21m) 

溝幅は不規則である 。底面はほぼ平坦であり、両法

面は傾斜をもって立ち上がる。

埋没土 As-Cを含む暗褐色土・暗褐色シルトが自

然堆積する。

出土遺物 なし。

調査所見 流水方向は南西端と北東端の 2箇所の溝

底面との高低差からみて、北東から南西方向とみる

ことができるが、西から東方向と考えるのが妥当で

ある。機能的な詳細は不明である。

◆D4区 38号溝

付図 2 第90図写図25

位置 Di-42グリッド

重複 20号土坑に先行する。

走向 西ー東方向

規模 調査長1.83m 幅0.80~1.12m

深さ0.24~0.25m

形状 （傾斜西端91.21m 東端91.20m)

溝幅は不規則である 。底面は幅広で平坦であり、両

法面は傾斜をもって立ち上がる 。

埋没土 As-Cを含む暗褐色土と暗褐色砂質土・暗

褐色シルトが自然堆積する。

出土遺物 須恵器甕片

調査所見 流水方向は西から東方向とみることがで

きるが、機能的な詳細は不明である 。

|
¥
-

+
 

Dj-43 

＋
 

Dj-42 

37号 溝 二 ／ 口 ／ ／

----]  -
m 

V 

38号溝

3暗褐色シルト

37号溝

+

]

 

38号溝

0 1:80 2m 
20坑――=-―-9-9l■=.J

VI 

L=92.00m 

A
 

A' 

ill 

＞
 

゜
L=92.00m 

1 : 40 lm 

D4区(2面） 37 • 38号溝・上陪断面

I灰褐色土 表土。現行水田耕土。

II茶褐色土 現行水田床土。鉄分沈着層。

I11暗褐色土

N暗褐色土

v黄褐色土

VI暗褐色土 As-C混土。

¥IIl①暗褐色シルト 地山。

¥IIl②黄褐色シルト

l暗褐色土

2暗褐色土

As-B混土。

As-BとHr-FAとの混土。

Hr-FAとAs-Cとの滉土。

地山。

As-Cを多祉に含む。

l層に近似するが、 As-Cが少ない。

地山にAs-Cが少足混入。

第90図 D4区2面 37 • 38号溝平面図・ 土層断面図
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第3章遺跡の概要

♦D4 区 39号溝

付図 2 第91図写図25

位置 Dg • Dh-17グリッド

重複 なし。

走向 西ー東方向

規模 調査長2.00m 幅1.80~2.44m

深さ0.53~0.64m

形状 （傾斜西端90.33m 東端90.22m)

溝幅は不規則である。底面は半円形で、北側法面は

緩やかに立ち上がり、南側法面は段差をもって立ち

上がる 。

埋没土 Hr-FAに伴うパミス ・As-Cを含む暗褐

色土・砂礫層 ・褐色砂層が自然堆積する 。

出土遺物 土師器片

調査所見 流水方向は西から東方向である。東端部

と西端部の延長線上が共に調査区外で未調査なため、

他溝との接合関係や溝そのものの機能的な詳細は不

明である 。

◆D4区 40号溝

付図 2 第91図写図25

位置 Dg-11グリッド

重複 なし。

走向 西ー東方向

規模 調査長1.88m 幅0.62~0.70m

深さ0.05~O.llm

形状 （傾斜西端90.95m 東端90.88m)

溝幅はほぽ均ーであり直線的に延びる。底面は平坦

であり、両法面は緩やかに立ち上がる。

埋没土 As-Cを少量含む暗褐色シルトが単層体積

する。

出土遺物 なし。

調査所見 両端部底面の高低差からみて、流水方向

は西から東方向である。東端部の延長線上が調査区

外で未調査なため、 39号溝と同様に他溝との接合関

係や溝そのものの機能的な詳細は不明である 。

D4区(2面） 39号溝 • 土附断面

39号溝
I灰褐色土 表土。現行水田耕土。

i 
II茶褐色土 現行水田床土。鉄分沈

着陪。

m暗褐色土 As-B滉土。

N暗褐色土 As-BとHr-FAとの

混土。

v黄掲色土 Hr-FAとAs-Cとの

混土。

VI暗褐色土 As-C混土。

VII①暗褐色シル ト 地山。

¥111②黄褐色シルト 地山。

VIII褐色砂悟 f l mm程度で粒子均ー。

□〗
1暗褐色土 Hr-FAパミスとAs-

Cを少茄含む。

2暗褐色土 l層に近似するが、 Hr-

FAパミスを含まない。

3暗褐色土 2層に近似するが、や

や土質がシルト化する。

4砂礫陪 ¢ 1~10cm大の円礫を

゜
1 80 2 rn 多砒。

5褐色砂陪 f l mm程度の粒子均一

な細砂庖。

＼
 

＜ 

盛土

、-A A'-

皿

L=91.50m 
0 1 : 40 1 m 

I―•一99-

＞
 

ー

、
―

L=91.50m 

D4区(2面） 40号溝 ・上陪断面

I灰褐色土 表土。現行水田耕土。

[J茶褐色土 現行水田床土。鉄分沈筍層。

v黄褐色土

VI暗褐色土

V11②黄褐色シルト

l暗褐色シルト

Hr-FAとAs-Cとの混土。

As-C混土。

地山。

As-Cを少量含む。

第91図 D4区2面 39 • 40号溝平面図 ・土層断面図
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(5) 士坑

◆A2区 3号士坑

3. 2面の調査

出土遺物 なし。

調査所見 周辺でもいくつかの土坑が単独あるいは

重複して検出されているが、土坑そのものの機能的

な詳細は不明である 。

付図 2 第92図写図25

位置 Ce・ Cf-56グリッド

重複 なし。

規模 0.80mX0.68m 深さ0.20m

形状 平面形楕円形

断面形底面はほぽ平坦であり、法面はほぼ

直角に立ち上がる。

埋没土 As-Cを多量に含む暗褐色土が自然堆積す

る。

出土遺物 なし。

調査所見 32 • 33号溝の中間に位置する土坑であり、

周辺でもいくつかの土坑が単独あるいは重複して検

出されているが、土坑そのものの機能的な詳細は不

明である。
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◆A2区 5号士坑

付図 2 第93図写図26

位置 Ce・ Cf-56グリッド

重複 4号土坑に先行する 。

規模 2.55m X 1.08m 深さ0.15m

形状 平面形隅丸長方形

断面形 底面はほぽ平坦である。法面は北側

の方が南側よりも立ち上がりが緩い。

埋没土 As-C混じりの黒褐色土と地山混じりの暗

褐色土が自然堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 土坑底面に一段深い隅丸長方形状の落ち

込みが認められるが、機能的な詳細は不明である 。

十 Cf-57
ー

、＿

゜
1 : 40 lm 

岱

L=92.00m 

第92図 A2区2面 3号土坑平面図・土層断面図

◆A2区 4号士坑 A
 

A' 

付図 2 第93図写図26

位置 Ce・ Cf-56、Cf-57グリッド

重複 5号土坑よりも新しい。

規模 2.16m X0.82m 深さ0.06m

形状 平面形隅丸長方形

断面形 底面には凹凸があり、法面の立ち上

がりも浅く不明瞭である。

埋没土 As-C混じりの暗褐色土が単層堆積する 。

B B' 
• 2 

｀｀こ滋瓢究：二：窯嘉’`口； 一
L=92.00m 

A2区(2面） 4号土坑・士附断面

l 暗褐色土 As-C混土。 ［二嘉霊言羮
A2区(2面） 5 号土坑 • 土陪断面

1 黒褐色土 As_Cが混じる。

2 暗褐色土 オリーブ色のローム漸移陪の塊が混じる。

0 1 : 40 1 m 

第93図 A2区2面 4 • 5号土坑平面図 ・土層断面図
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第3章追跡の概要

c
 

調査区外 c' 

ー 10号土坑

17号土坑

江

A
 

A' 

L=92.00m 

A2区(2面） 6 号土坑 • 土附断面
l 暗褐色土 As-Cが混入。As-B

を少祉含む。オリーブ

地山ブロ・ノクが混じる。

B B' 

ー文二ニ―

L=92.00m 

A2区(2而） 7 号土坑 • 土／杓断而
1 暗褐色土 As-Bが多く、 As-C

が少ない。鉄分を少巌

含む。

L=92.20m 11号土坑

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

10号土坑

A2区(2面） 10 • 11号土坑 • 土1部断而
I 黒灰～II音灰色シルト 表土。現行水田耕土。

Il 暗褐灰色土 表土。現行水田床土。（鉄分沈着陪）
旧 暗灰褐色土 As-B、As-C、Hr-FAが滉じり合う 。鉄

分を含む。

As-BとAs-Cが中品、 Hr-FA塊が少枇混

じる。鉄分は少ない。

As-Cが少なく、 Hr-FA塊を多砒に含む。

As_Cを含む。

As-Cは僅か、 Hr-FAの¢,5 cm程の塊を多

く含む。

D
 

3 2 
D' 5 暗褐色土 As-Cを多く含む。As-Bは僅かに含む。

6 黒褐色土 4思に近似するが、 As-Cがやや多く含まれる。
7 暗褐色土 As-Bを含む。As-Cも少屈混じる。

L=92.00m 

A2区(2面） 17号土坑 • 土陪断ifri
1 黒褐色士 As_Bを少屈、 As-Cを中紬、

オリープ色地山塊を僅かに含む。

2 黒褐色土 オリープ色地山塊を僅かに含む。

3 褐灰色土 オリープ色地山塊。

0 1 : 40 1 m 
1, 999 999-—99 9_,.J 

第94図 A2区 2面 6 • 7 • 10 • 11 • 17号土坑平面図 ・土層断面図
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◆A2区 6号土坑

3. 2面の調査

よりも東側の方が緩やかに立ち上が

付図 2 第94図写図26

位置 Cd-56グリッド

重複 17号土坑に先行する 。

規模 (-)mX0.85m 深さ0.19m

形状 平面形長方形

断面形 底面は平坦であり、法面は直角に立

ち上がる。

埋没土 As-B、As-C混じりの暗褐色土が単層堆

積する 。

出土遺物 土師器片

調査所見 周辺でもいくつかの土坑が単独あるいは

重複して検出されているが、土坑そのものの機能的

な詳細は不明である 。

◆A2区 7号士坑

付図 2 第94図写図26

位置 Cd-56グリッド

重複 6号上坑に先行する 。

規模 (0.80)mX0.52m 深さO.llm

形状 平面形 6号土坑と重複しているため不明。

断面形 底面中央が一番低く、法面は南側が

北側よりも緩やかな傾斜をもつ。

埋没土 As-B、As-C混じりの暗褐色土が単層堆

積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 周辺でもいくつかの土坑が単独あるいは

重複して検出されているが、土坑そのものの機能的

な詳細は不明である。

◆A2区 8号土坑

付図 2 第95図写図27

位置 Cd-57グリッド

重複 なし。

規模 (-)mX0.53m 深さ0.23m

形状 平面形全形が確認できないため不明。

断面形底面はほぽ平坦であり、法面は西側

る。

埋没土 Hr-FAに伴うパミス、 As-C混じりの黒

褐色土が単層堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 一部調査区外で未調査のため、全容は不

明である 。土坑そのものの機能的な詳細は不明であ

る。

A 調査区外 A' 

［ロー

A ~―--ニ_ -A' 

゜
1 : 40 lm 

L=92.00 rn 

A2区(2而） 8号上坑 ・士／渾断面

1 黒灰～暗灰色シルト 表土。

2 暗褐灰色土 表土。（鉄分沈着陪）

3 暗褐色十． Hr-FAに伴うパミス、 As-C混土。

As-Cが多く、 As-Bも少屈混入。

4 黒褐色土 Hr-FA、As-C混じり 。 3悟よ り

も混入贔は少ない。

5 黒褐色土 ややシルト質。

第95図 A2区2面 8号土坑平面図・土層断面図

◆A2区 9号土坑

付図 2 第96図写図27

位置 Cd-56 • 57グリッド

重複 なし。

規模 1.89m X0.98m 深さ0.08m

形状 平面形隅丸長方形

断面形 底面には凹凸があり、法面は浅く不

明瞭に立ち上がる。

埋没土 As-B、Hr-FAに伴うパミス、 As-C混

じりの暗褐色土が単層堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 周辺でもいくつかの土坑が単独あるいは

重複して検出されているが、土坑そのものの機能的

な詳細は不明である 。
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第3章遺跡の概要

＼
 

A
 

A'L=92.00m 

A2区(2面） 9 号土坑 • 土／州断而

1 暗褐色土 As-B、As-C、H

r-FA混じり 。

゜
1 : 40 lm 

第96図 A2区2面 9号土坑平面図・土層断面図

◆A2区 10号士坑

付図 2 第94図写図27

位置 Cd • Ce-56グリッド

重複 11 • 17号土坑よりも新しい。

規模 2.40m X (-) m 深さ0.24m

形状 平面形全形が確認できないため不明。

断面形底面には凹凸があり、法面は緩やか

に立ち上がる 。

埋没土 Hr-FAに伴うパミス 、As-Cを含む暗褐

色土とHr-FA、As-Cを含む黒褐色土が自然堆積

する 。

出土遺物 なし。

調査所見 調査区外に一部遺構がかかっているため、

形状は明らかではないが、おそらく長方形を呈する

ものと思われる。比較的大きな規模からみて、当初

は住居と思われたが、床面の硬度、カマド、焼土の

有無などからみて、土坑として扱った。士坑そのも

のの機能的な詳細は不明である。

◆A2区 11号土坑

土

付図 2 第94図写図27

位置 Cd-56グリッド

重複 10号土坑に先行する 。

規模 (0.86)mX(-)m 深さ0.31m

形状 平面形 全形が確認できないため不明。

断面形 底面はほぼ平坦であり、法面は一部

袋状に立ち上がる 。

埋没土 As-B、As-Cを含む暗褐色土と黒褐色土

が自然堆積する。

出土遺物 小円礫

調査所見 調査区外に一部遺構がかかっているため、

形状は明らかではない。また、土坑そのものの機能

的な詳細も不明である 。

◆A2区 12号土坑

付図 2 第97図写図27• 28 

位置 Br-56グリッド

重複 l号踏み分け道よりも新しい。

規模 0.80mX0.64m 深さ0.12m

形状 平面形楕円形

断面形底面はほぼ平坦であり、法面は緩や

かに立ち上がる 。

埋没土 As-Cを大量に含む黒褐色土が単層堆積す

る。

出土遺物 小円礫

調査所見 底面中央部と縁辺部に小円礫が残存して

いるが、上坑そのものの機能的な詳細は不明である。

一 A A' 

口A' ．．  
A2区(2面） 1 2号土坑 • 土層断而

1 黒褐色土 As-Cを多最に含む。

゜
1 40 lm 

第97図 A2区2面 12号土坑平面図 ・土層断面図

◆A2区 13号土坑

付図 2 第98図写図28

位置 Ce-55 • 56グリッド

重複 なし。

規模 (-)mXl.lOm 深さ0.50m
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3. 2面の調査

形状 平面形 全形が確認できないため不明。

断面形 底面は中央部が深く落ち込み、そこ

から法面がほぽ45゚ で立ち上がる。

埋没土 粗いシルトの黒褐色上と黒色土が自然堆積

する。

出土遺物 なし。

調査所見 調査区外に一部遺構がかかっているため、

形状は明らかではなく、機能的な詳細も不明。

¥
 
A
 

A
 

調査区外

A' 

A' 

1 黒色土

2 黒色土

3 黒褐色土

4 黒色土

2層より粗いシルト 。

サラサラなシルト 。

付図 2 第99図写図28

位置 Ce-56グリッド

重複 なし。

規模 0.52m X0.40m 

゜
1 : 40 lm 

L=92.60m 

A2区(2面） 1 3号土坑•土附断面

I 黒灰～暗灰色シルト 表土。現行水田耕土。

JI 暗褐灰色土 表土。現行水田床士。（鉄分沈着層）

[I] 暗灰褐色土 As-B、As-C、Hr-FAが混じり合う 。

鉄分を含む。

As-Cを非常に多く含む混土。

細粒シルト質で粘性が強い。

第98図 A2区2面 13号土坑平面図 ・土層断面図

◆A2区 14号土坑

深さ0.47m

形状 平面形ひょうたん形

断面形 底面は二つに落ち込み、法面は直角

に立ち上がる。

埋没土 Hr-FA、As-C混じりの暗褐色土と地山

塊を含む黒褐色土が自然堆積する。

出土遺物 なし。

調査所見 29 • 30号溝と南北ラインを共にし、 32号

溝の東側縁辺部と平行な位置にある 。低部の落ち込

みからみて植物の根株痕とも考えられるが、機能的

な詳細は不明である。

□□: A2区(2面） 1 4号土坑 • 土陪断面

1 暗褐色士 Hr-FA、As-Cが混 じる。

2 暗褐色 As-Cが混じる。

3 黒褐色土 オリー ブ色の地山塊を含む。

゜
1 : 40 lm 

L=92.00m 

第99図 A2区2面 14号土坑平面図 ・土層断面図

◆A2区 15号土坑

付図 2 第100図写図28

位置 Ce-56グリ ッド

重複 なし。

規模 0.40mX0.33m 深さ0.33m

形状 平面形ほぼ円形

断面形 底面は中段片側に 2段のテラス状の

段をもち、法面は直角に立ち上がる。

埋没土 As-B、As-Cを含む黒褐色土が自然堆積

する 。

出土遺物 なし。

調査所見 28 • 30号溝と南北ラインを共にし、 32号

溝の東側縁辺部と平行な位置にある。低部の落ち込

みからみて植物の根株痕とも考えられるが、機能的

な詳細は不明である 。

'A2区(2面）

入~~,-:こ：
15号士坑 • 土陪断面

A A' 

As-Bを中量、 As-Cを少磁、

オリープ色地山塊を僅かに含む。

オリーブ色地山プロ ックを少量

含む。粘性に欠ける。

゜
1 : 40 lm 

L=92.00m 

第100図 A2区2面 15号土坑平面因・土層断面図
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第3章追跡の概要

◆A2区 16号士坑

付1i12 第101図 写図28• 29 

位置 Ce-56 • 57グリッド

重複 なし。

規模 0.36m X0.35111 深さ0.45m

形状 平面形円形

断面形底面は円形状で狭く、法面は直角に

立ち上がる。

埋没土 As-B、As-Cを含む黒掲色土と暗褐色土 ・

黒褐色土が自然堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 28 • 29号溝と南北ラインを共にし 、32号

溝の東側縁辺部と平行な位置にある 。低部の落ち込

みからみて柱穴とも考えられるが、機能的な詳細は

不明である 。

¥〇]
A K. 

W 
。

1 : 40 lm 

L=92.00m 

A2区(2面） 16号土坑・土層断面

1 黒褐色土 A←Bを中品、 As_Cを少姑、オリープ色地山

塊を僅かに含む。

2 暗褐色土 オリープ色地山ブロックを少屈含む。粘性があ

り、ややしまる。

3 黒褐色土 オリープ色地山プロックを少登含む。粘性に欠

ける 。

第101図 A2区2面 16号上坑平面図 ・土層断面図

◆A2区 17号士坑

付図 2 第94図写図29

位置 Cd-56グリッド

重複 10号土坑に先行し、 6号土坑よりも新しい。

規模 (2.31) m X 1.53 m 深さ0.20m

形状 平面形 （隅丸長方形）

断面形 底面は平坦であり、法面はほぼ直角

に立ち上がる。

埋没土 As-B、As-Cを含む黒褐色土が自然堆積

する 。

出土遺物 須恵器片 • 土師器片

調査所見 形状は10号土坑に切られ明らかではない

が、隅丸長方形を呈するものと思われる 。周辺でも

いくつかの土坑が検出されているが、機能的な詳細

は不明である。

◆Bl区 1号土坑

付図 2 第102図写図29• 39 観察表P153 

位置 Bf-47 • 48グリッド

重複 なし。

規模 0.86m X0.67m 深さ0.26m

形状 平面形卵円形

断面形 中段にテラス状の段をもち、底面は

ほぼ平坦。

埋没土 Hr-FAに伴うパミス、 As-Cを含む黒色

土が単層堆積する 。

出土遺物 須恵器坪片（墨書土器）

調査所見 地山を掘り抜く単独の土坑であるが、機

能的な詳細は不明である。なお、出土遺物として墨

書土器が出土しているが、文字は解読不能である。

i□ 
A A' 

Bl区(2而） 1 号土坑 • 土｝悧断面

1 黒色土 As-C、Hr-FAに伴

うパミスを含む。

゜
1 : 40 lm 

L=91.50m 

コ豆 1/

゜
1 : 3 10cm 

第102図 B 1区2面 1号士坑平面図 ・土層断面図．

出土遺物
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3. 2面の調査

◆D2区 22号土坑 ー
、
―
'

付図 2

位置

重複

規模

形状

第103図

平面形

断面形

埋没土

写図29• 39 

Bh-5グリッド

なし。

(l.32)mX(-)m 

観察表P153 

深さ0.20m

全形が確認できないため不明。

底面は平坦であり、法面は緩やかに

立ち上がる 。

As-Cを含む黒褐色土と暗褐色砂質上が自

□□ 

L=90.40m 

然堆積する 。

出土遺物

調査所見

黒色土器坑 ・炭化材片・小円礫

底面縁辺部に小円礫を残す。一部が調査

区画外にかかっているために全形は不明である。土

坑内から遺物と共に炭化材片が出土した例は、本遺

跡ではこれが最初であり、火葬に関係した土坑の可

能性も否めないが、土坑そのものの機能的な詳細は

不明である 。

02区(2面）

I 暗褐色土

II 茶褐色土

IIJ 暗褐色土

w 茶褐色土

＞
 

゜
40 lm 

V
I
l
2
3
4
5
 

黒褐色土

思褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色砂質土

22号士坑 • 土附断而

表土。現行水田耕土。

現行水田床土。鉄分沈沿陪。

As-Aを含む。

As-B、As-Cを斑点状に含む。鉄分沈着痕

を多く残す。

As-B、As-Cを多隈に含む混土。 ¢1 cm程

度の円礫を含む。

As-C混土。

VI lf'iに比ぺやや粘質。

As-Cの屈が少なくなる。

As-Cを含まない。

色調が暗くなり炭化物を含む。

地山に小礫を含む。

◆D4区 18号土坑

付図 2

位置

重複

規模

形状

第104図

Di-43グリッド

なし。

1.19m X0.52m 

平面形

断面形

写図29

深さ0.24m

歪んだ長方形

底面は中央部が深く落ち込み、そこ ゜
10cm 

から法面がほぼ45°で立ち上がる 。

埋没土 As-Cを含む暗褐色土と暗褐色シルトが自

然堆積する。

出土遺物

調査所見

なし。

埋没土の状況から、北東側からの埋没過

程が看て取れる 。土坑そのものの機能的な詳細は不

明である 。

◆D4区 19号上坑

第103図

C←̀ 
;, ・ •^·`‘ 

D 2区2面 22号土坑平面図 ・土層断面図．
出上遺物

付図 2

位置

重複

第105図 写図30

Di-42グリッド

なし。

A A' ． ．  
/~、,;

I 

L=91.50m 

第104図 D4区2面

04区(2面）

1 暗褐色士

2 暗掲色土

暗褐色シルト

18号土坑・土層断面

As_C混土。

As心を斑点状

に少益含む。

地山にAs-Cを

少屈含む。

゜
1 : 40 lm 

18号土坑平面図・土層断面図
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第 3章 遺跡の概要

規模 2.05m X0.6lm 深さ0.16m

形状 平面形歪んだ長方形

断面形底面は平坦であり、法面は直角に立

ち上がる。

埋没土 As-Cを含む暗褐色上が自然堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 土層断面の観察から自然埋没が窺えるが、

土坑そのものの機能的な詳細は不明である 。

D4区(2面） 19号土坑 • 土）晋断面

1 暗褐色土 As-C混土。

2 暗褐色土 As-Cを斑点状に少

祉含む。

I 
L 

＼ 

) 
ーA A' 

゜
lm I 40 

L=91.50m 

第105図 D4区2面 19号土坑平面図・土層断面図

◆D4区 20号士坑

付図 2 第106図写図30

位置 Di-41 • 42グリッド

重複 なし。

規模 0.74m X0.67m 深さ0.60m

形状 平面形乱れた円形

断面形 底面はほぼ平坦であり、法面は直角

に立ち上がる 。

埋没土 As-B • As-Cを含む暗褐色砂質土とAs-

Cを含む暗褐色土 ・褐色土が自然堆積する 。

出土遺物 なし。

調査所見 土層断面の観察から自然埋没が窺えるが、

土坑そのものの機能的な詳細は不明である 。

。
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1

2

3

 ロ
ー
、
＿

4 褐色土

シルトプロソクを含む。

As-Cを斑点状に多く含む。

ややシルト質。

゜
l : 40 lm 

L=91.50m 

第106図 D4区2面 20号土坑平面図・土層断面図

◆D4区 21号土坑

付図 2 第107図写図30

位置 Dg-12 • 13グリ ッド

重複 なし。

規模 (-) m X (0. 60) m 深さ0.17m

形状 平面形 全形が確認できないため不明。

断面形 底面中央から確認面まで緩やかに立

ち上がる。

埋没土 As-Cを少量含む暗褐色シルトが自然堆積

する 。

出土遺物 なし。

調査所見 土層断面の観察から自然埋没が窺えるが、

土坑そのものの機能的な詳細は不明である 。

ーー調査区外
l 1 ・

A 

A
 

撹乱

A' 

L=91.20m 

゜
1 : 40 lm 

04区(2面） 21号土坑 • 土層断面

I 灰褐色土 表土。現行水田耕土。

11 茶褐色土 現行水田床土。鉄分沈着層。

m 暗褐色土 As-B混土。

N 暗褐色土 As-BとHr-FAとの混土。

v 黄褐色土 Hr-FAとAs-Cとの混土。

VI 暗褐色土 As_C滉土。

1 暗褐色シルト 地山にAs-Cを少誠斑点状に含む。

2 暗褐色シルト 1層に近似するが、やや土質が粘質。

第107図 D4区2面 21号土坑平面因・土層断面図
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3. 2面の調査

(6) 井戸
A
 

◆A3区 2号井戸

A' 

|
l＼
＿
 

付図 2

位置

重複

規模

形状

埋没土

第108図 写図30

Cs-55 • 56グリッド

なし。

0.81m X0.78m 

平面形

断面形

出土遺物

調査所見

深さ1.57m

ほぽ円形

底面は円形状で平坦であり、法面は

直角に立ち上がる 。

。

As-Cを多量に含む暗掲色土と¢ 5~50cm 

大の円礫と灰色砂層を含む暗褐色砂礫層が堆積する。

なし。

旧利根川の河床礫層を掘り抜いている。

井戸底部は一気に埋没したことが窺えるが、遺物が

伴わないために時期的な詳細は不明である。

L=91.20m 

A3区(2而）

1 暗褐色土

3

4

5

6

 

暗褐色砂礫層

暗掲色砂質土

黄掲色砂質土

茶掲色砂質土

砂礫昂

0 1 : 40 

し．．一
lm 
i 

2号井戸 ・土層断面

As-Cを多埜に含む。 ¢2~3 cmの小円礫を

む。

¢ 5~10cm大の円礫を多益に含む。間に灰色

砂陪を挟む。

粒子均ーで細かい。

粒子均ーで細かい。

4層より色調がやや暗くなる 。

¢ 5~50cm大の円礫を多く含む砂礫層。旧利

根川の河床礫。

◆D6区 4号井戸

付固 2

位謳

重複

規模

形状

埋没土

第109図

Ce・ Cf-53グリッド

なし。

1.36mX(-)m 

平面形

断面形

写図30

深さ0.82m

（ほぼ円形）

底面はほぼ平坦であり、東側法面は

西側法面に比べ、ほぼ直角に立ち上

がる。

¢ 1 ~50cm大の円礫を多量に含む砂礫層が

第108図 A3区2面

A 

2号井戸平面因・土層断面図

調査区外

|
l
¥
‘

＿
 

A
 

皿 A' 

自然堆積する。

出土遺物

調査所見

なし。

北半が水道管埋設部分にかかっているた

めに、全形は明らかではないがほぼ円形とみること

ができる 。本遺跡検出の井戸は、 1面の 1• 3号井

戸と 2面の 2• 4号井戸であるが、明らかに形状や

規模に違いがみられる 。なお、遺物を伴わないため

に、 2号井戸同様に時期的な詳細は不明である 。

N

1

2

3

4

 

L=92.10m 

D6区(2面）

I 暗褐色土

II 茶褐色土

I11 茶褐色土

黒褐色土

暗褐色シルト

砂礫層

砂礫層

黒色砂礫層

4 号井戸 • 土層断面

表土。現行水田耕土。As-Aを含む。

現行水田床土。鉄分沈着屈。As-Aを含む。

Il層に色調が近似する。 As-A、As-Bの

混土。鉄分沈祐痕を多数残す。Hr-FAに伴

うパミスが少星混入。

As-C混土。

地山に¢ 5~10cm大の円礫を混入する。

¢ 1~10cm大の円礫を多最に含む。

¢ 20~50cm大の円礫を多最に含む。

砂層に礫が多羅に混入。

゜
40 lm 

第109図 D6区2面 4号井戸平面図・土層断面図
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第3章遺跡の概要

4.遺構外出土遺物

付図 2 第2• 110 • lll図写図39.40 観察表P153 • 154 

本追跡においては、追構を伴わない遺物も出土し

ている 。それはB2区2面の埴輪片集中箇所での円

筒埴輪や、遺構確認作業中における表土中からの出

土追物などである。他にも41本設定した試掘トレン

チ内からの出土遺物などがあり（第 2図試掘トレン

No~こ口／三 ｀〉〈］＼｀、）—

ベ'ニニ”’

：t[言長＼ □□□ 
＼し'T I/ 

No.24Tr. 103 

2而

＼ 

埴輪出土地点

チ設定図参照）、破片を含めて迫物の年代が特定で

きるものについては本文に掲載した。

特にB2区 2面の表土中から出土した土師器甕

(No.102)と、 No.12トレンチ内出土の土師器坪(No.101)、

同じく No.24トレンチ内出土の土師器甕(No.103)は、

その年代が6世紀代（古墳時代後期）とみられること

から、本遺跡における該期住居跡の存在を示唆する

資料となるものである。

102 
埴輪出土地点

, IJI 1や

埴輪出士地点

I I 

(} 
埴輪出土地点

/ l a 
104 

二／＇ ｀ ＼

勺霙＝
！ l ヽぷふー

105 

106 

107 

゜
1 : 3 10cm 

第110図 遺構外出土遺物（1)
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4.遺構外出土遺物

No~こ」こニ二~8
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0 1 : 3 10cm 
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第111図 遺構外出土遺物 (2)
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第 4章 自然科学分析

第 4章 自然科学分析

1.石関西田II遺跡の土層とテフラ分析

株式会社古環境研究所

1.はじめに

前橋市域とその周辺に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には、赤城、榛名、浅間など北関東

地方とその周辺の火山、中部地方や中国地方さらには九州地方などの火山に由来するテフラ（火山砕屑物、

いわゆる火山灰）が多く認められる 。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている示標テフラがあり、

これらとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるよ

うになっている。

そこで、年代が不明な土層や遺構が検出された石関西田 II遺跡においても、地質調査を行い土層層序を記

載するとともに、テフラ検出分析と屈折率測定を行って示標テフラの層位を把握し、土層や遺構の年代に関

する資料を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、 A (A 1区北壁）、B (A 3区5号畠）、

C (B 2区東壁）、D (B 2区東壁）、E (B 2区9号畠 ）、F (B 2区西壁）、G (B 2区南壁）、H (D 1 

区西端）、 I (D 2区第 2トレンチ）、J (D 3区北壁）、K (D 6区西壁）、L (C区11号畠）の12地点であ

る（サンプリング地点は付図 2参照）。

2.上層層序

(1) A地点

A地点では、下位より白色軽石混じり灰色土（層厚10cm以上，軽石の最大径llmm)、黒褐色粘質土（層厚

3 cm)、成層したテフラ層 （層厚13.4cm)、暗褐色土（層厚0.8cm)、成層したテフラ層 （層厚5.5cm)、暗灰色

土（層厚 4cm)、灰色砂質シルト層 （層厚0.3cm)、暗灰色土 （層厚llcm)、黄灰色砂層 （層厚 6cm)、褐色砂

質土（層厚 8cm)、暗灰褐色土（層厚10cm)、黄灰色砂層（層庫 5cm)、炭化物混じり灰色土（層厚 9cm)、鉄

分を多く含む褐色土（層厚 4cm)、灰色土（層厚14cm)、盛土（層厚47cm)が認められる（第ll2図）。

これらのうち、下位の成層したテフラ層は、下位より灰色細粒火山灰層（層厚0.2cm)、褐色粗粒火山灰層

（層厚 2cm)、青灰色細粒火山灰層（層厚0.2cm)、黄色粗粒火山灰層 （層厚 6cm)、暗灰色粗粒火山灰層（層

厚 2cm)、桃色細粒火山灰層（層厚 3cm)からなる。このテフラ層は、その層相から、 ll08（天仁元）年に

浅間火山から噴出した浅間Bテフラ（As-B,荒牧，1968,新井，1979)に同定 される 。上位の成層したテ

フラ層は、下部の灰色粗粒火山灰層（層厚0.5cm)と上部の青灰色細粒火山灰層（層厚 1cm) からなる 。こ

のテフラ層は、層位や層相などからll28（大治 3)年に浅間火山から噴出したと推定されている浅間粕川テ

フラ (As-Kk,早田， 1991, 1996)に同定さ れる。

(2) C地点

C地点では、下位より砂混じりで若干色調が明るい黒褐色土 （層厚10cm以上）、砂混じり黒褐色土 （層厚

16cm)、褐灰色粗粒火山灰層 （層厚 4cm)、暗褐色砂質土（層厚16cm)、灰色土（層厚18cm)、灰色作土 （層厚

18cm)が認められる （第112図）。 これらのうち、褐灰色粗粒火山灰層は、その層相からAs-Bの下部に対比

される。
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(3) D地点

D地点では、下位より暗褐色土（層厚10cm以上）、色調が若干暗い暗灰色士 （層厚20cm)、成層したテフラ

層（層厚5.2cm)、砂混じり暗灰褐色土（層厚18cm)、鉄分を多く含む褐色土（層厚 2cm)、灰色土（層厚41cm)、

灰色作土（層厚 6cm)が認められる（第112図）。これらのうち成層したテフラ層は、下部の灰色細粒火山灰

層（層厚0.2cm) と、上部の褐灰色粗粒火山灰層（層厚 5cm)からなる。 このテフラ層は、その層相から As-

Bの下部に対比される。

(4) E地点

E地点では、 As-Bより下位のサク状遺構が検出された。ここではサク状遺構の覆上について、テフラ検

出分析が行われた（後述）。

(5) F地点

F地点でも、サク状の遺構が検出された （第113図）。サク状の遺構は、下位より灰白色軽石を少量含む灰

色粘質土（層厚13cm, 軽石の最大径 4mm)、灰白色軽石を多く含む暗灰褐色土 （層厚 9cm, 軽石の最大径 5

mm)、灰白色軽石 （最大径 4mm)や白色軽石（最大径 5mm) を含む灰色土（層厚 5cm以上）などから埋没し

ている。

(6) G地点

G地点では、下位より亜円礫層 （層厚30cm以上，礫の最大径288mm)、黄灰色砂層（層厚35cm)、灰色砂層

（層厚22cm)、若干色調が暗い灰色土 （層厚12cm)、灰色士 （層厚12cm)、灰白色軽石 （最大径 5mm)や白色軽

石（最大径17mm) を含む灰色土（層厚12cm)、暗灰色土（層厚10cm)、成層したテフラ層（層厚 6cm)、砂混

じり暗灰褐色土（層厚 5cm)、灰色土（層厚11cm)、若干黄色がかった灰色土（層厚14cm)、若干色調が暗い

灰色土（層厚13cm)、暗灰色表土（層厚12cm)が認められる（第113図）。

これらのうち、成層したテフラ層は、下部の褐灰色粗粒火山灰層（層厚 5cm)と上部の桃色細粒火山灰層

（層厚 1cm)からなる。このテフラ層は、その層相からAs-Bに同定される。

(7) H地点

H地点では、下位より亜円礫層（層厚10cm以上，礫の最大径214mm)、暗灰色砂質上（層厚10cm)、暗灰色

士（層厚38cm)、黒灰色土（層厚 4cm)、灰色粗粒火山灰層（層厚 2cm)、暗灰色上（層厚23cm)、鉄分に富む

橙色土（層厚 2cm)、暗灰色土 （層厚11cm)、黄灰色砂層 （層厚 2cm)、白色細粒軽石混じりで若干黄色がかっ

た灰色土 （層厚13cm, 白色軽石の最大径 3mm)、灰色土 （層厚10cm)、黄灰色土（層厚17cm)、暗灰褐色表土

（層厚20cm)が認められる（第114図）。

(8) I地点

I地点では、下位より黒褐色泥炭層 （層厚10cm以上）、灰色シルト層 （層厚 5cm)、暗灰褐色泥層（層厚 4

cm)、成層したテフラ層 （層厚4.4cm)、暗褐色泥層 （層厚 2cm)、青灰色細粒火山灰層 （層厚0.2cm)、暗褐色

泥層（層厚0.1cm)、若干桃色がかった灰色シルト層（層厚 4cm)、黒灰色泥層（層厚29cm)、砂混じり暗灰色

士 （層厚17cm)、黄灰色砂質シル ト層 （層厚16cm)、黒灰褐色泥層 （層厚 6cm)、成層したテフラ 層（層厚13
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cm)、黒褐色泥層 （層厚0.3cm)、青灰色細粒火山灰層 （層厚 1cm)、黒褐色土（層厚 5cm)、灰色砂質土 （層

厚 5cm)、暗灰色土 （層厚17cm)、白色軽石混じり灰色土（層厚 5cm,軽石の最大径10mm)、白色軽石混じり

灰色土（層厚14cm,軽石の最大径11mm)、黄灰色土（層厚 8cm)、灰色土 （層厚14cm)、暗灰褐色土 （層厚 9

cm)、暗灰色表土（層厚13cm)が認められる（第114図）。

2層の成層したテフラ層のうち 、下位の成層したテフラ層は、下部の青灰色細粒火山灰層（層厚0.4cm)

と上部の青灰色粗粒火山灰層（層厚 4cm)からなる。また上部の成層したテフラ層は、下位より黄灰色粗粒

火山灰層（層厚 3cm)、橙色粗粒火山灰層（層厚 2cm)、黄色細粒軽石層（層厚 3cm,軽石の最大径 2mm)、

かすかに成層した暗灰色粗粒火山灰層（層厚 3cm)、桃色細粒火山灰層（層厚 2cm)からなる。この上位の

成層したテフラ層は、その層相から1108（天仁元）年に浅間火山から噴出した浅間 Bテフラ (As-B, 荒牧，

1968, 新井． 1979)に同定される。またその上位の青灰色細粒火山灰層は、層位や層相などから1128（大治

3)年に浅間火山から噴出したと推定されている浅間粕川テフラ (As-Kk, 早田， 1991, 1996)に同定され

る。このAs-Bの直下か らは、畦畔が検出されている 。

(9) J地点

］地点では、下位より灰色砂層 （層厚10cm以上）、暗灰色砂質土（層厚11cm)、灰色軽石混じり暗灰色土

（層厚14cm, 軽石の最大径 3mm)、黄色細粒火山灰層（層厚 2cm)、褐色土（層厚 3cm)、灰色土 （層厚22cm)、

淘汰の良い灰色砂層（層厚10cm)、灰色砂質土（層厚 5cm)、暗灰色土（層厚 7cm)、成層したテフラ層（層

厚10cm）、白色軽石混じり灰褐色砂質土 （層厚24cm)、暗灰色表土 （層厚21cm)が認められる（第115図）。こ

れらのうち、成層したテ フラ層は、下部の成層した黄灰色粗粒火山灰層（層厚 8cm)と、上部の桃色細粒火

山灰層（層厚 2cm)からなる。

(10) K地点

K地点では、下位より亜円礫層 （層厚50cm以上，礫の最大径138mm)、黄灰色軽石層（層厚11cm,軽石の最

大径11mm, 石質岩片の最大径 2mm)、砂混じり暗灰色土（層厚21cm)、黄灰色砂質土 （層厚17cm)、若干黄色

がかった灰色土（層厚12cm)、暗灰色表土（層厚17cm)が認められる（第115図）。

(11) L地点

L地点では、サク状遺構を覆って灰色粗粒火山灰を含み若干色調が暗い灰色土（層厚 2cm, 試料 1)が認

められる 。

3. テフラ検出分析

(1) 分析試料と分析方法

テフラの特徴とその降灰層準を把握するために、上述11地点において採取された試料のうち、64点を対象

にテフラ検出分析を行った。分析の手順は、次の通りである。

l)試料10gを秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80℃で恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下で観察し、テフラ粒子の量や特徴を把握。
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(2) 分析結果

テフラ検出分析の結果を表 1と表 2に示す。A地点では、いずれの試料からも、スポンジ状によく発泡し

た灰白色軽石 （最大径 3mm)が検出される 。軽石の班晶には、斜方輝石や単斜輝石が認められる 。これらの

ことから、この軽石については、 4世紀中葉＊ 1に浅間火山火山から噴出した浅間 C軽石 (As-C, 荒牧，

1968, 新井， 1979)に由来すると考えられる。試料 3および試料 2には、さほど発泡の良くない白色軽石

（最大径0.8mm)が少量ずつ含まれている 。軽石の班晶には、斜方禅石や角閃石が認められる。この軽石は 、

その岩相から 6世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名ニッ岳渋川テフラ (Hr-FA,新井， 1979,坂口， 1986,

早田，1989, 町田 ・新井，1992)に由来すると思われる。さらに試料 1には、比較的よく発泡した淡褐色軽

石 （最大径2.1mm)が比較的多く含まれている 。この軽石の班晶には、斜方輝石や単斜輝石が認められる 。

この軽石は、その岩相から上位のAs-Bに由来すると考えられる 。

B地点では、いずれの試料からも、比較的よく発泡した淡褐色軽石 （最大径3.3mm)が検出される 。軽石

の班晶には、斜方輝石や単斜輝石が認められる。この軽石は、その岩相から上位のAs-Bに由来すると考え

られる。試料 3には、ほかにスポンジ状によく発泡した灰白色軽石 （最大径 2mm)が含まれている 。班晶に

は、斜方輝石や単斜輝石が認められる。これらのことから 、この軽石はAs-Cに由来すると考えられる 。

C地点では量に違いはあるものの、いずれの試料からも比較的よく発泡した淡褐色軽石 （最大径3.6mm) 

が検出される。軽石の班晶には、斜方禅石や単斜輝石が認められる 。最下位の試料 8については、屈折率測

定を行って示標テフラとの同定精度を向上させることにした。

D地点では、試料 6、試料 5、試料 3から 、スポンジ状によく発泡し、班晶に斜方輝石や単斜輝石をもっ

灰白色軽石 （最大径1.5mm)や、さほどよく発泡しておらず、班晶に斜方輝石や角閃石をもつ白色軽石 （最

大径1.9mm)が少量ずつ検出される 。これらの軽石は、岩相から各々As-CとHr-FAに由来すると考えられる。

試料 1には、比較的よく発泡した淡褐色軽石 （最大径5.1mm)が多く含まれている。軽石の班晶には、斜方

輝石や単斜輝石が眩められる 。これらの特徴は、層相からこのテフラ層がAs-Bに同定されることを支持す

る。

E地点では、試料 5、試料 2、試料 1に、スポンジ状によく発泡し、班晶に斜方輝石や単斜輝石をもつ灰

白色軽石 （最大径1.4mm)が含まれている 。この軽石は、その岩相からAs-Cに由来すると考えられる 。 また

試料 2には、さほどよく発泡しておらず、班晶に斜方輝石や角閃石をもつ白色軽石 （最大径0.9mm)が少量

含まれている。この軽石は、その岩相からHr-FAに由来すると考えられる 。

G地点では、試料 6より上位の試料から 、スポンジ状によく発泡し、班晶に斜方輝石や単斜輝石をもつ灰

白色軽石 （最大径5.3mm)や、さほどよく発泡しておらず、班晶に斜方輝石や角閃石をもつ白色軽石 （最大

径3.0mm)が検出された。岩相から、前者はAs-Cに、また後者はHr-FAに由来すると考えられる 。

H地点では、試料29から試料19にかけて、スポンジ状によく発泡し班晶に斜方輝石や単斜輝石をもつ灰白

色軽石 （最大径6.3mm)や、さほど発泡が良くなく班晶に斜方輝石や角閃石をもつ白色軽石 （最大径 4mm) 

が比較的多く含まれている 。試料18のテフラ層には、比較的よく発泡した淡褐色軽石 （最大径3.1mm)がと

くに多く含まれている 。この軽石の班晶には、斜方輝石や単斜輝石が認められる 。

I地点では、試料34と試料33をのぞくいずれの試料からも、スポンジ状によく発泡し班晶に斜方耀石や単

斜輝石をもつ灰白色軽石 （最大径 5mm)が検出される 。また試料34から試料23にかけて、試料11や試料 9に

は、さほど発泡が良くなく班品に斜方輝石や角閃石をもつ白色軽石が認められる。とくに試料34のテフラ層

に多く含まれており、試料33には、 （最大径10.1mm)に達する粗粒の軽石も含まれている 。試料17より上位
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では、比較的よく発泡した淡褐色軽石（最大径5.7mm)が含まれている。この軽石の班晶には、斜方輝石や

単斜輝石が認められる。さらに試料 1には、若干光沢をもつ白色軽石（最大径3.1mm)が少量含まれている 。

］地点では、試料11を除くいずれの試料からも、スポンジ状によく発泡し班晶に斜方輝石や単斜樺石をも

つ灰白色軽石（最大径7.7mm)が含まれている 。この軽石は、とくに試料13に多く認められる 。 また試料11

から試料 3にかけて、さほど発泡が良くなく班晶に斜方輝石や角閃石をもつ白色軽石（最大径6.7mm)が認

められる 。この軽石は、とくに試料11のテフラ層に多く含まれている。

K地点の試料 1のテフラ層には、スポンジ状によく発泡し班品に斜方輝石や単斜輝石をもつ灰白色軽石

（最大径7.1mm)がとくに多く含まれている。さらに L地点の試料 1には、スポンジ状によく発泡し班晶に斜

方輝石や単斜輝石をもつ灰白色軽石（最大径4.3mm)や、さほど発泡が良くなく班晶に斜方揮石や角閃石を

もつ白色軽石（最大径2.5mm)が比較的多く含まれている。

4.屈折率測定

(1) 測定試料と測定方法

A地点の試料 9、試料 5、試料 3、さらに E地点の試料 3および試料 1の5点と I地点の試料 9およびL

地点の試料 1に含まれるテフラ粒子の起源を明らかにするために、屈折率測定を試みた。屈折率測定方法は、

温度一定型屈折率測定法（新井， 1972,1993)による。

(2) 測定結果

屈折率測定の結果を表 3と表4に示す。A地点の試料 9に含まれる火山ガラス （n)の屈折率は、1.525-

1.531である。重鉱物としては、斜方揮石や単斜輝石のほか、ごく少量の角閃石が含まれている 。斜方輝石

(y)の屈折率は、 1.706-1.711である 。ただし、 microliteが多く含まれており、精度はさほど高くない。以

上のことから、この試料には、 As-Bによく似たテフラ粒子が多く含まれている 。

A地点の試料 5に含まれる火山ガラス (n)の屈折率は1.501-1.531(modalrange: 1.524-1.531, 1.501-

1.520)である。重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石のほか、ごく少量の角閃石が含まれている。斜方輝

石（y)と角閃石 (n2）の屈折率は、1.706-1.711および1.673-1.676である 。以上のことから、この試料に

はAs-Bのほか、 As-CやHr-FAに由来するテフラ粒子が多く含まれていると推定される 。さらに、 1783（天

明3)年に浅間火山から噴出した浅間A軽石（As-A,荒牧，1968,新井， 1979)がごく少量含まれている

可能性も考えられる 。

A地点の試料 3に含まれる火山ガラス（ n)の屈折率は1.508-1.530(modalrange: 1.525-1.530, 1.508-

1.520)である。重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石のほか、ごく少贔の角閃石が含まれている 。斜方輝

石（y)と角閃石 (nりの屈折率は、1.707-1.712および1.673-1.676である 。以上のことから、この試料に

はAs-Bのほか、 As-CやHr-FAに由来するテフラ粒子が多く含まれていると推定される。さらにAs-Aがごく

少量含まれている可能性も考えられる 。

E地点の試料 1に含まれる火山ガラス (n)の屈折率は、1.515-1.520である 。重鉱物としては、斜方輝石

のほか、単斜輝石や角閃石が含まれている。斜方輝石（y)と角閃石 (n2）の屈折率は、1.708-1.711およ

び1.672-1.677である 。これらのことから、この試料にはAs-C起源の粒子が多く含まれており、ほかに若干H

r-FAに由来するテフラ粒子が混入していると考えられる 。以上のことから、 E地点のサク状遺構の覆土は 、

Hr-FA降灰後でAs-B降灰前に形成された可能性が考えられる 。
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F地点の試料 3に含まれる火山ガラス （n)の屈折率は、1.514-1.520である 。重鉱物としては、斜方羅石

や単斜暉石が含まれている。斜方樺石 （y)の屈折率は、1.708-1. 711である 。以上のことから、この試料は

As-Cに同定される 。したがって、 F地点のサク状遺構の覆上については、 As-B降灰前で、 As-C降灰前後に

形成された可能性が考えられる。

I地点の試料 9に含まれる火山ガラス （n)の屈折率は1.510-1.530(modalrange : 1.525-1.529)である 。

重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石のほか、ごく少量の角閃石が含まれている。斜方輝石 （y)の屈折率

は、1.707-1.710である。また L地点の試料 1に含まれる火山ガラス （n)の屈折率は、1.515-1.520である 。

重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石のほか、ごく少量の角閃石が含まれている 。斜方輝石 （y)と角閃石

(n 2)の屈折率は、1.707-1.710と1.673-1.677である 。

5. 考察

テフラ検出分析で認められた軽石のうち、スポンジ状によく発泡し、班晶に斜方輝石や単斜輝石をもつ灰

白色軽石は、その岩相から 4世紀中葉＊ 1に浅間火山から噴出した浅間 C軽石 （As-C, 荒牧， 1968, 新井，

1979)に由来すると考えられる 。また、さほど発泡が良くなく、班晶に斜方輝石や角閃石をもつ白色軽石の

多くは、その岩相から 6世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名＝ツ岳渋川テフラ (Hr-FA, 新井， 1979, 坂

口， 1986, 早田， 1989, 町田・新井， 1992)に由来すると思われる 。比較的よく発泡し、班晶に斜方輝石や

単斜輝石をもつ淡褐色軽石 （最大径5.7mm)については、その岩相からAs-Bに由来すると考えられる 。 さら

に光沢をもつ白色軽石については、その特徴から1783（天明3)年に浅間火山から噴出した浅間A軽石 （A

s-A, 荒牧， 1968, 新井， 1979)に由来すると考えられる。

野外での層相観察や、テフラ検出分析の結果を合わせると、 H地点では、試料29以下の層位にAs-CやHr-

FAの降灰層準があると考えられる。また試料18のテフラ層は、含まれる軽石の特徴からAs-Bに同定される。

I地点では、試料37以下の層準にAs-Cの降灰層準があると考えられる。そして下部の成層したテフラに

ついては、層相や含まれるテフラの特徴からHr-FAに同定される。このことから、その上位の青灰色細粒火

山灰層については、 6世紀中葉に榛名火山から噴出した榛名ニツ岳伊香保テフラ (Hr-FP, 新井， 1962, 新

井， 1962, 坂口， 1986, 早田， 1989, 町田・新井， 1992)の最上部の火山灰層（早田， 1993)に同定される。

さらにそのすぐ上位にある、シルト層については、層位や層相からHr-FPの噴火に伴って発生した火山泥流

堆積物 （早田， 1989)に対比される。試料 lに含まれる光沢をもつ白色軽石については、その特徴からAs-

Aに由来する可能性が高い。なお、 Hr-FP火山泥流の上位で、 As-Bの下位にある黄灰色砂質シルト層につい

ては、その層位から818（弘仁 9)年の地震に伴って発生した洪水堆積物 （能登ほか， 1990)の可能性が考

えられる。

］地点において試料13付近に降灰層準があると考えられる軽石は、 As-Cと考えられる 。 また試料11のテ

フラ層は、 Hr-FAに同定される 。このことから、 Hr-FAの上位で、 As-Bより下位に認められる灰色砂層に

ついては、その層位から818（弘仁 9)年の地震に伴って発生した洪水堆積物の可能性が考えられる 。K地

点の試料 1のテフラ層は、層相や含まれる軽石の特徴から、 As-Cに同定される。

さらに、 L地点 (C区11号畠の覆土 （試料 1)) に含まれる軽石については、軽石の岩相や、重鉱物の組

み合わせ、さらに火山ガラスや斜方蝉石の屈折率などから、 As-CやHr-FAに由来すると考えられる 。 した

がって、 C区11号畠の層位については、 Hr-FAより上位にある可能性が考えられよう 。
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6.小結

石関西田 II遺跡において、地質調査とテフラ検出分析さらに屈折率測定を行った。その結果、下位より浅

間C軽石（As-C, 4世紀中葉＊］）、榛名ニッ岳渋川テフラ (Hr-FA, 6世紀初頭）、榛名ニッ岳伊香保テフ

ラ (Hr-FP, 6世紀中葉）とそれに伴って発生した火山泥流堆積物、浅間Bテフラ (As-B, 1108年）、浅間

粕川テフラ (As-Kk,1128年）、浅間A軽石（As-A, 1783年）などのテフラ層やテフラ粒子を認めることが

できた。さらに818（弘仁 9)年の地震に伴って発生した可能性がある洪水堆積物も検出された。発掘調査

で検出された遺構のうち、 E地点と F地点のサク状遺構の覆土は、各々Hr-FA降灰後でAs-B降灰前と、 As-

B降灰前でAs-C降灰前後に形成された可能性が考えられる。水田遺構については、 As-Bの直下に層位があ

る。また畠状遺構については、 Hr-FAより上位にある可能性が推定される 。

*1 現在では 4世紀を遡るとする説が有力になっているようである（たとえば，若狭， 2000）。しかし、具

体的な年代観が示された研究報告例はまだない。現段階においては「 3世紀後半」あるいは「 3世紀終末」

と考えておくのが妥当なのかも知れないが、土器をもとにした考古学的な年代観の変更については、考古学

研究者による明確な記載を待ちたい。
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1.石関西田 II迫跡の土居 とテフラ分析
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1.石関西田 1I遺跡の土層とテフラ分析

表 l テフラ検出分析結果（1)

地点 試料 軽石の量 軽石の色調 軽石の最大径

A地点 1 ++ 淡褐 2.7 

2 ＋ 淡褐 2.6 

3 ＋＋ 淡褐，白 1.8, 2.1 

4 ＋ 淡褐 1.9 

5 ＋＋ 淡褐＞白 1.8, 3.1 

6 ＋＋ 淡褐＞白 3.6, 3.2 

7 ++ 淡褐＞白 3.0, 1.6 

8 

， ＋ 淡褐 1.3 

10 ＋ 淡褐 1.2 

B地点 ー +++ 灰白，白 4.0, 2.2 

C地点 1

2

 

+++ 

+++ 

灰白＞白灰

灰白＞白

8

2

 

．
．
 

1

3

 

＇
，
 

8

0

 

．
．
 

4

6

 

D地点 1

2

 

＋＋ 

+++ 

灰白＞白灰

灰白＞白

7

3

 

．

．
 

3

2

 

9

9

 

1

1

 

．
．
 

4

5

 

E地点 ー ＋＋ 灰白＞白 3.8, 2.1 

F地点 1

2

3

 

+++ 

+++ 

＋＋ 

灰白＞白

灰白

灰白

4.4, 3.1 

6.1 

3.8 

G地点 2 ＋ 灰白＞白 3.3, 1.7 

4 ++ 灰白＞白 5.3, 3.0 

6 ＋ 灰白＞白 1.1, 1.6 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

＋＋＋＋ ：とくに多い，＋＋＋ ：多い，＋＋ ：中程度，＋ ：少ない，ー：認められない．

（ ）はとくに少ないことを示す．最大径の単位は，mm.
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表 2 テフラ検出分析結果(2)

122 

地点 試料軽石の呈 軽石の色調 軽石の最大径

H地点 18 ++++ 淡褐 3.1 

19 ＋＋ 灰白＞白 3.1,1.3 

21 ＋＋ 灰白，白 3.1, 2.1 

23 ＋＋ 灰白，白 5.9,2.8 

25 ＋＋ 灰白，白 7.2,4.0 

27 十＋ 灰白，白 6.3,2.4 

29 十＋ 灰白，白 3.2,2.0 
ーー、・ー・・・--------------------------------------------------------------------------

I地点 1 ＋ 淡褐，白 2.0,1.9 

3 ＋ 淡褐 2.1 

5 ＋ 淡褐 3.6 

7 ＋ 淡褐 3.1 ， ＋＋ 淡褐＞白 3. 7,2.6 

11 ＋＋ 淡褐＞白 3. 3, 3.1 

13 ＋＋ 淡褐 2.7 

15 ＋＋ 淡褐 3.0 

17 ＋＋ 淡褐 5. 7 

19 ＋ 灰白 1.5 

23 ＋＋ 灰白＞白 5.0,1.8 

25 ＋＋ 灰白＞白 4.3,4.0 

27 ＋＋ 灰白＞白 3.7,4.3 

29 ＋＋ 灰白，白 3. 7,2.8 

31 ＋＋ 白，灰白 2.3,2.6 

33 ＋＋ 白 10.1 

34 +++ 白 5.2 

35 十 白，灰白 2.4,1.3 

37 十 灰白＞白 2.3,2.2
---------------------------------------------------------------------------------

J地点 z ＋ 灰白 1. 9 

3 ＋＋ 灰白，臼 4. 9, 2.1 

5 ＋ 灰白，白 1.3,1.1 

7 ＋＋ 白，灰白 2.2,3.2 ， ＋＋ 白，灰白 4.1,2.8 

11 +++ 白 6. 7 

13 +++ 灰白 7. 7 

15 ＋ 灰白 6. 7 

K地点 1 十＋＋＋ 灰白 7.1 
---------------------------------------------------------------------------------

L地点 1 ++ 灰白，白 4.3,2.5 

＋＋＋＋ ：とくに多い，＋＋＋ ：多い，＋＋ ：中程度，＋ ：少ない，ー：認めら

れない．最大径の単位は， mm.



1.石関西田 Il遺跡の土層とテフラ分析

表 3 屈折率測定結果（11)

地点 試料 火山ガラス (n) 重鉱物 斜方輝石 （y) 角閃石 (n,)

A 3 
1. 508-1. 530 

(1.525-1.530, 1.508-1.520) 

opx>cpx,(ho) 1.707-1.712 1.673-1.676 

A
 

5
 

1.501-1.531 

(1.524-1.531, 1. 501-1.520) 

opx>cpx,(ho) 1. 706-1. 711 1.673-1.676 

A
 ，

 

1. 525-1. 531 opx >cpx, (ho) 1.706-1.711 

E
 

ー 1.515-1.520 opx>cpx,ho 

F
 

3
 

1.514-1.520 opx>cpx 

1.708-1.711 1.672-1.677 

1.708-1. 711 

屈折率の測定は，温度一定型屈折率測定法 （新井， 1972, 1993)による． （ ） ：modal range. 

opx:斜方輝石， cpx:単斜輝石， ho:角閃石． （ ）は量が少ないことを示す．

表 4 屈折率測定結果（2)

地点 試料 火山ガラス (n) 重鉱物 斜方輝石 （y) 角閃石 (n」

I地点

，
 

1. 510-1. 530 

(1.525-1.529) 

opx>cpx,(ho) 1.707-1.710 

L地点 ー 1.515-1.520 opx >cpx, (ho) 1. 707-1. 710 1.673-1.677 

屈折率の測定は，温度一定型屈折率測定法 （新井， 1972, 1993)による． （ ） ：modal range. 

opx:斜方輝石， cpx:単斜輝石， ho:角閃石． （ ）は量が少ないことを示す．
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2. 石関西田1I遺跡の植物珪酸体（プラント・オパール）分析

株式会社古環境研究所

1. はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 （SiOり が蓄積したものであり、植物が枯れ

たあとも微化石 （プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている 。植物珪酸体分析は、この

微化石を遺跡上壌などから検出して同定・定星する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定

およ び古植生・古環境の推定などに応用されている （杉山， 2000)。

2.試料

分析試科は、 A (A 1区北壁）、B (A 3区5号畠）、C (B 2区東壁）、D (B 2区東壁）、E (B 2区9

号畠）、F (B 2区西壁） 地点の 6地点から採取された計17点と H地点(D1区西端）、I地点 (D2区第2

トレンチ）、］地点 (D3区北壁）、L地点 (C区11号畠）の4地点から採取された計19点である （サンプリ

ング地点は付図 2参照）。 試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント ・オパール定量分析法 （藤原，1976)をもとに、次の手順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥 （絶乾）

2)試科約 1gに直径約40μmのカラスビーズを約0.02g添加 （電子分析天秤により 0.1mgの精度で秤量）

3)電気炉灰化法 (550℃ .6時間）による脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W• 42KHz • 10分間）による分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 （オイキット ）中に分散してプレパラート作成

7)検鏡 ・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1枚分の精査に相当する 。

試料 1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 l

g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 （機動細胞珪酸体 1個あたりの

植物体乾重、単位： 10-sg)をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ （赤米）

の換算係数は2.94（種実重は1.03)、ヨ シ属 （ヨシ ）は6.31、ス スキ属 （ススキ ）は1.24、メダケ節は1.16、

ネザサ節は0.48、クマザサ属 （チシマザサ節 ・チマキザサ節）は0.75、ミヤコザサ節は0.30である 。 タケ亜

科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4. 分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである 。これらの分類群について定量を行い、

H • I ・]地点については、水田跡 （稲作跡）の検討が主目的であることから 、同定および定量はイネ、ヒ

工属型、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科の主要な 5分類群に限定した。その結果を表 5および第116図～第
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2.石関西田 II遺跡の植物珪酸体分析

121図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ 、オオムギ族 （ムギ類の穎の表皮細胞由来）、キビ族型、ジュズダマ属、ヌマガヤ属型、 ヨシ属、ス

スキ属型 （おもにススキ属）、ウシクサ族A （チガヤ属など）、ウシクサ族B （大型）、シバ属 、Aタイプ

（くさび型）

〔イネ科ータケ亜科〕

メダケ節型 （メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、ネザサ節型 （おもにメダケ属ネザサ

節）、クマザサ属型 （チシマザサ節やチマキザサ節など）、ミヤコザサ節型 （おもにクマザサ属ミヤコザサ節）、

未分類等

〔イネ科ーその他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 （おもに結合組織細胞由来）、茎部起涌、未分類等

〔樹木〕

多角形板状 （ブナ科コナラ属など）、その他

5. 考察

(1) 稲作跡の検討

水田跡 （稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 （プラント ・オパール）が試料 1g 

あたり 5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断してい

る （杉山，2000)。ただし、密度が3,000個／ g程度でも水田遺構が検出される事例がある ことから、ここで

は判断の基準を3,000個／gとして検討を行った。

1) A地点 （第116図）

As-A混層 （試料 1)からAs-Bの下層 （試料 7)までの層準について分析を行った。その結果、As-A混層

（試料 1)からAs-Kk直上層 （試料 4)までの各層、およびAs-B直下層（試料 6)とその下層 （試料 7)か

らイネが検出された。このうち、 As-B直下層 （試料 6)とその下層 （試料 7)では密度が5,100~5,900個／g

と高い値である 。したがって、これらの層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる 。As-Kk直上

層からAs-A混層にかけては、密度が700~2,200個／ gと比較的低い値である 。 イネの密度が低い原因とし

ては、稲作が行われていた期間が短かったこと、士層の堆積速度が速かったこと、洪水などによって耕作土

が流出したこと 、採取地点が畦畔など耕作面以外であった こと、および上層や他所からの混入などが考えら

れる 。

2) B地点（第119図）

As-Bより下位のサク状遺構の覆土 （試料 1)について分析を行った。その結果、イネは検出されなかった。

3) C地点 （第117図）

As-B直上層 （試料 l)からAs-Bの下層 （試料 3)までの層準について分析を行った。その結果、As-B直

上層 （試料 1) とAs-B直下層（試料 2)からイネが検出された。密度は前者で2,200個／ g、後者でも 700

個／gと比較的低い値である 。イネの密度が低い原因としては、前述のようなことが考えられる 。
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4) D地点 （第118図）

As-B直上層 （試料 1)からAs-Bの下層 （試料 3)までの層準について分析を行った。その結果、 As-B直

上層（試料 1)とAs-B直下層 （試料 2)からイネが検出された。密度は前者で1,800個／g、後者でも2,000

個／gと比較的低い値である 。イネの密度が低い原因としては、前述のようなことが考えられる 。

5) E地点 （第119図）

As-Bより下位のサク状遺構の覆土 （試料 1)について分析を行った。その結果、イネは検出されなかった。

6) F地点 （第119図）

As-Bより下位のサク状遺構の覆土 （試料 1、2)について分析を行った。その結果、イネは検出されなかった。

7) H地点 （第120図）

As-B直下層 （試料 1)について分析を行った。その結果、イネが検出されたが密度は800個／ gと低い値

である。イネの密度が低い原因としては、稲作が行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かっ

たこと、洪水などによ って耕作土が流出したこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上

層や他所からの混入などが考えられる。

8) I地点 （第121図）

As-A混層 （試料 1)からHr-FAの下層 （試料17)までの層準について分析を行った。その結果、 As-Kk

直下層 （試料 9)を除く各試料からイネが検出された。 このうち、 As-A直下層 （試料 2)、As-Kkの上層

（試料 6)、As-Bの下層（試料12)、Hr-FPの上層（試料13)、Hr-FP混層（試料14)では、密度が5,000個／g

以上と高い値であり、 As-A混層 （試料 1)、As-Aの下位層 （試料 4)、As-B直下層 （試料10、畦畔遺構検出）

でも、 3,000個／g以上と比較的高い値である 。したがって、これらの各層では稲作が行われていた可能性

が高いと考えられる。その他の層準では、密度が700~2,300個／gと比較的低い値である。イネの密度が低

い原因としては、前述のようなことが考えられる 。

9)]地点 （第120図）

As-B直下層 （試料 l)からAs-C直下層 （試料 6)までの層準について分析を行った。その結果、 As-B直

下層 （試料 1)からHr-FA直下層 （試料 5)までの各層からイネが検出された。 このうち、 As-Bの下層

（試料 2)では密度が5,000個／g以上と高い値であり、 As-B直下層 （試料 1)およびAs-Bの下位層 （試料

3)でも3,000個／g以上と比較的高い値である 。したがって、これらの各層では稲作が行われていた可能

性が高いと考えられる 。Hr-FA直下層 （試料 5)では、密度が800個／gと低い値である 。イネの密度が低

い原因としては、前述のようなことが考えられる 。

10) L地点 （表 5)

Hr-FAより上位と考えられる畠状遺構の覆土 （試料 1)について分析を行った。その結果、イネが検出さ

れた。密度は3,000個／gと比較的高い値である。したがって、同遺構では稲作が行われていた可能性が高

いと考えられる 。
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(2) イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオオムギ族 （ムギ

類が含まれる ）、ヒエ属型 （ヒエが含まれる ）、エノコログサ属型 （アワが含まれる ）、キビ属型 （キビが含

まれる ）、ジュズダマ属 （ハトムギが含まれる ）、オヒシバ属型 （シコクビエが含まれる ）、モロコシ属型、

トウモロコシ属型などがある 。このうち、本遺跡の試料からはオオムギ族とジュズダマ属が検出された。以

下に各分頷群ごとに栽培の可能性について考察する。

1)オオムギ族

オオムギ族 （穎の表皮細胞）は、 A地点のAs-B直下層（試料 6)から検出された。 ここで検出されたの

は、ムギ類 （コムギやオオムギ）と見られる形態のものである （杉山・石井，1989)。密度は700個／gと低

い値であるが、穎 （籾殻）は栽培地に残されることがまれであることから、少量が検出された場合でもかな

り過大に評価する必要がある。したがって、 As-B直下層の時期に調査地点もしくはその近辺でムギ類が栽

培されていた可能性が考えられる。

2)ジュズダマ属型

ジュズダマ属型は、 A地点のAs-B直下層 （試料 6)およびD地点のAs-B直上層 （試料 1)から検出さ

れた。ジュズダマ属型には食用や薬用となるハトムギが含まれるが、現時点では栽培種と野草のジュズダマ

とを完全に識別するには至っていない。また、密度も600~1,500個／gと比較的低い値であることから、こ

こでハトムギが栽培されていた可能性は考えられるものの、野草のジュズダマに由来するものである可能性

も否定できない。

3)その他

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するものが含ま

れている可能性が考えられる 。キビ族型にはヒエ属やエノコログサ属に近似したものも含まれており 、ウシ

クサ族B （大型）の中にはサトウキビ属に近似したものが含まれている 。これらの分類群の給源植物の究明

については今後の課題としたい。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定される

ため、根菜類などの畠作物は分析の対象外となっている。

(3) 酸体分析から推定される植生と環境

1) A地点

As-Bの下層では、上記以外にもネザサ節型が比較的多く検出され、ススキ属型、ウシクサ族A、 ミヤコ

ザサ節型なども検出された。As-B直下層では、ヨシ属が多量に検出され、ヌマガヤ属型なども出現してい

る。As-Bの上層では、各分類群とも減少しており、ススキ属型やウシクサ族Aは見られなくなっている 。A

s-A混層にかけては、ネザサ節塑が次第に増加している。おもな分類群の推定生産量によると、 As-B直下層

とAs-B直上層ではヨシ属が卓越しており、 As-A混層ではネザサ節型が優勢とな っていることが分かる。

以上のことから、 As-B直下層からAs-B直上層にかけては、ヨシ属などが多く生育する湿地的な環境であっ

たと考えられ、 As-B直下層の時期にはそこを利用して水田稲作が行われていたと推定される 。なお 、水田

内でヨシ属が繁茂していたことは考えにくいことから、ヨシ属が施肥などの目的で水田内に持ち込まれたこ
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とや、休閑期間中にヨシ属が繁茂していたことなども想定される。

As-A混層の堆積当時は、ネザサ節などが生育する草原的な環境であったと考えられ、ヨシ属などが生育

する湿地的なところも見られたと推定される 。

2) C 地点• D地点

上記以外の分類群では、ススキ属型、ウシクサ族A、ネザサ節型が比較的多く検出され、部分的にヨシ属

なども検出された。おもな分類群の推定生産量によると、おおむねススキ属型が優勢となっていることが分

かる 。

以上のことから、 As-Bの下層から上層にかけては、ススキ属やチガヤ属などが生育する草原的な環境で

あったと考えられ、部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推定される 。

(2) オオムギ族について

I地点のAs-A直下層（試料 2)では、オオムギ族 （穎の表皮細胞）が検出された。 ここで検出されたの

は、ムギ類（コムギやオオムギ）と見られる形態のものである（杉山 ・石井， 1989)。密度は800個／gと低

い値であるが、穎（籾殻）は栽培地に残されることがまれであることから、少量が検出された場合でもかな

り過大に評価する必要がある 。このことから、同層ではムギ類が栽培されていた可能性が高いと考えられる。

(3) ヒエ属型について

I地点のAs-B直下層（試料10)とその下位層 （試料13)、およびD-3区のAs-B直下層 （試料 1) では 、

ヒエ属型が検出された。ヒエ属型には栽培種のヒエの他にイヌビエなどの野生種が含まれるが、現時点では

これらを識別することは困難である （杉山ほか， 1988)。また、密度も800~1,500個／ gと低い値であるこ

とから、ここでヒエが栽培されていた可能性は考えられるものの、イヌビエなどの野 ・雑草である可能性も

否定できない。

(4) 堆積環境の推定

ヨシ属は湿地的なところに生育し、ススキ属やタケ亜科は比較的乾いたところに生育している 。このこと

から 、こ れらの植物の出現状況を検討することによって、堆積当時の環境（乾燥 ・湿澗）を推定することが

できる。イネ以外の分類群では、下位層準を中心にヨシ属が比較的多く検出され、上位層準ではタケ亜科が

比較的多く検出された。おもな分類群の推定生産量によると、 Hr-FPの下位およびAs-Bの上下層ではヨシ

属が卓越していることが分かる 。

以上のことから、 Hr-FPの下位層およびAs-Bの上下層の堆積当時は、ヨシ属などが生育する湿地的な環

境であったと考えられ、そこを利用して水田稲作が行われていたと推定される。なお、イネの増加後もヨシ

属が多く検出されることから、施肥などの目的でヨシ属が水田内に持ち込まれたことや、休閑期間中にヨシ

属が繁茂していたことなども想定される。

6. まとめ

植物珪酸体分析の結果、 A地点では浅間 Bテフラ (As-B, 1108年）直下層 とその下層からイネが多最に

検出され、それぞれ稲作が行われていた可能性が嵩いと判断された。また、 A地点の浅間粕川テフラ (As-
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Kk, 1128年）直上層～浅間A軽石 (As-A, 1783年）混層の各層、およびC地点と D地点のAs-B直下層と A

s-B直上層でも、やや少量ながらイネが検出され、稲作が行われていた可能性が懃められた。 さらに、 A地

点のAs-B直下層では、ムギ類が栽培されていた可能性も認められた。

As-Bより下位のサク状遺構 (B地点、 E地点、 F地点）の覆土では、イネ科栽培植物に由来する植物珪

酸体は検出されなかった。

D 2 • D 3区の水田遺構が検出された浅間Bテフラ （As-B, 1108年）直下層からは、イネが多量に検出

され、同層で稲作が行われていたことが分析的に検証された。また、浅間A軽石 （As-A, 1783年）混層と

その下位層、 As-Bの下層、榛名ニッ岳伊香保テフラ (Hr-FP, 6世紀中葉）混層、およびHr-FAより 上位

と考えられる C区2面畠状遺構でもイネが多量に検出され、稲作が行われていた可能性が高いと判断された。

さらに、榛名ニツ岳渋川テフラ (Hr-FA, 6世紀初頭）直下層などでも、稲作が行われていた可能性が認め

られた。 I地点のAs-A直下層では、オオムギ族 （穎の表皮細胞）が検出され、ムギ類が栽培されていた可

能性が詔められた。

Hr-FPの下位層およびAs-Bの上下層の堆積当時は、ヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと考え

られ、そこを利用して水田稲作が行われていたと推定される 。
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2.石関西田 II遺跡の植物珪酸体分析

1.イネ D地点 2 2. イネ （側面）D地点 1 3. キビ族型 A地点 6

4. キビ族型 A地点 3 5. ヨシ属 A地点 5 6. ススキ属型 C地点 1

7. ウシクサ族A C地点 3 8. シバ属 A地点 6 7. イネ科Aタイプ C地点 2

10. ネザサ節型 A地点 1 11.クマザサ属型 C地点 l 12. ミヤコザサ節型 C地点 3

植物珪酸体の顕微鏡写真 50μm 

植物珪酸体 （プラント ・オパール）の顕微鏡写真 （1)
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第4章 自然科学分析

13.棒状珪酸体 A地点 3

16. イネ I地点12

19. ヒエ属型 ］地点 1

22. ススキ属型 I地点 6

14.多角形板状 （コナラ属など） A地点 l

17.イネ J地点 3

20. ジュズダマ属 I地点14

23. シバ属 I地点 4

15. 海綿骨針 A地点 7

影
n
 

一
・-’ C

3
 

18.オオムギ族（穎の表皮細胞） I地点 2

21. ヨシ属 I地点13

24.ネザサ節型 H地点 1

植物珪酸体の顕微鏡写真 50μm 

植物珪酸体（プラント・オパール）の顕微鏡写真 （2)

138 



3.石関西田 II遺跡の旧河道礫について

3. 石関西田1I遺跡の旧河道礫について

飯島 静男（群馬地質研究会）

《A地点》

100個は拳大以下の円礫で、すべて粗粒輝石安山岩である。採取地点の東側約100mに寺沢川が流れており 、

同川が赤城山麓より流れ出してきていることから、 A地点（付図 2参照）の礫は同川よりもたらされたもの

と考えられる 。

《B地点〉

粗粒輝石安山岩が約 3分の 1、次いで変質安山岩、溶結凝灰岩、石英閃緑岩、ひん岩等が多い。また、計

15種類におよび岩石種がみられた。これらの特徴は、現在の前橋付近における利根川の河床礫の礫種および

組成に等しい。B地点 （付図 2参照）の礫は利根川の旧河道の河床礫と考えられる。

＊礫の採取は、 B1区のA・Bの2地点で行い、それぞれ無作為に100点を抽出して鐙定した。

表6 石関西田 1I遺跡における A地点 ・B地点の礫組成

地点 石質 個数 率

A地点 粗粒輝石安山岩 100 100沿

B地点 粗粒輝石安山岩 34 34% 

B地点 変質安山岩 16 16匁

B地点 溶結凝灰岩 11 l lg 
B地点 石英閃緑岩 11 11匁

B地点 ひん岩 8 8% 

B地点 変玄武岩 3 3匁

B地点 流紋岩 3 3% 

B地点 変質玄武岩 3 3匁

B地点 珪質頁岩 2 2匁

B地点 花尚岩 2 2% 

B地点 砂岩 2 2% 

B地点 珪質変質岩 2 2% 

B地点 輝緑岩 1 lX 

B地点 変はんれい岩 1 1% 

B地点 細粒輝石安山岩 1 l匁

計 100 100匁

B地点 粗粒輝石安山岩 34 34% 

B地点 変質安山岩 16 16% 

B地点 溶結凝灰岩 11 l l] 

B地点 石英閃緑岩 11 l l g 
B地点 ひん岩 8 8匁

B地点 その他 20 20匁

計 100 100% 

石関西田I]遺跡 旧河道礫調査(01.1.12 飯島静男氏鑑定）

ひん岩
8% 

1石関西田 II遺跡 A地点礫組成1

100% 
粗粒輝石安山岩

1石関西田 II遺跡 B地点礫組成1

11% 
石英閃緑岩 11% 16% 

溶結凝灰岩 変質安山岩

第122図 A地点 • B地点における礫組成
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第 5章まとめ

第2章で記したように、本遺跡の東側にあたる赤

城山麓の末端部の台地上においては、発掘調査も数

多く行われ、時代を異にする多くの遺跡が存在する。

一方、広瀬川低地帯内での調査例は極めて少なく、

最近になってようやく調査の機会が増えてきたのが

実情である。本遺跡は、そのような数少ない調査の

一つであり、約20,000m'の調査対象地内を全掘では

ないにしろ広範囲に調査することができたことによ

り、各遺構はもちろんのこと、以下の 4つの観点に

ついての資料を得ることができた。

1. 水田について

本遺跡で検出された水田は、 B1区 1面のAs-B

混土下水田と Al・D2・D3区 1面より検出され

たAs-B下水田であり、 As-B下水田は平安時代の

住居が立地する微高地と微高地との間にある低地部

に営まれている。また、擬似畦畔として確認したB

1区における 2号As-B混土下水田の年代は明らか

ではないが、擬似畦畔の水田耕土であるAs-B混土

より出土した遺物などからみて、 As-B降下以降～

中世頃と推定される 。

以上のことから、本遺跡内ではAl区東側の低地

部と D2区西半部、 D3区東半部の低地を除いてA

s-B直下の水田は存在せず、微高地部の全面的な

水田開発はおそらく中世以降と考えられる。この水

田開発に伴ってAs-Bが上位から撹拌され、 As-B

混土へと変化したものと考えられる。

Al区で検出された1号As-B下水田は、微高地

部から低地部にかけてAs-Bの一次堆積層が良好な

状態で認められ、その中ほどにAs-Bによって被覆

された用水路とみられる24号溝を検出した。この溝

より東側では寺沢川の旧河道の浸食によって畦畔は

確認できなかったものの、水田面の存在が想定でき

る。この溝を用水路として、それよりも東側を水田

域と想定した理由は以下のとおりである 。

①As-B直下の溝は北西から南東方向にかけて走

行し、地形はこの溝を境にして全体に北東方向へと

緩やかに傾斜している。したがって、この溝は微高

地と低地の境部分を走行していることになり、微嵩

地縁辺際を通る用水路としての一般的な位置を示し

ている 。

②この溝は土手状の高まりを両側に築くことによ っ

て形成されているが（第123図網点部分）、 1カ所で

この高まりが低地側だけ途切れる部分が存在し、こ

れは用水路から水田面への取水口としての機能をも

つ可能性が高い。

③溝より東側のAs-B直下の黒色粘質土より、イ

ネのプラント・オパールが高い数値で検出されてい

る（第 4章 自然科学分析参照）。

なお、 As-B下水田が営まれた低地部は、 A 1区

24号溝以東と D2区 1号畦以西から D3区Ct-3 

グリッド以東に挟まれた低地部であり、 D3区Ct-

3グリッド内北壁の土層断面の観察では、微高地部

ヽ
＼
 

＼
 

[、
―

Bf-

／ 

/1 

,9  

91.85 

゜
1 : 80 6m 

第123図 A 1区 24号溝平面因
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2.集落の継続性について

から低地部に移行する地山地形の緩傾斜している様

子が看取できる。また、 As-Bの直上に暗褐色粘質

土が堆積しており、 プラント ・オパール分析の結果、

稲作を証明し得る数値が報告されている（第 4章

自然科学分析参照）。

2. 集落の継続性について

本遺跡で検出した集落に関わる遺構は、古い順か

ら6世紀代と考えられる踏み分け道、 6世紀代と 9.

10世紀代と考えられる畠畝間跡、 9 • 10世紀代の竪

穴住居跡である。これらのうち、踏み分け道につい

ては 6世紀代の可能性が高いが、畠畝間跡の年代に

ついては前述したように被覆した土壌のテフラ分析

に依拠するしかなく、 しかも、仮に被覆した土壌内

に二次堆積としてHr-FAなどのテフラの存在が明

らかとなり、 Hr-FA降下以降であることが確定し

たとしても、それが 6世紀代なのか 9• 10世紀代な

のかという判断は、上位からの撹拌を受けている限

り難しい。

これに対して、検出数16軒を数えた竪穴住居跡は、

伴出遺物が皆無であったA3区の12号竪穴住居を除

くすべてが、

ものであった。これらのうち、煮沸形態の土器につ

いてみると、

9世紀後半から10世紀前半にかけての

9世紀後半の竪穴住居には終末期の

「コ」の字状口縁甕を伴い、 10世紀前半の竪穴住居

には古い形式の羽釜を伴っている。

一方、これらに伴出する灰釉陶器は、 9世紀後半

の「コ」の字状口縁甕に美濃における灰釉陶器綱年

の光が丘 1号窯式に比定される灰釉陶器が伴い、 10

世紀前半の古い形式の羽釜には大原 2号窯式に比定

される灰釉陶器が伴っている。このことは、県下の

一般的な土師器 ・須恵器と灰釉陶器との共伴関係と

一致した現象を示している（坂ロ ・三浦 1986「奈良 ・

平安時代の上器編年」『群馬県史研究24』参照）。

また、 10世紀前半の竪穴住居の一部には、最終末

期の「コ」の字状口縁甕と古い形式の羽釜の共伴例

があり、「コ」の字状口縁甕から羽釜への変遷過程

を如実に示すとともに、集落が 9世紀後半から10世

紀前半にかけて時間的に断絶することなく継続して

いることを示していることになる（第124因参照）。

で 6

9
世
紀
後
半

~8 

冑 1

言 5

言

可言

10
世
紀
前
半

更 8

▽,  ̀

]

 

亨，
37 

冑 6

゜
1 : 8 20cm 

第124図 石関西田 II遺跡の土器編年図
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3. 竪穴住居の埋没に要する時間について

本遺跡では 1面のAs-Bが、 Al区の東側と B2 

区の南側などを除くほとんどで上位からの撹拌を受

けてAs-B混土となっている。しかし、 B2区 2面

で検出した竪穴住居のうち、 10世紀前半の 4号竪穴

住居と22• 23号溝の覆土内には、 As-Bの一次堆積

が認められた。これらの竪穴住居と溝は、 As-B

降下時点ではまだ埋没を完了せずに凹みとして残っ

ていたことを示し、この凹みにAs-Bが一次堆積し

たために、住居外に水平堆積したAs-Bがその後の

水田耕作などによって上位から撹拌されたのに対し

て、 As-Bが凹んだ分だけ撹拌から免れて保存され

たものである。また、 9世紀後半の竪穴住居にはA

s-Bの一次堆積がほとんど認められないことから、

これらはAs-B降下時点では既に埋没を完了し平坦

化していたものと推定することができる 。つまり、

9世紀後半の竪穴住居はAs-B降下時点でほぼ平坦

化しており、 一方、 10世紀前半の竪穴住居は凹みと

して残っていたことから、この遺跡における竪穴住

居の自然埋没に要した時間は、住居の年代である 9

世紀後半からAs-Bが降下した12世紀初頭（1108年）

までの約200年間と想定することができる 。これら

は、竪穴住居の埋没に要した時間を想定し得る貴重

な資料と言える 。

9 8 9 7 3 3' 

゜
1 : 60 2m 

B2区(2而） 4 号竪穴住居•土層断面

l 茶褐色土 As-Bの粗粒スコリア・青灰色火山灰・小豆色火

山灰と暗褐色土との滉土。しまりあり 。

2 As-Kk 浅間一粕川テフラの一次堆積層。

3 As-B 浅間B軽石の小豆色火山灰

3'As-B 浅間B軽石の粗粒スコリア

4 暗褐色土 As-Bの粗粒スコリア・青灰色火山灰、 Hr-FA

に伴うパミス、 As-Cの混土。しまりあり 。

5 暗褐色土 4層に近似するが、茶褐色土プロックを所々に含

む。ややしまりに欠ける。

6 茶褐色土 5層に比べ混入パミスの比率が極端に低く、黄褐

色シルトのブロック （地山）を少謎含む。しまりに

欠ける。

L=92.40m 

7 暗褐色上 5層に比べAs-Cが少なくなる。ややしまりあり 。

8 黒褐色土 Hr-FAに伴うパミスとAs-Cとの混土。 しまり

あり 。

9 茶褐色土 As-C混土。しまりあり 。8層に比べ色調がやや

茶色味を帯びる。

10 暗褐色土粒子均ーで細かい。As-Cを少量含む。

11 暗褐色土 10層に色調が近似するが、 As-Cを全く含まない。

第125図 B 2区 4号竪穴住居 ・土層断面図

A 78.60 m 7  8 A' 
- l I ー

1 

ロニ三三三／。
5 

1 : 60 2m 

波志江中野面遺跡 ・ A区41号住居 • 土層断面

1 褐色土 耕作土。

2 褐色土 2層よりやや黒色が強い。

3 黒色士 細かい灰白色粒が混入。

4 黒褐色土 褐色の砂粒、灰白色軽石粒を含む。

5 黒褐色土 4層と同じ成分である。赤色の鉄分と思われる

粒子を多く含む。

6 黒褐色土

7 黄橙色土

8 黒色土

9 黒褐色土

10 灰黒褐色土

白色粒とHr-FAの塊が混入。

Hr-FA層

灰白色軽石粒が多く含まれる。

黄橙の大きい粒、白色粒を含む。

黒褐色士中に多くの灰黄橙色土を含む層。灰黄

橙色土をブロック (1cm内外）状に多く含む。

第126図 波志江中野面遺跡 A区41号住居・土層断面図
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4.旧利根川の流路について

因みに、北関東自動車道に伴う発掘調査である波

志江中野面遺跡において、 4世紀代の竪穴住居の中

位にHr-FAがレンズ状に一次堆積した41号住居が

ある 。この住居は中位まで埋没するのに、 4世紀か

ら6世紀初頭までの約1.5世紀間の埋没時間を要し

たものと考えられる 。平坦化するまでにはもう少し

時間がかかると考えられることから、全体ではその

埋没に約 2世紀程を要したことが想定できる 。本遺

跡検出の住居と年代も立地場所も異なるが、本遺跡

の埋没時間と近似する例である 。

4. 旧利根川の流路について

D 2区西側に広がる低地部下層における土層断面

の観察の結果、現地表面よりも1.7m下で、 還元さ

れた層厚 4cmのHr-FAと、その上位に 4cmの間層

を挟んで層厚 4cmのHr-FPに伴う泥流を確認した

（巻頭カラー • 第 5 • 127図参照） 。特に注目される

のは、 Hr-FPに伴う泥流である 。Hr-FPに伴う

泥流は榛名山麓の小河川から利根川に流下している

ことから、広瀬川低地帯を流れる現桃ノ木川の一部

を、 Hr-FPの降下年代である 6世紀中葉に泥流が

南流することを可能にした河川が存在した可能性を

示唆している。そして、その後の確認調査では、 F

r-FPに伴う泥流とHr-FAはD3区の東端部と本

トレンチの東隣の第 1トレンチでは確認されず、本

トレンチの僅か10mの範囲にしか残存しないことが

明らかとなった。さらに、地形的にこの位置は 1.

2面ともに低地部にあたり、微高地と微尚地に挟ま

れた低地形となっている 。これらのことからみて、

古墳時代において旧利根川の流路の一部は、

ための極めて貴重な資料と考えられる 。

6世紀

中葉にこの地のこの位置を流れていた可能性があり、

広瀬川低地帯内における旧利根川の流路を解明する

（根岸）
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く基本士層＞注記の詳細はp6参照。

I暗褐色土 II茶褐色土 III暗褐色土 w茶褪色土

v暗褐色土 VI暗褐色土 Vil黒色粘質土

珊①As-B火山灰 珊②As-B粗粒スコリア

IX黒色粘質土 x暗灰色シル ト XI暗灰色土

XII黒褐色粘質土 XIII①Hr-FPに伴う泥流

XIII②Hr-FA XIV黒色泥炭層 W灰色シルト

XVI青灰色砂質土

第127図 D2区低地部確認地点・土層断面図
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遺物観察表





遺物観察表

く土器＞ ◇＝ 1面の遺構 ◆＝2面の遺構

遺物番号
種別

挿図番号
器種

出土位置 残存状態 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形・成形・整形の特徴、その他

図版番号 (cm) 

1 磁器 B 2区 口縁部～体部 器嵩 (5 1) ① 緻密 外面印版染付け。

第21図 鉢 ◇ 4号溝 l/4残存 口径 (16 3) ② 良好 内面印版染付け。

写図31 底径 ③ 明青灰色

2 灰釉陶器 B 2区 体部～高台部 器高 (2.4) ① 緻密 外面 観櫨成形、付高台回転箆削り調

第27図 皿 ◇12号溝 1/3残存 口径 ② 還元 整、施釉。

写図31 底径 (7 0) ③ 灰白色 内面・観輯成形、施釉。

3 土師器 B 2区 器高 (7 2) ① 細粒、細砂 外面 口縁部横撫で、胴部横位箆削り、

第27図 甕 ◇12号溝 口縁部～肩部 口径 （18 8) ② 酸化 口縁部と頸部に指頭痕、器面磨

写図31 1/6残存 底径 ③ 橙色 耗、「コ」の字状口縁甕。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

4 灰釉陶器 B 2区 器高 3 1 ① 緻密 外面 観鑢成形後回転箆削り調整、付

第28図 皿 ◇13号溝 1/3残存 口径 (17 0) ② 還元 高台回転箆削り調整、施釉。

写図31 底径 (6.8) ③灰白色 内面観櫨成形、施釉。

5 陶器 B 2区 器高 (2.1) ① 緻密 外面底部右回転糸切り、使用により

第33図 播鉢 ◇21号溝 底部破片 口径 ② 良好 摩滅。瀬戸・美濃系か。

写図31 底径 (12 0) ③ 灰白色

6 須恵器 B 2区 器高 (6 0) ① 細粒、小礫 外面 口縁部は内傾し、端部に平坦面

第33図 羽釜 ◇21号溝 口縁部破片 口径 (20 2) ② 還元 をもち肥厚する。鞘櫨成形、器

写図31 底径 ③ 灰白色 面磨耗。鍔断面は三角形で僅か

に上反する。

内面．口縁部横撫で、輛輯成形、器面

磨耗。

7 陶器 A3区 器高 (2 7) ① 緻密 外面 観轄成形後回転箆削り調整、底

第36図 碗 ◇ 1号井戸 体部下半 口径 ② 良好 部右回転糸切り後付高台、施釉。

写図31 ～底部 底径 5 0 ③ 淡黄色 内面施釉。

8 軟質陶器 A3区 口縁部～体部 器高 (5 8) ① 細粒 外面輔轄調整。

第36図 播鉢 ◇ 1号井戸 破片 口径 (31.0) ② 普通 内面櫛目なし。

写図31 底径 ③灰色， 軟質陶器 A3区 口縁部～体部 器高 （10.6) ① 細粒 外面体部縦撫で。

第36図 内耳鍋 ◇ 1号井戸 破片 口径 (31 4) ② 普通 内面横撫で。

写図31 底径 ③灰色

10 青磁 D4区 器高 ① 緻密 外面 蓮弁。産地は龍泉窯系？

第37図 碗 ◇ 3号井戸 体部破片 口径 ② 良好

写図31 底径 ③ 灰色

11 須恵器 A2区 器高 (4 3) ① 細粒、細砂 外面鞘櫨成形、底部右回転糸切り 。

第39図 坂 ◆14号竪穴住居 体部～底部 口径 ② 還元 付高台欠損、器面磨耗。

写図31 底径 45 ③ 灰白色 内面観櫨成形後横撫で。

12 須恵器 B 1区 器高 56 ① 細粒、砂粒、細礫 外面．体部観轄成形、底部右回転糸切

第42図 坂 ◆1号竪穴住居 ほぼ完形 口径 14 8 ② 還元 り。

写図31 底径 68 ③灰白色 内面・体部鞘鑢成形。

13 須恵器 B 1区 器高 (23 8) ① 細粒 外面 口縁部は内傾し、横撫で、胴部

第42因 羽釜 ◆1号竪穴住居 口縁～胴部 口径 21.0 ② 酸化 縦横位箆削り。鍔端部に平坦面

写図32 l/3残存 底径 ③灰白色 をもち、僅かに上反する。

内面 胴部斜位箆撫で。

14 須恵器 B 1区 器高 (16 0) ① 粗砂粒 外面 口縁部は僅かに内傾し、横撫で、

第42図 羽釜 ◆1号竪穴住居 口縁～胴部 口径 (21 O) ② 酸化 輛櫨成形後胴部縦横箆削り。

写図32 上半 底径 ③ にぶい黄橙色 鍔断面は三角形で下面に沈線。

内面胴部斜位箆撫で。

15 須恵器 B 1区 器高 (4 9) ①細粒 外面 口縁部は僅かに内傾し、横撫で。

第42図 羽釜 ◆1号竪穴住居 口縁部破片 口径 (21.0) ②酸化 鍔端部に平坦面をもち、僅かに

写図32 底径 ③橙色 下反する。

内面 口縁部横撫で。
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16 須恵器 B 2区 器高 39 ① 粗砂粒 外面 体部観櫨成形、底部右回転糸切

第44図 杯 ◆2号竪穴住居 2/3残存 口径 11 2 ② 酸化 り歪みあり。

写図32 底径 6.0 ③ にぶい黄褐色 内面体部輛櫨成形。

17 須恵器 B 2区 口縁～体部 器高 33 ① 細粒 外面体部観鑢成形。

第44図 杯 ◆2号竪穴住居 1/4残存 口径 (12 0) ② 酸化 内面体部輛輯成形。

写図32 底径 (5 8) ③ にぶい橙色

18 須恵器 B 2区 器高 38 ① 細粒、黒雲母 外面 体部輛轄成形、底部右回転糸切

第44図 坪 ◆2号竪穴住居 l/6残存 口径 (10 7) ② 酸化 り。

写図32 底径 (6 2) ③橙色 内面体部鞘輯成形。

19 須恵器 B 2区 口縁～体部 器高 (3 1) ① 細粒 外面体部輛輯成形。

第44図 坪 ◆2号竪穴住居 1/4残存 口径 (13 4) ② 酸化 内面体部輛輯成形。

写図32 底径 ③ にぶい褐色

20 須恵器 B 2区 器裔 (5 2) ① 粗砂粒、黒雲母 外面 体部鞘輯成形、付高台欠損、

第44図 坑 ◆2号竪穴住居 ほぽ完形 口径 15 8 ② 酸化 器面磨耗。

写図32 底径 ③ 明赤褐色 内面体部雛輯成形。

21 須恵器 B 2区 器高 4.6 ① 細粒 外面 口縁部撫で、体部観轄成形、

第45図 塊 ◆2号竪穴住居 1/3残存 口径 (12 4) ② 酸化 器面磨耗。

写図32 底径 60 ③ 橙色 内面観轍成形。

22 須恵器 B 2区 体部下位 器高 (2.7) ① 細粒 外面 体部観櫨成形、付高台接合痕あ

第45図 椀 ♦ 2 号竪穴仕居 ～底部 口径 ② 還元 り。

写図32 1/3残存 底径 (6 9) ③ 黄灰色 内面観轄成形。

23 灰釉陶器 B 2区 口縁～体部 器高 (2.6) ①緻密 外面体部観轄成形。施釉。

第45図 碗 ◆2号竪穴住居 1/5残存 口径 (16.0) ② 還元 内面体部輔轄成形。施釉。

写図32 底径 ③灰白色

24 灰釉陶器 B 2区 口縁～体部 器高 (2 2) ① 緻密 外面 体部輔輯成形、回転箆削り調整、

第45図 皿 ◆2号竪穴住居 l/4残存 口径 (13 4) ② 還元 輪花 2カ所残存、施釉。

写図32 底径 ③ 灰白色 内面輛鑢成形、施釉。

25 灰釉陶器 B 2区 口縁～体部 器嵩 (1 1) ①緻密 外面体部鞘輯成形。施釉。

第45図 皿 ◆2号竪穴住居 破片 口径 (16 6) ② 還元 内面体部輛輯成形。施釉。

写図32 底径 ③ 灰白色

26 土師器 B2区 器商 11 9 ① 細粒 外面 口縁部横撫で、胴部刷毛目後斜

第45図 小型甕 ◆2号竪穴住居 2/5残存 口径 （14 0) ② 酸化 縦位箆削り 。

写図32 底径 6.0 ③灰褐色 内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

27 土師器 B 2区 器高 (21.1) ① 細粒 外面 口縁部横撫で、胴部斜位箆削り、

第45図 甕 ◆2号竪穴住居 口縁～胴部 口径 (17 4) ② 酸化 「コ」の字状口縁甕。

写図33 l/4残存 底径 ③ にぶい赤褐色 内面 口縁部横位刷毛目後横撫で、胴

部斜横位箆撫で。

28 須恵器 B 2区 器高 33 ① 細粒 外面糖櫨成形、底部右回転糸切り。

第47図 杯 ◆3号竪穴住居 2/3残存 口径 11 6 ② 酸化 器面磨耗。

写図33 底径 70 ③ 浅黄橙色 内面 口縁部撫で、体部鞘輯成形後箆

撫で。

29 須恵器 B 2区 口縁～体部 器高 (3 3) ① 細粒 外面 口縁部横撫で、体部輛輯成形後

第47図 坪 ◆3号竪穴住居 l/3残存 口径 (13.0) ② 還元 箆削り。

写図33 底径 ③ 灰白色 内面：口縁部横撫で、体部輛輯成形。

30 須恵器 B 2区 器高 5.6 ① 粗砂粒、細礫 外面輛輯成形、器面磨耗。

第47図 境 ◆3号竪穴住居 完形 口径 12 4 ② 還元 内面輛輯成形、器面磨耗。

写図33 底径 7 4 ③ 灰黄色

31 須恵器 B 2区 器高 5 2 ① 細粒 外面鞘櫨成形、底部右回転糸切り。

第47図 坂 ◆3号竪穴住居 完形 口径 12 0 ② 酸化 付高台接合痕あり。器面磨耗。

写図33 底径 73 ③橙色 内面鞘輯成形、器面磨耗。

32 須恵器 B 2区 器高 5.4 ① 粗粒、黒雲母 外面糖輯成形、付嵩台接合痕あり 。

第47図 坑 ◆3号竪穴住居 完形 口径 12 2 ② 遥元 器面磨耗。

写図33 底径 7 5 ③ にぶい黄橙色 内面輛輯成形、器面磨耗。

33 須恵器 B2区 器高 (4.9) ① 細粒 外面輛輯成形、底部右回転糸切り 。

第47図 椀 ◆3号竪穴住居 高台部欠損 口径 13 6 ② 還元 付高台欠損、器面磨耗。

写図33 底径 ③ 浅黄色 内面・観鑢成形、器面磨耗。

34 須恵器 B 2区 器高 58 ① 細粒 外面鞘轍成形、底部右回転糸切り。

第47図 坂 ◆3号竪穴住居 1/4残存 口径 (13.0) ② 酸化 内面鞘輯成形。

写図33 底径 7 6 ③ 灰黄褐色
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35 須恵器 B 2区 器高 6 2 ① 細粒 外面 輛輔成形、底部右回転糸切り。

第48図 椀 ◆3号竪穴住居 2/3残存 口径 (13 7) ② 還元 内面輛輯成形。

写図33 底径 7 8 ③ にぶい黄色

36 灰釉陶器 B 2区 器高 4 3 ① 緻密 外面 輛輯成形、回転箆削り調整、付

第48図 碗 ◆3号竪穴住居 1/3残存 口径 (13 7) ② 還元 高台回転箆削り調整、施釉。

写図33 底径 (6 6) ③ 灰白色 内面鞘轄成形、施釉。

37 灰釉陶器 B 2区 器高 28 ① 緻密 外面輛轄成形、底部右回転糸切り 。

第48図 皿 ◆3号竪穴住居 1/4残存 口径 （14 6) ② 還元 付高台回転箆削 り調整後撫で調

写図33 底径 (7 2) ③ 灰白色 整、施釉。

内而輛輯成形、施釉。

38 灰釉陶器 B 2区 底部～高台部 器高 (1 6) ① 緻密 外面 輛輯成形、付高台回転箆削り調

第48図 JTil ◆3号竪穴仕居 破片 口径 ② 還元 整後撫で調整、施釉。

写図33 底径 (6 5) ③ 灰黄色 内面輛輯成形、施釉。

39 土師器 B 2区 胴部～底部 器高 （19 5) ① 細粒 外面胴部斜縦位箆削り 。

第48図 甕 ◆3号竪穴住居 1/4残存 口径 ② 酸化 内面 胴部横位箆撫で、指頭痕あり 。

写図33 底径 (7 0) ③ 暗褐色

40 土師器 B 2区 口縁部 器高 (5 0) ① 細粒 外面 口縁部横撫で、胴部斜縦位箆削

第48図 甕 ◆3号竪穴住居 1/6残存 口径 (20 0) ② 酸化 り後箆撫で。

写図33 底径 ③橙色 内面 口縁部横撫で、胴部横位箆削り

指頭痕あり 。

41 土師器 B 2区 器高 (6 8) ① 細粒 外面 口縁部横撫で、胴部横位箆削り 。

第49図 甕 ◆4号竪穴住居 口縁部破片 口径 (21 2) ② 酸化 内面 口縁部横撫で、胴部斜縦位箆撫

写図34 底径 ③ にぶい黄褐色 で。

42 須恵器 B 2区 器高 ① 粗砂粒 外面 口縁部横撫で、鍔接合痕あり 。

第49図 羽釜 ◆4号竪穴住居 口縁部破片 口径 ② 還元 鍔断面は扁平な三角形。

写図34 底径 ③ にぶい黄橙色 内面 口縁部横撫で。

43 須恵器 B 2区 器高 4 9 ①粗粒 外面輛輯成形、底部右回転糸切り 。

第51図 塊 ◆5号竪穴住居 4/5残存 口径 14 0 ② 遠元 付高台接合痕あり 。器面磨耗。

写図34 底径 66 ③ にぶい黄色 内面 口縁部横撫で、イ本部輛輯成形、

器面磨耗。

44 須恵器 B 2区 器高 5 3 ① 粗粒、細礫 外面鞘鑢成形、付高台接合痕あり 。

第51図 坂 ◆5号竪穴住居 2/3残存 口径 14 6 ② 遥元 器面磨耗。

写図34 底径 6 5 ③ 灰白色 内面 鞘輯成形後箆磨き、器面磨耗。

45 須恵器 B 2区 器高 3 5 ① 細粒 外面 口縁部横撫で、体部雛轄成形後

第51図 坂 ◆5号竪穴住居 2/3残存 口径 (13 0) ② 酸化 撫て調整、底部右回転糸切り、

写図34 底径 5 2 ③ 明赤樹色 付高台接合痕あり 。

内面 軸櫨成形後担で調整。

46 黒色土器 B 2 Iえ 体部～高台部 器高 (3 0) ① 細粒 外面 1本部鞘櫨成形、底部右回転糸切

第51図 埼 ◆5号竪穴仕居 口径 ② 酸化 り。

写図34 1/5残存 底径 (6 0) ③ にぶい黄橙色 内面 輛輯成形後斜横位箆磨き、内黒。

47 須恵器 B 2区 口縁部～体部 器高 (4 4) ① 細粒、細礫 外面輛鑢成形。

第51図 坑 ◆5号竪穴住居 口径 （13 2) ② 遠元 内面観誼成形。

写図34 1/4残存 底径 ③ 灰色

48 灰釉陶器 B 2区 体部～高台部 器高 (1 5) ①緻密 外面 鞘轄成形、付高台撫で調整。施

第51図 皿 ◆5号竪穴住居 破片 口径 ② 還元 釉。

写図34 底径 6 4 ③ 灰白色 内面輛櫨成形、施釉。

49 土師器 B 2区 口縁部～肩部 器高 (9 3) ① 細粒 外面 口縁部横撫て、胴部斜横位箆削

第51図 甕 ●5号竪穴住居 口径 （19 2) ② 酸化 り。指頭痕あり 。

写図34 1/3残存 底径 ③ 赤橙色 内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

50 土師器 B 2区 口縁部～胴部 器高 （15 0) ① 細粒 外面 口縁部横撫で、胴部斜縦位箆削

第51図 甕 ◆5号竪穴住居 上半 口径 (21 8) ② 酸化 り。口縁部指頭痕あり。

写図34 l/2残存 底径 ③ 明褐色 内面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆撫

で。

51 須恵器 B 2区 胴部下半～底 器高 (24 0) ① 粗粒 外面 胴部横撫で後斜縦位箆削り、器

第52図 珠コt ◆5号竪穴住居 部 口径 ② 酸化 面磨耗。

写因34 1/4残存 底径 （18 8) ③ にぶい黄橙色 内面 胴部横位箆撫で、器面暦耗。
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52 須恵器 B 2区 器高 (9 4) ① 細粒 外面 口縁部は内傾し、端部に平坦面

第52図 羽釜 ♦ 5 号竪穴住居 口縁部～1洞部 口径 (20 8) ② 酸化 をもつ。口縁部横撫で、観鑢成

写図34 上位 底径 ③ にぶい黄橙色 形後胴部斜縦位箆削り 。鍔上面

破片 は僅かに凹み、上反する。

内面 口縁部横撫で、輛轄成形後胴部

横撫で。

53 土師器 B 2区 器高 63 ① 細粒 外面 口縁部横撫で、体部斜位箆削り、

第54図 塊 ◆6号竪穴住居 完形 口径 14 2 ② 酸化 底部横撫で、体部指頭痕。

写図35 底径 7 6 ③ 明褐色 内面 口縁部～底而横撫で。

54 須恵器 B 2区 器高 (5 0) ① 細粒、小礫 外面 鞘鑢成形、付高台欠損、器而磨

第54図 椀 ◆6号竪穴住居 台部欠捐 口径 14 0 ② 還元 耗。

写図35 底径 ③ にぶい橙色 内面輛輯成形、器面磨耗。

55 黒色土器 B 2区 器高 (3 9) ① 粗粒 外面 口縁部横撫で、輛饉成形後胴部

第54図 坂 ◆6号竪穴住居 口縁部～体部 口径 (14 8) ② 遠元 斜縦位箆削り後箆磨き 。体部指

写図35 l/4残存 底径 ③ にぶい黄橙色 頭痕あり。

内面 輛櫨成形後斜縦位箆磨き 、内黒。

56 土師器 B 2区 器高 26 4 ① 細粒 外面 口縁部横撫で、 3条の沈線、胴

第54図 班，，し ◆6号竪穴住居 4/5残存 口径 （17 3) ② 酸化 部斜横位箆削り。口縁部指頭痕、

写図35 底径 45 ③ 明赤褐色 「コ」の字状口縁甕。

内面 口縁部横撫で、胴部斜位箆撫で、

胴部指頭痕あり 。

57 土師器 B 2区 器高 (8 0) ① 粗粒 外面 口縁部横撫で、 2条の沈線、胴

第54図 瑚コ ◆6号竪穴住居 口縁部～肩部 口径 （19 0) ② 酸化 部斜横位箆削り 。口縁部指頭痕、

写図35 l/4残存 底径 ③ 浅黄色 「コ」の字状口縁甕。

内面 口縁部横撫て、胴部横位箆撫で。

No.58と同一個体か？

58 土師器 B 2区 胴部下半～底 器高 (12 0) ① 細粒 外面 胴部斜縦位箆削り 。

第54図 蔀年 ◆6号竪穴住居 部 口径 ② 酸化 内面 胴部斜横位箆撫で。

写図35 底径 5 2 ③ 灰黄褐色 No.57と同一個体か？

59 須恵器 B 2区 器高 4 1 ① 細粒 外面帷櫨成形、底部右回転糸切り 。

第56図 坪 ◆7号竪穴住居 l/6残存 口径 （12 4) ② 還元 内面鞘輯成形。

写図35 底径 (5 6) ③ 浅黄色

60 須恵器 B 2区 器高 7 0 ① 細粒、細礫 外面輛轍成形、底部右回転糸切り、

第56図 塊 ◆7号竪穴住居 l/3残存 口径 (16 8) ② 還元 付高台接合痕あり、器面磨耗。

写図35 底径 7 0 ③ 浅黄色 内面輛輯成形。

61 須恵器 B 2区 口縁部～体部 器高 (3 8) ① 祖粒 外面輛輯成形、「墨書土器」文字は

第56図 壌 ◆7号竪穴住居 破片 口径 (14 4) ② 還元 解読不能。

写図35 底径 ③ 浅黄色 内面槻輯成形。

62 黒色上器 B 2区 器高 6 1 ① 細粒 外面 口縁部横撫で、体部輛轄成形後

第56図 埒 ◆7号竪穴住居 l/3残存 口径 (15 0) ② 還元 撫で調整、付高台磨耗。

写図35 底径 (5 8) ③ にぶい黄橙色 内面輛輯成形、内黒。

63 灰釉陶器 B 2区 口縁部～体部 器高 (19) ① 緻密 外面 鞘輯成形、回転箆削り調整、施

第56図 皿 ◆7号竪穴住居 1/4残存 口径 (14 0) ② 還元 釉。

写図35 底径 ③灰白色 内面輛輯成形、施釉。

64 土師器 B 2区 器高 25 8 ① 粗粒、細礫 外面 口縁部横撫で、頸部に 2条の沈

第56図 甕 ◆7号竪穴住居 1/2残存 口径 （19 0) ② 酸化 線と指頭痕、胴部斜横位箆削り 。

写図35 底径 (5 9) ③ にぶい黄橙色 内面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆撫

で。

65 士師器 B2区 器高 (23 0) ① 細粒 外面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆削

第56図 甕 ◆7号竪穴住居 l/3残存 口径 (20 5) ② 酸化 り、「コ」の字状口縁甕。

写図36 底径 ③ にぶい褐色 内面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆撫

で。

66 土師器 B 2区 器高 (20 4) ① 粗粒 外面 口縁部横撫で、胴部斜縦位箆削

第56図 甕 ◆7号竪穴住居 口縁部～胴部 口径 （19 4) ② 酸化 り、頸部指頭痕、「コ」の字状

写図36 1/3残存 底径 ③ にぶい橙色 口縁甕。

内面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆撫

で。
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67 土師器 B 2区 器高 (18 8) ① 祖粒、細砂 外面 口縁部横撫で、胴部縦横位箆削

第56図 甕 ♦ 7 号竪穴住居 口縁部～胴部 口径 （19 8) ② 酸化 り。口縁部指頭痕、「コ」の字

写図36 上半 底径 ③ 橙色 状口縁甕。

1/3残存 内面 口縁部横担で、胴部横位箆撫で、

胴部指頭痕。

68 .::L師器 B 2区 口縁部～胴部 器高 （14 0) ① 細粒、黒雲母 外面 口縁部横撫で、胴部縦横位箆削

第57図 甕 ◆7号竪穴住居 上半 口径 （19 2) ② 酸化 り、頸部指頭痕、「コ」の字状

写図36 l/2残存 底径 ③ 橙色 口縁甕。

内面 口縁部横撫て、胴部横位箆撫

で。

69 土師器 B 2区 器高 (8 9) ① 粗粒、細砂 外面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆削

第57図 甕 ◆7号竪穴住居 口縁部～屑部 口径 (19 4) ② 酸化 り、口縁部指頭痕、「コ」の字

写図36 1/3残存 底径 ③ 橙色 状口縁甕。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

70 須恵器 B 2区 器高 29 0 ① 枡粒 外面 口縁部は大きく内傾し、端部に

第57図 羽釜 ◆7号竪穴住居 2/3残存 口径 19 5 ② 辺元 平坦面をもち肥厚する。口縁部

写図36 底径 (7 8) ③ にぶい黄橙色 横撫て、胴部下位観輯成形後斜

横位箆削り、器面磨耗。鍔断面

は三角形で大きく上反する。

内面 輛輯成形、器面磨耗。

71 須恵器 B2区 口縁部～胴部 器高 （17 8) ① 細粒 外面 口縁部は内傾し、端部に平坦面

第57図 羽釜 ◆7号竪穴住居 上半 口径 (20 0) ② 還元 をもつ。口縁部横撫で、胴部輛

写図37 1/3残存 底径 ③ 浅黄色 轍成形後縦位箆削り、器面磨耗。

鍔端部に平坦面をもつ。

内面 口縁部横撫で、胴部輛輯成形後

横位箆撫で。

72 須恵器 B 2区 口縁部～胴部 器高 （11 1) ① 粗粒、細砂 外面 口縁部は内傾し、端部に平坦面

第57図 羽釜 ◆7号竪穴住居 ヒ半 口径 (23 0) ② 還元 をもつ。輛輯成形、口縁部歪み

写図37 l/4残存 底径 ③ 浅黄橙色 あり、器面磨耗。鍔断面は三角

形で、上反と下反が混しる。鍔

先端は平坦。

内面輛輯成形、器面磨耗。

73 須恵器 B2区 口縁部～胴部 器高 (13 5) ①細粒 外面 口縁部は内傾し、端部に平坦面

第57図 羽釜 ◆7号竪穴住居 上半 口径 (18 4) ② 遠元 をもつ。口縁部横撫で、胴部観

写図37 1/4残存 底径 ③ にふい黄橙色 輯成形後斜縦位箆撫で、器面磨

耗。鍔断面は三角形で僅かに上

反し、端部は平坦。

内面 観櫨成形後横撫て、器面磨耗。

74 須恵器 B 2区 体部下半～高 器高 (3 5) ① 粗粒、細砂 外面 輛櫨成形、付島台接合痕あり、

第58図 坑 ◆8号竪穴住居 台部 口径 ② 酸化 器面磨耗。

写図37 1/4残存 底径 (6 0) ③橙色 内面輛輯成形、器面磨耗。

75 須恵器 B2区 器高 54 ① 細粒 外面輔轄成形、底部回転糸切り、付

第61図 坑 ◆9号竪穴住居 2/5残存 口径 （13 0) ②辺元 高台接合痕あり、器面磨耗。

写図37 底径 6 0 ③灰色 内面 観輯成形、器面磨耗。

76 須恵器 B 2区 体部下位～高 器高 (2 3) ① 細粒、細礫 外面 輛轄成形、底部糸切り後撫で調

第61図 椀 ◆9号竪穴住居 台部 口径 ② 遠元 整、器面暦耗。

写図37 底径 6 5 ③ にぶい橙色 内面輛鎧成形、器面磨耗。

77 土師器 B 2区 ［」縁部～胴部 器高 (13 3) ① 細粒、黒雲母 外面 口縁部横撫で、胴部縦横位箆削

第61図 甕 ◆9号竪穴住居 上位 口径 (18 0) ② 酸化 り、頸部指頭痕、器面磨耗、「コ」

写図37 l/3残存 底径 ③ にぶい黄橙色 の字状口縁甕。

内面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆撫

で。

78 土師器 B 2区 口縁部～胴部 器高 (12 9) ① 細粒、細砂 外面 口縁部横撫で、胴部斜縦位箆削

第61図 甕 ◆9号竪穴住居 上位 口径 (24 0) ② 酸化 り、頸部指頭痕、器面磨耗、「コ」

写図37 l/5残存 底径 ③ 橙色 の字状口縁甕。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で、

器面磨耗。
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79 土師器 B 2区 器高 (6 4) ① 細粒、細砂 外面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆削

第61図 き年憶 ◆9号竪穴住居 口縁部破片 口径 (18 0) ② 酸化 り、器面磨耗、「コ 」の字状口

写図37 底径 ③ にぶい橙色 縁甕。

内面 口縁部横撫で、 胴部横位箆撫で。

80 灰釉陶器 B 2区 器高 5 0 ① 緻密 外面 観轍成形後体部回転箆削り調整、

第63図 碗 ◆10号竪穴住居 1/3残存 口径 (15 4) ② 遠元 付高台回転箆削り調整、施釉。

写図37 底径 7 0 ③ 灰白色 内面 観鰈成形、施釉。

81 土師器 B 2区 器高 (4 6) ① 細粒、 黒雲舟 外面 口縁部横撫で、胴部箆削り、頸

第63図 戎瓦i ◆10号竪穴住居 口縁部破片 口径 （19 0) ② 酸化 部指頭痕、 「コ」の字状口縁甕。

写図37 底径 ③ にぶい赤掲色 内面 口縁部横撫で、頸部指頭痕、 胴

部横撫で。

82 須恵器 B 2区 体部下半～底 器高 (2 5) ① 緻密 外面 観轄成形、 底部右回転糸切 り。

第65図 坪 ◆11号竪穴住居 部 口径 ② 還元 内面椎輯成形。

写図37 底径 5 0 ③ 灰白色

83 須恵器 B 2区 器高 5 9 ① 緻密、小礫 外面 輛輯成形、底部右回転糸切り、

第65図 椀 ◆11号竪穴住居 ほぼ完形 口径 14 0 ② 還元 付高台横撫で。

写図38 底径 5 8 ③ 灰白色 内面観鑢成形。

84 須恵器 B 2区 器高 59 ① 細粒、細砂 外面 観紺成形後横撫て、器面磨耗。

第65図 椀 ◆11号竪穴住居 l/4残存 口径 (14 6) ② 遥元 内面鞘輯成形、器而磨耗。

写図38 底径 (7 0) ③ にぶい橙色

85 須恵器 B 2区 器高 4 5 ① 細粒 外面 輛戟成形後撫で調整。付商台接

第65因 坑i ♦11号竪穴住居 1/4残存 口径 （13 2) ② 還元 合痕あり 。

写図38 底径 7 0 ③ 灰黄色 内面鞘輯成形。

86 須恵器 B 2区 口縁部～体部 器高 (4 2) ① 細粒、小礫 外面鞘櫨成形、器面磨耗。

第65図 椀 ◆11号竪穴住居 1/4残存 口径 （14 0) ② 遠元 内面鞘櫨成形。

写図38 底径 ③ にぶい黄橙色

87 土師器 B 2区 器高 (8 7) ① 細粒、細砂 外面 口縁部横撫で、胴部斜横箆削 り、

第65図 諏」し ◆11号竪穴住居 口縁部～肩部 口径 (18 4) ② 酸化 頸部指頭痕、器面磨耗、 「コ」の

写図38 破片 底径 ③ 浅黄橙色 字状口縁甕。

内面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆樺

88 須恵器 B 2区 口縁部～胴部 器高 (8 6) ① 細粒、細砂 外面 輛輯成形、器面磨耗。鍔断面は

第65図 羽釜 ◆11号竪穴住居 上位 口径 (20 0) ② 遠元 三角形で僅かに上面が上反する。

写図38 破片 底径 ③ 灰白色 内面 輛櫨成形後箆撫で、器面磨耗。

89 土師器 B 2区 器高 5 1 ① 粗粒、細砂 外面 口縁部横撫で、体部箆撫で、付

第67図 塊 ♦13号竪穴住居 l/3残存 口径 (13 8) ② 酸化 高台横撫で調整、器面磨耗。

写図38 底径 7 3 ③ にぶい赤掲色 内面 口縁部横撫で、体部箆撫で、輪

栢み痕あり 。

90 須恵器 B 2区 底部～高台部 器高 (3 2) ① 細粒、細砂 外面 付高台横撫で調整、器面磨耗。

第67図 坂 ◆13号竪穴住居 口径 ② 酸化 内面底部輛饉成形。

写図38 底径 96 ③ 灰黄色

91 土師器 B 2区 器高 (25 5) ① 細粒、細礫 外面 口縁部横撫で、胴部縦位箆削 り、

第67図 甕 ◆13号竪穴住居 l/3残存 口径 (20 6) ② 酸化 頸部指頭痕、器面磨耗、 「コ」の

写図38 底径 ③ にぶい橙色 字状口縁甕。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

92 須恵器 B 2区 器高 26 2 ① 細粒、細砂 外面・ロ縁部は内傾し、僅かに肥厚す

第67図 羽釜 ◆13号竪穴住居 1/2残存 口径 (21 0) ② 還元 る。端部は平坦。口縁部横撫で、

写図38 底径 60 ③ にぶい黄褐色 胴部輛鑢成形後縦横位箆撫で、

器面磨耗。鍔下面に沈線、上面

は大きく上反する。

内面観輯成形。

93 須恵器 D 5区 器高 6 0 ① 細粒、細砂 外面 鞘輯成形、付高台撫で調整。

第70図 碗 ◆16号竪穴住居 2/3残存 口径 (15 0) ② 還元 内面鞘輯成形。

写図39 底径 (9 2) ③ 灰色
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94 須恵器 D5区 口縁部～胴部 器高 (8 4) ① 粗粒、細礫 外面 口縁部は内傾し、肥厚する。端

第70図 羽釜 ◆16号竪穴住居 上位 口径 (22 4) ② 酸化 部は平坦。輛儲成形、器面射耗。

写図39 1/5残存 底径 ③ 橙色 鍔断面は三角形で僅かに上反す

る。

内面観櫨成形、器面磨耗。

95 須恵器 D 5区 器高 (5 0) ① 細粒 外面 口縁部は直立し、肥1厚する。端

第70図 羽釜 ◆16号竪穴住居 口縁部破片 口径 (20 0) ② 遠元 部は平坦。輛輪成形。鍔断面は

写図39 底径 ③ 黄灰色 三角形で、僅かに上反する。

内面観輯成形。

96 須恵器 D 5区 器高 (6 2) ① 細粒、細礫 外面 口縁部は僅かに内傾 し、肥厚す

第70図 羽釜 ◆16号竪穴住居 口縁部破片 口径 (21 0) ② 酸化 る。端部は平坦。輛輯成形、器

写図39 底径 ③ にぶい橙色 而磨耗。鍔が僅かに上反する。

内面 鞘鉗成形、器面磨耗。

97 須恵器 D5区 器裔 (6 0) ① 細粒、細砂 外面 口縁部は僅かに内傾し、肥厚す

第70図 羽釜 ◆16号竪穴住居 口縁部破片 口径 (21 6) ② 還元 る。端部は平坦。輌儲成形。鍔

写図39 底径 ③ 灰白色 断面は三角形で、僅かに上反す

る。

内面観櫨成形。

98 灰釉陶器 B 2区 底部～高台部 器高 (2 0) ① 緻密 外面 輛輯成形、付高台回転撫で調整。

第85図 碗 ◆22号溝 1/3残存 口径 ② 還元 内面施釉。

写図39 底径 (7 6) ③ 灰白色

99 須恵器 B 1区 器高 (2 5) ① 細粒、細砂 外面 輛輯成形、「墨習土器」文字は

第102図 坪 ◆ l 号•土坑 口縁部破片 口径 （11 4) ② 還元 解読不能。

写図39 底径 ③ 灰色 内面輛輯成形。

100 黒色土器 D2区 底部 器麿 (4 3) ① 細粒、細砂 外面輛麒成形、底部右回転糸切 り、

第103図 坂 ◆22号土坑 2/3残存 口径 ② 還元 器面磨耗。

写図39 底径 (7 5) ③ 暗灰黄色 内面 輛輔成形後箆磨き、器面・付高

台磨耗、内黒。

101 土師器 器高 (4 0) ① 細粒、細砂 外面 口縁部横撫で、体部箆削り、器

第110図 杯 ♦No.12 トレンチ 1/3残存 U径 （110) ② 酸化 面磨耗。

写図39 底径 丸底 ③ 橙色 内面底部指で、指頭痕あ り、器面磨

耗。

102 土師器 器高 20 4 ① 細粒、細砂 外面 口縁部横撫で、頸部のくびれに

第110図 甕 ◆ 2面 2/3残存 口径 (13 2) ② 酸化 箆調整、胴部斜横位箆削り 。

写図39 底径 (6 2) ③ にぶい黄橙色 内面．口縁部横指て、胴部斜横位箆撫

で、指頭痕あ り。

103 土師器 器高 （16 4) ① 細粒、細砂 外面 口縁部横撫で、頸部のくびれに

第110図 甕 ♦No.24 トレンチ u縁部～胴部 口径 18 2 ② 酸化 箆調整、胴部斜縦位箆削 り、ロ

写図39 上半 底径 ③ にぶい黄褐色 縁部に指頭痕あり 。

内面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆撫

で。

104 埴輪 B 2区 器高 （14 5) ① 細粒 外面 緩やかに外反して立ち上がる。

第110図 円筒埴輪 ◆埴輪出土地点 口縁部 口径 (20 7) ② 酸化 縦方向の箆調整、突帯上下刷毛

写図39 l/4残存 底径 ③ 橙色 撫で、口縁部箆調整。

内面 口縁部刷毛調整。

105 埴輪 B 2区 器高 ① 細粒 外面 突帯上下撫で調整、突帯上位に

第110図 円筒埴輪 ◆埴輪出土地点 突帯部破片 口径 ② 酸化 透孔痕残存。

写図40 底径 ③橙色 内面箆調整。

106 埴輪 B 2区 器高 ① 細粒 外面 突帯上下撫で調整、突帯上位に

第llO図 円筒埴輪 ◆埴輪出土地点 突幣部破片 口径 ② 酸化 透孔痕残存。

写図40 底径 ③ にぶい橙色 内面撫で。

107 埴輪 B 2区 器高 ① 細粒 外面 縦方向の刷毛目、突帯上下撫で

第110図 円筒埴輪 ◆埴輪出士地点 突帯部破片 口径 ② 酸化 調整。

写図40 底径 ③ 橙色 内面撫で。

108 土師器 器高 2 5 ① 緻密 外面 口縁部横撫で、底部箆削り、器

第110図 坪 ◆No17トレンチ l/4残存 口径 （13 0) ② 酸化 面磨耗。

写図40 底径 丸底 ③ 橙色 内面 口縁部横揮で、指頭痕あ り、器

面磨耗。
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遺物観察表

109 須恵器 器高 50 ① 細粒、細砂、小礫 外面 口縁部横撫で、底部右回転糸切

第110図 坂 ◆2面 l/2残存 口径 （13 4) ② 酸化 り後付高台、器面磨耗。

写図40 底径 (6 5) ③橙色 内面 輸轄成形。

110 灰釉陶器 体部下半～高 器高 (3 0) ① 緻密 外面 輛輯成形後回転箆削り調整、付

第110図 碗 ◇ l面 台部 口径 ② 遥元 高台横撫で。

写図40 l/4残存 底径 (7 6) ③ 灰白色 内面輛輯成形。

111 灰釉陶器 器高 28 ① 緻密 外面 輛輯成形、付高台横撫で、輪花

第110図 皿 ◇ l面 1/4残存 口径 (13 5) ② 遠元 l力所、施釉。

写図40 底径 (7 0) ③ 灰白色 内面輛轄成形、施釉。

112 土師器 器高 (7 4) ① 細粒、細砂 外面 口縁部横撫で、胴部斜横位箆削

第111図 痰-'し ◇ 1面 口縁部 口径 (21 2) ② 酸化 り、頸部に指頭痕、器面磨耗、

写図40 l/4残存 底径 ③ にぶい褐色 「コ」の字状口縁甕。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆樺で、

胴部に指頭痕。

113 陶器 体部～高台 器高 (4 7) ① 緻密 外面 勧輯成形後回転箆削り調整、底

第111図 碗 ◇No.33トレンチ 1/3残存 口径 ② 良好 部回転糸切り後付高台、施釉。

写図40 底径 (5 4) ③ 灰白色 内面施釉。

114 磁器 体部～高台部 器高 (2 2) ① 緻密 外面 草花文染付け、高台に二重屈線。

第111図 碗 ◇No. lトレンチ 1/3残存 口径 ② 良好

写図40 底径 40 ③ 灰白色

115 磁器 器高 (2 0) ① 緻密 内面草花文染付け。

第111図 皿 ◇No.33トレンチ 体部～高台部 口径 ② 良好

写図40 底径 58 ③ 灰白色

く石類＞

遺物番号

挿図番号 器 種 出土位置 計測値 石材 特徴 • その他

写真図版 (cm • g) 

116 B 2区 長 (8 8) 4面とも良く研磨され、研磨面は平らである。研磨面以外は研

第21図 砥石 ◇ 4号溝 幅 4 2 砥沢石 磨回数が少ない。上・下面と 1側面に溝状に刃線痕が残る。

写図31 厚 27 置砥。端部欠損。

重 1640 

117 B 2区 長 (6 7) 平面 l面と側面 1面が面幅全体に良く研磨され、研磨面は平ら

第21図 砥石 ◇ 4号溝 幅 6 1 砥沢石 である。他に平面l面に磨幅約15cmと約 2cmの研磨面が認めら

写図31 厚 4 0 れる。他面は研磨回数が少ない。置砥。端部欠損。

重 2550 

118 A3区 長 (110) 4面ともに良く研磨されている。研磨面は 1面と両側面は丹曲

第36図 砥石 ◇ 1号井戸 幅 5 0 砥沢石 した凹状である。置砥。両端部と 1平面の一部欠損。

写図31 厚 4 1 

重 2370 

119 c区 長 (6 4) 1平面が良く研磨され、他面は研磨回数が少ない。研磨面はほ

第111図 砥石 ◇トレンチ 幅 33 砥沢石 ぽ平らであるが一部側面に緩やかに別曲した凹状の研磨面を残

写図40 厚 1.9 す。小型で部分研磨用の提砥か。両端部欠損。

重 53 0 

120 c区 長 (8 2) 1平面のみ良く研磨され、他面は未研磨。研磨面は平らな面と

第111図 砥石 ◇ l面 幅 3 7 砥沢石 斜方向に研磨されている面が同一面に訟められる。小型で部分

写図40 厚 30 研磨用の提砥か。先端部欠損。

重 113.0
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写真図版





写真図版 1

1.調査区から浅間山を望む （東から） 2.調査区から榛名山を望む（南東から）

3.調査区から正円寺古墳を望む（南西から） 4.重機による表土掘削作業風景（西から ）

5. B 1区1面全景（上空北から）



写真図版 2
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2. D2区1面

4. D3区l面

1. D2区1面

1号畦検出状況 （北西から ）

3号畦上層断面 （北から ）

2号畦検出状況 （西から ）

3. D3区1面

5. A2区l面

3号畦検出状況 （北西から）

一羹ー
1号畠全景 （南西から）



写真図版 3

1. B 1区 l面 2号畠全景（北西から ）
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2. B 1区l面 2号畠近景（北から ） 3. A 1区 1面 24号溝全景（北西から ）

4. A 1区 1面 24号溝全景（南東から）



写真図版 4

1. A 1区1面 24号溝上層断面（南東から） 2. A 1区 北壁土層断面（南西から）

3. A 2区1面 25号溝全景 （南から） 4. A 2区1面 25号溝士層断面 （南から）
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5. A 2区1面 26号溝全景（南から） 6. A 2区1面 26号溝土層断面 （南から）

7. A 2区1面 27号溝全景（南から） 8. A 2区1面 27号溝土層断面 （南から）



写真図版 5

1. B 1区 1面 1号溝全景（南西から） 2. B 1区 1面 1号溝北壁土層断面（南から）

3. B 1区1面 2号溝全景（北西から ） 4. B 1区1面 2号溝土層断面（南から）

ニ —94―--•一ョ

5. B 2区 1面 4号溝土層断面（南から） 6. B 2区 1面 4号溝土層断面 （南から ）

7. B 2区 1面 5号溝土層断面 （北から ） 8. B 2区 1面 6号溝土層断面（南から ）



写真図版 6

1. B 1区 l面 8号溝土層断面（南から） 2. B 2区 1面 9号溝全景（北から）

3. B 2区 1面 9号溝土層断面（南から） 4. B 2区 1面 10号溝土培断面（西から）

5. B 2区 1面 11号土層断面 （南西から） 6. B 2区1面 13（右）． 14（左）号溝土層断面（東から）

.. .... ・・ こ

7. B 2区1面 15（右） ・16（左）号溝土層断面（東から） 8. B 2区1面 17（右）・ 18（左）号溝土層断面（東から）



写真図版 7

1. B 2区1面 19号溝土層断面 （東から）

3. B 2区1面 31号溝全景（北から ）

5. B 2区1面 2号土坑土層断面（南から）

7. A 3区1面 1号井戸土層断面（南西から）

2. B 2区1面 21号溝土層断面（南西から ）

4. B 2区1面 2号土坑全景 （南から）

6. B 2区1面 2号土坑遺物出土状況（南から）
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8. D 4区1面 3号井戸全景（南から）



写真図版 8

1. A 2区2面 1号踏み分け道全景（南東から） 2. A 3区2面 2号踏み分け道全景（南東から）

3. A 3区2面 2号踏み分け道土庖断面 （南から） 4. D 5区2面 2号踏み分け道土層断面（南から ）

5. D 5区2面 2号踏み分け道検出状況 （南東から）



写真図版 9

1. D5区2面 2号踏み分け道Hr-FA下硬化面検出状況（南東から）

2. D5区2面 2号踏み分け道検出作業風景 （南東から） 3. B2区2面 3号踏み分け道全景 （北西から ）

4. B 2区2面 3号踏み分け道全景 （南東から） 5. B2区2面 円筒埴輪片出土状況 （南東から）



写真図版10

1. A2区2面 14号竪穴住居全景（西から） 2. A2区2面 14号竪穴住居カマド全景（西から）

3. A 2区2面 14号竪穴住居カマド掘方全景（西から） 4. A2区 2面 14号竪穴住居掘方全景（西から）
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5. A3区2面 12号竪穴住居全景（東から 6. A3区2面 12号竪穴住居土層断面 （南から）

7. A 3区2面 12号竪穴住居カ マド上層断面（南西から） 8. B 1区 2面 1号竪穴住居凹み状況（西から）



写真図版11

1. B 1区2面 1号竪穴住居全景（南西から） 2. B 1区2面 1号竪穴住居土陪断面 （南西から ）

3. B 1区2面 1号竪穴住居遺物出土状況 （西から） 4. B 1区2面 1号竪穴住居カマド全景（南西から）

-•込←·と

5. B 1区2面 1号竪穴住居カマド土層断面 （南西から ） 6. B 1区2面 1号竪穴住居カマド遺物出土状況 （北西から）

7. B 2区 2面 2号竪穴住居凹み状況 （西から ） 8. B 2区2面 2号竪穴住居全景 （西から）



写真図版12

1. B 2区2面
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3. B 2区2面

5. B 2区2面

7. B 2区 2面

2号竪穴住居土培断面（西から）
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2号竪穴住居カマド土層断面（北から）

2号竪穴住居掘方全景（西から ）

ユー一
3号竪穴住居土層断面（西から ）

2. B 2区2面 2号竪穴住居カマド全景（西から）

4. B 2区2面 2号竪穴住居カマド土培断面（南から）

6. B 2区2面 3号竪穴仕居全景 （西から）

8. B 2区2面 3号竪穴住居遺物出土状況 （北西から ）



写真図版13

1. B 2区2面 3号竪穴住居カマド全景（西から） 2. B 2区2面 3号竪穴住居カマ ド土層断面（南西から ）

3. B 2区2面 3号竪穴住居掘方全景（西から ） 4. B 2区2面 4号竪穴住居凹み状況 （北西から ）

-
5. B 2区2面 4号竪穴住居全景（西から ） 6. B 2区2面 4号竪穴住居土層断面 （西から ）

7. B 2区2面 4号竪穴住居カマ ド全景（北西から ） B2区2面 4号竪穴住居貯蔵穴全景 （西から ）



写真図版14

1. B 2区 2面 5号竪穴住居全景（西から） 2. B 2区2面 5号竪穴住居土層断面（西から）

3. B 2区2面 5号竪穴住居カマド全景（西から） 4. B 2区2面 5号竪穴住居カマド土層断面（北東から）
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5. B 2区2面 5号竪穴住居カマド遺物出土状況（西から） 6. B 2区2面 5号竪穴住居カマド掘方全景（北西から

7. B 2区2面 5号竪穴住居貯蔵穴土層断面（北から） 8. B 2区2面 5号竪穴住居掘方全景 （西から）



写真図版15

1. B 2区 2面 6号竪穴住居凹み状況 （西か ら） 2. B 2区 2面 6号竪穴住居全景（北西から）

3. B 2区2面 6号竪穴住居土層断面（北西から ） 4. B 2区 2面 6号竪穴住居カマド全景（北西から ）

5. B 2区2面 6号竪穴住居カマド遺物出土状況（北から） 6. B 2区2面 6号竪穴住居カマ ド掘方全景 （西から ）

7. B 2区 2面 6号竪穴住居掘方全景（西から） 8. B 2区 2面 7号竪穴住居全棗（北西から ）



写真図版16

1. B 2区2面 7号竪穴住居土層断面（北西から） 2. B 2区2面 7号竪穴住居カマド土層断面 （東から）

3. B 2区2面 7号竪穴住居カマド掘方全景 （北西から） 4. B 2区2面 7号竪穴住居揺方全景 （北西から ）

5. B 2区2面 8号竪穴住居全景 （西から） 6. B 2区2面 8号竪穴住居上層断面（西から）

7. B 2区2面 8号竪穴住居カマド全景（西から） 8. B 2区2面 8号竪穴住居カマド掘方全景（西から）



写真図版17

1. B 2区2面 8号竪穴住居掘方全景（西から） 2. B 2区2面 9号竪穴住居全景（北西か ら）

3. B 2区2面 9号竪穴住居土層断面（北西から ） 4. B 2区2面 9号竪穴住居カマ ド土層断面 （南から）

5. B 2区2面 9号竪穴住居カマド掘方全景（南から） 6. B 2区2面 9号竪穴住居掘方全景（北西から）

7. B 2区2面 10号竪穴住居全景（西から） 8. B 2区2面 10号竪穴住居土層断面（南西から）



写真図版18

1. B 2区2面 10号竪穴住居カマド全景（西から ） 2. B 2区2面 10号竪穴住居カマド土層断面（南西から）

3. B 2区2面 10号竪穴住居カマド堀方全景（西から） 4. B 2区2面 10号竪穴住居掘方全景 （西から ）

5. B 2区2面 11号竪穴住居全景（西から ） 6. B 2区2面 11号竪穴住居土層断面 （西から ）
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7. B 2区2面 11号竪穴住居遺物出土状況 （西から ） 8. B 2区2面 11号竪穴住居カマ ド全景 （西から）



写真図版19

1. B 2区 2面 11号竪穴住居掘方全景 （西から） 2. B 2区2面 13号竪穴住居全景（西から）

3. B 2区2面 13号竪穴住居土層断面（西から） 4. B 2区2面 13号竪穴住居カマド掘遺物出土状況（西から）

5. B 2区2面 13号竪穴住居カマド掘方全景 （西から） 6. B 2区2面 13号竪穴住居堀方全景（西から）
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7. D 5区2面 16号竪穴住居全景（西から） 8. D 5区2面 16号竪穴住カマド土層断面（南から）



写真図版20
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1. D 5区2面 16号竪穴仕居貯蔵穴土層断面（南から）

3. D5区 2面 16号竪穴住居掘方全景（西から）
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2. D5区 2面

4. D6区2面

16号竪穴住居床下土坑全景 （西から ）
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5. A2区2面
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3号畠全景（西から） 6. A3区2面
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5号畠全景（南から）

7. D5区 2面
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5号畠全景（西から ） 8. B 1区2面 7号畠全景（東から）
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1. B2区2面 9号畠全景（上空から）
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2. B2区2面 10号畠全景（北西から）
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10号畠全景（南西から）

5. A2区2面 32号溝全景（南から）
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4. c区2面

7. A 2区2面

11号畠全景（南東から）
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6. A 2区2面 32号溝土層断面（北から）

33号溝土層断面（北から）
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1. A 3区2面 28号溝全漿（南西から） 2. A 3区2面 28号溝土陪断面（南から）

3. A 3区2面 29号溝全景（南から） 4. A 3区2面 29溝土陪断面 （南から）

5. A 3区2面 30号溝全景（南から） 6. A 3区2面 30号溝土層断面（南から）

7. B 1区2面 3号溝全景 ・土庖断面（北から） 8. B 2区2面 22号土層断面 （東から）
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1. B2区2面 22 • 23号溝全景（北東から ）
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2. B 2区2面 23号溝全景 （北西から） 3. B 2区2面 23号溝土層断面 （南から）

:·•.‘之 姿

4. c区2面 34号溝全景 （南から） 5. C区2面 34号溝土層断面 （南から ）
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1. D2区2面 41号溝全景 （南西から ）

3. D4区2面 35号溝全景（東から ）

D4区2面 36号溝全景 （東から）
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D4区2面 37号溝全景 （東から ）
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41号溝土層断面 （北東から ）

D4区2面 35号溝土層断面 （東か ら）

8. 

D4区2面

D4区2面

36号溝土層断面 （東から）

37号溝土層断面 （東から）
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1. D4区2面 38号溝全景（東から） 2. D4区2面 38号溝土層断面 （東から）
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3. D4区2面 39号溝全景（東から） 4. D4区2面 39号溝土層断面 （東から）
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5. D 4区2面 40号溝全景（南東から） 6. 40号溝土層断面 （東から）

7. 3号土坑全景（南から） 8. A2区2面 3号土坑土層断面（南から）
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1. A2区2面 4号土坑全景（北西から） 2. A2区2面 4号土坑士層断面（東から）
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3. A2区2面 5号士坑全景 （南から ） 4. A2区2面 5号上坑土層断面（東から）

5. A2区2面 6号上坑全景 （西から） 6. A2区2面 6号土坑土層断面 （西から）

7. A2区2面 7号土坑全景 （北から ） 8. A2区2面 7号土坑士層断面 （西から）
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1. A 2区2面 8号土坑全景（南から） 2. A 2区2面 8号土坑土層断面 （南から）

3. A 2区2面 9号土坑全景（南から） 4. A 2区2面 9号土坑土層断面（南から）
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5. A 2区2面 10号土坑全景 ・土層断面 （北から ） 6. A 2区2面 11号土坑全景（北から）

7. A 2区2面 11号土坑基本土層（北から） 8. A 2区2面 12号土坑全景（北から）
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1. A 2区2面 12号土坑土層断面（西から） 2. A 2区2面 13号土坑全景（北から）

3. A 2区2面 13号土坑土層断面 （北から） 4. A 2区2面 14号土坑全景（南から）

5. A 2区2面 14号土坑土層断面（南から） 6. A 2区2面 15号土坑全景（南から）
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7. A 2区2面 15号土坑基本土層（南から ） 8. A 2区2面 16号土坑全景（南から）
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1. A 2区2面 16号士坑土層断面（南から）
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3. A 2区2面 17号土坑土層断面（南から）

5. B 1区2面 1号土坑土層断面（南から）

和今
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7. 18号土坑全景（南東から）
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2. A 2区2面 17号土坑全景（北から）

4. B 1区2面 1号土坑全景（南から）

6. D 2区2面 22号土坑全景・土層断面（南から）

8. D 4区2面 18号土坑土層断面（南東から）
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1. D 4区2面 19号土坑全景（南東から）

3. D 4区2面 20号土坑全景（南から）
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5. D 4区2面 21号土坑全景（西から）

7. A 3区2面 2号井戸土層断面（南西から）

2. D 4区2面 19号士坑士層断面（南東から）

4. D 4区2面 20号土坑土層断面（南から）

6. D 4区2面 21号上坑上層断面 （西から）

8. D 6区2面 4号井戸土層断面 （南から ）
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4 • 12 • 13 • 21号溝、 1• 3号井戸、14• 1号竪穴住居出土遺物
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1 • 2号竪穴住居出土遺物
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3号住 28 

3号住 29 

3号住 30 

3号住 31 3号住 32 3号住 33 

3号住 34 3号住 35 3号住 36 

3号住 37 3号住 38 

3号住 40 39 

2 • 3号竪穴住居出土遺物
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5号住 48 

5号住 52 5号住 51 

4 • 5号竪穴住居出土遺物
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7号住 67 

7号住 69 

7号住 66 
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7号竪穴住居出土遺物
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7号住 71 7号住 72 

8号住 74 75 

7号住 73 9号住 76 79 

9号住 77 9号住 78 

10号住 80 10号住 81 11号住 82 

7・8・9・10・11号竪穴住居出土遺物
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13号住 90 13号住 92 

11 • 13号竪穴住居出土遺物
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93 16号住 95 16号住 96 

16号住 94 16号住 97 22号溝 98 

~ 
22号土坑 100 

No.12Tr 101 

2面 102 埴輪出土地点 104 

16号竪穴住居、 22号溝、 1• 22号土坑、遺構外出士遺物（1)
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埴輪出土地点 105 埴輪出士地点 106 埴輪出土地点 107 No.17Tr 108 

2面 109 1面 110 1面 111 

1面 112 C区Tr 119 C区1面 120 

No.33Tr 113 No. 1 Tr 114 No.33Tr 115 
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